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『
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フ
及
び
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ブ
ゥ

.フ
虫
_.

』

中
の
一
篇

『

述
磡
！
！

』

に
該
常
サ
る
部
分
は
撮
：观
で
あ
る
。
ほ
謀
の
背
景
思
想
*
池
に
該
び

.

.
動

の

滕

典

前

意

淡

典

他

全

般
^
17
る

'敘
述

批

.評

の

詳

細

は

澜

槁

『

思

想
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.
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西
大
革
命
の.
末

邦
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1
七
九
五
年
十
/5
1
末
頃
ょ
6
翌
九
六
年
五
月
初
頃
3
^
亘
6
、
共
產
主
義
實
現
の 

0
的
を
以
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2

s

i

法
，S

廢

政

府

論

力

I

f

畲
し
た
一
味
の
S

的
、
S

的
運 

頭
が
あ
つ
た
々
フ
ゥ
フ
の
謀
叛
若
し
く
は
平
等
の
た
め
の
謀
叛
r o

cn
sp

i  
ロ tio

a  pour  
rw.
ga
l
ito'
'
こ
ヾ」

し
て
，加
ら 

る
、
も
の
即
ち
楚
で
あ
る
。

佛
蘭
西
大
革
命
が
近
世
民
主
主
義
運
動
の
淵
叢
で
あ
る
ど
は
、
同
革
命
k
獮
す
る
數
多
き
著
作
家
の
常
語
す
る
Fr 

で
あ
る
が
、
其
實
多
く
は
政
治
的
勢
カ
の
隆
替
起
伏
の
敍
述
^
忙
し
く
間
革
命
の
社
會
運
動
史
的
意
義
を
指
摘
し
て 

7
1
\の
£

”
1^
主
、3
義
運
®

ビ
の
»
聯
の
絲
を
手
操
6
出
^
ん
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す
る
も
の
は
、
勿
論
決
し
て
絕
無
で
は
な
K
か
ぶ
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て
少
な
い
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内
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當
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く
措
さ
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孰
れ
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色
の
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字
で
あ
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パ
フ
ウ
フ
主
義
が
ス
ラ
ン
ス
大
革
命
の
渦
中
^
酵
生
せ
る
唯
ー
の
民
主
的
、
社
會
的
思
想
で
無
ぃ
«
は
闽
ょ
ぅ
呶

々
を
要
し
な
い
所
で
あ
る
が
併
し
乍
ら
バ
ブ
ゥ
フ
主
義
が
其
間
に
繁
生
せ
し
幾
多
の
民
主
的
、
社
會
的
恐
想
中
其
深 

^
JC
於て

..

も
其
影
響
の
大
な
る
點
に
於
て
も
到
底
他
.の

追

隨

を

許

^
'
な
い
程
著
名
な
る
も
の
で
あ
る
事
も
亦
可
等
の 

留
保
無
く
確
言
し
'得
る
■所
で
あ
る
0
依
之
觀
是
、
' フ
ラ
ジ
ス
太
苯
命
を
以
て
近
世
民
主
的
.、
祉
會
的
運
動
のS

F

叢
な 

々
ざ
說
く
著
作
家
は
宜
し
く
從
來
の
無
關
心
を
や
め
てV

フ
ゥ
フ
主
義
R
對
し
て
適
宜
の
.顧
慮
を
拂
ふ
べ
さ
で
あ
ら 

ぅ

，
陪

題

は̂
の
み
で
は
無
い
。

パ
.
ソ
ゥ
フ
主
義
は
フ
ラ
ン
ス
'火
革
命
の
研
究
を
完
成
す
る
^
言
ふ
斯
る
視
^1 

の
み
4

6
觀

察

せ

ら

る
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で
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無
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吾
々
は
斯
る'見

地
-1
み
離
れ
て.
.又
：近

世
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會

運

動

の

發

足

點

^
し
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のV

フ'ゥ
フ
主
義
を
檢
剖
す
べ
さ
で
あ
.る
。
蓋
し
マ

y 
,
ス
：は
勿
論
其
以
前
に
於
て
ヮ
イ
ト
リ
ン
グ
、
力
べ
エ
、
ブ
ラ 

ン
’
、'
並
に
十
九
仳
紀
初
葉
の
フ
ラ
ン
ス
共
和
主
義
運
動
等
孰
れ
も
多
か
れ
少
な
か
れ
、パ

： .

ブ
：ゥ
：.
フ
主
義
の
影
響
を 

蒙
ら
ざ
る
も'
,の
な
^
有
様
で
：前

者R
對
す
る
理
解
の
完
璧
を
期
す
る

:̂
め
.U
は
#
ず
や
後
考
k

s
る
事
を
必
要
ビ
す 

る
か
^
で
*
る
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典
淹
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實
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義
與
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^
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主
義
文
#
1_
;
ゆ
な

A
一
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を

設

け

て

前

代

の

所
！！

空
想
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社
#
主
義
を
完
攒
無
さ
迄
縦
横
k
檢
剖
論
難
じ
た
べ
ル
ク
■ス
の
峻
烈
犮
义
銳
銶
^
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じ
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フ
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及
ぶ
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遽
R
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ら
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ゥ
フ
の
謀
叛
を『

近
代
の
革
命
仅
於
い
ズ
ブ
ロ
レ
タ
^

ャ
.の
要
求
を
聲
叨
し
た
:>
ブ
.ロ
レ
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リf

の
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初
の
.試
み』

士
看
做
:^
剩
へ
踏
跌
^
對
し
*-
1
:同
情
的
ロ
吻
^

へ
洩
も
し
ヤ
ゐ
る
。.，此
事
實
k
徵
し
て
も
、パ 

フ
..

ゥ
フ
謙
叛
の
重
要
性
.の
一
端
が
窺
は
れ
る
o
'事
實『

共
產
黨
宣
言』

時
代
の
マ
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ス
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ル
ス
は
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叛
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似
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■
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谓
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-
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讓
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暴
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し
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默
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し
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ブ
ゥ
フ
主
義 
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る
所
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で
あ
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史
實
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史
實
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其
他
是
^
關
す
;5
信

繼

す

べ

.
き

幾

多

の

著

書 

は

此

謀

叛

計

遺

が

綿

密

周

謂
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し
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：屢

0
吾

等
^

驚

輿

せ̂

む

る
^
.足

：る

も

め

な

る

事

を

納

：得

せ

し

む

る

。
；
，
後

；
^
の

社
會
恐
想
家
が
其
：の
理
想

«
會
の
計
畫
、1
:描
寫

^
於
い
て
、
將
又
其
實
現
の
方
法
に
於
い
て

'.
彼
等
^
負
ふ
所
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し
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し
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^
ギ

し
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恥
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、
^
^
^
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擧

R
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,

て
沐
施
に
歸
し
た

;0
併
し
ぞ
れ
は
計
晝

.の
杜
漏
戰
猶
の
穉
拙

^
由
る
ょ

*
も̂
寧
ろ

.主

?<

'
. 

'

の
ど
見
る
の
が
至
。常
で
あ

'&
ぅ
デ
縱
命
之
の
：謀
叛
が
：マ：_
ク
：ス
舞
や

0

$茇
 ̂

ロ
レ
タ
タ

r
自 

身
の
發
育
幼

»
な
：る
せ
其
解
放
；の
物
質
的
條
件
の

.欠
如

0
た
^>
所
詮
失
敗

^
歸
し
た

£

て
も
、
假
り

^

內

通

無

か

 

6
,し
#
將
又
姿
れ
以
前

^
謀
叛
を
決
行
し
；て
：ゐ

,/
2
な
ふ
ば
事
態
は

' j

#

•し
て
必
ず
や
大
波
瀾
を
惹
起
し
.、
或
は
虎 

功
を
收
妁I

時
的
な

I

も

歴

史

走

4
大

奇

觀

を

暴

u

で̂
あ
ら
ぅ

.。
翁
：府
は
內
通
者
の
密
嘗
聽
収
.し
て
驚 

^
し
直
に
叛

«
の
檢
擧
そ
行

.ひ
、
其
罪
を
斷
ず
る
ゃ
峻
烈
费
刻
そ
極
め
た

>「

ぞ
れ
は

>
タ
ゥ
フ
の
課
叛
が
無
規
律
、

.,

無

節

讯

で.*
つ
た
が
故
で
は
無
く
、
寧
ろ
事
實
、
：そ
れ
.が

餘
^

^̂c
計

畫

的''
^
'
•
:
組

織

的

で

あ

る

が

セ

め

；で
あ
，
つ

た

。

，へ
オ
fe
の
目
的
は
メ
フ
ゥ
プ
謀
叛
5:
可
及
的
疋
確
^

!
つ
必
要
な
る
限
々
詳
細
^
敍
述
し
て
其
眞
相
を
開
披
す
‘る
k 

ず

る

力

’其
'際
謀
叛
の
背
最
的
思
想
た
名
.バ
ブ
ゥ
フ
敎
義
.の
木
質
は
特
に
詳
細
な
名
露
檢
剖
を
必
要
ど
す
る
を
以 

:て
別
稿『

姐
想
篇』

^
譲
ク
、、
玆
で
は
尊
ち
謀
叛
の
實
際
運
動
的
部
分
；の
經
緯
を
記
述
す
る
敉
北
め
*
。
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L
o
n
d
o
n

で
出
版
さ
れ
た
。

B
£
r
?

に
依
九
ば
倫
敏
版
は
周
到
な
る
：注
意
を
以
て
英
譯
せ
ら
れ
、分
册
刊
打
せ
ら
れ

/:
0 

_
.
.
,
阪
0

.に
し
て

3 |
*
斑
部
賢
盡
し
た

'1
ー
日
は
れ
.て
ゐ
る
0 (Rob:quet, .Buonarroti .et la. secte des. 6gaux. 

1
9
1
0 p.. 

1
6
1)、

m
H
M
は 

B
a
u
d
o
a
i
n

兄
弟
がMemoires surla 

Involution 

fran

?.s
e

叢
書
のI.

部
し
て
一
八
三
〇
苹
巴
驵
に
出
版
し
た

r
B
Il
l
で
の
賣 

行
は
官
憲
の
嚴
重
な
る
監
視
の
た
め
思
は
し
く
な
か
つ
た
。

(Robiqilet, 

i
rp. 

I
6
I
y

^-
四
版
は

1
A
三
1
5
出
版
せ
ら
れ
た

®
 

所
不
叨)

が
、
そ
れ
は
艰
な
る
趣
旨
書
に
す
ぎ
な
か

.つ
，
た
。

又
一
八
四
一
|年
に
同
書
の
經
濟
的
部
分
だ
け
の
拔
苯
書
が
出
版
せ
ら
れ
た
。
 

:

C

出
版
地
不
明
一

—

锥
宥
註)

.•—
*
八
五
〇
雒
に
は

0
0
1
1ミ
|

7

7

|

6

'
に
依
て
新
版
が
巴

.與
に
出
版
さ
れ
た

0
標
駔
は
邊
§
ぎ
を 

、-z conspiration p
g
r

 

r

rt>galitfdite d
e
w
a
b
e
u
f

 

W

な
つ
て
ゐ
る
。

.但
し
筆
者
は

.三
"
.四
版
.の
表
姐
を
知
ら
な
い
。
此
新
版
で
は
則 

記
锔
者
は
初
版
に
收
錄
：せ
ら
れ
た
訴
訟
書
類
の
大
部
分
及
び
不
用
の

.脚
註
を
省
略
す
る
ミ
共
に
初
版
中
谣
名
で
あ
つ
た
も
の

’の
多
數
を

.
 

■

差
支
無
き
限
リ
本
名
に
改
め
て
ゐ
る
。
其
外
の
點
に
於
て
も
初
版

W,

ニ
三
.相
違
し
て
ゐ
る
。
又

.一
八
三
六
年
に
は
チ
ャ
ァ
チ
ス
ト
の
睛 

將 

James BronterreQbrien 

が
英
譯
を
偷
敦

K:
出
販
し
て
ゐ
る
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獨
逸
譯
は
^
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.
tdabeuf und die Ve

r
s
c
h
w
s
a
r
g 

き

el
ひ
 

Gieichbeit

の
標
妞
で

Wiiheim und A
n
n
a

 

B
o
sに
依
て
軋
版
せ
ら
れ
た

9
雨
譯
ミ
も
県
文
の
欠
落
が
あ
リ
、
殊
に
後
老
に
多
い

0

又
獨
逸
譯
に
は
明
か
に
誤
譯

w

思
は
れ
る
個
所
が
あ
り
、
又
原
書
の
.體
裁
を
著
し
く
變
じ
て
ゐ
る
。

.

(

.
4

〕

o
p
w

.

(

5) 

o
p
o
o
^
.
c
w 

w
p
^
o
c
^
.

 und die verschw

c!ruhg.

p,es'_.desoI

e.chs. .weutsch. 

v
.
'
w
d
. 

wemstein...

パ
6) 

A. Ranc) Gracchus Babsf et la conjuration .<3

0>&.:£̂
11”

 

IS6
9
pr

n>'face. p. IH-IV.

ニ 

l

七
九
三
年
の
憲
法

:
\

ブ
'ク.
フ
並
R
所
謂
本
等
者
：謀
叛
の
.目
的
は
共
産
主
義
の
實
現
k
在
^
。
：併
し
锻
等
：は
庇
共
産
主
義
が
暴
力
的
革 

命
^
依
つ
て
、*.

今
日
ょ
6
明
朝
^
、1

擧
に
實
現
出
來
.る

本
の
せ
は
，決
し
七
考
へ
セ
磨
な
か
つ.
た
。
然
ら
ば
如
何
に

^
ニ 
十
四
卷

.

.

.

(

ニ 

一

五)
X

 
ブ
ゥ
フ
の 

oonspiration pour l-

w>g
a

l
i

t
6

.

m
ニ 
■號
.

ニ

.一



m
ニ
-

rSi 
卷 

C

ニ
ー 
六〕

バ
ブ
ゥ
フ
の Conspiration pour 

r
o^
a

l

i

t

r

~̂:
JI
一
r「

し

s

產

主

義

s

現
せ
ら
：る
：、
か

。
被

等

は

是

I

る

階

梯

£

て

先

づ

七

九

.三
S

憲

法

の

復

活

基

求

し
 

た

。
即

S

等

者

謀

叛

の

：窮

極

：
の

自

標

は

：蓮

主

義

I

久

へ

而

し

：奚

直

次

，の
目

的

は

一

七

九

^
^

つ
た
。
■
然

ら

ば

こ

の

't

七
九
三
年
：の
.憲

法

ど

は

可

か

。

一
七
九
三
年
f

三

十

一

日

並

S

月

二

日

の

®
度
の
ク

ゥ

デ

タ

ァ

k

依

て

、

ジ

ロ

ン

ド

黨

の

勢

力

を

覆

滅

し

、
 

是

k
代

つ

て

農

公

會

の

支

®
者

ど
な

つ

だ

山

岳

黨

ば
、

共

和

國

の

室

霧

威

す

る

內

憂

外

患

逼

迫

し

、
_到
底

-安 

勿

ど

し

て

憲

法

制

定

の

事

業

益

く

を

許
3

ず

、
先

づ

前

者

を

掃

蕩

す

る

の

急

務

を

感

知

せ

る

R
拘

ら

ず

、

一
は
自 

M
の

經

臉

の

根

幹

を

被

漏

し

て

逸

早

く

國

民

の

信

賴

を

博

す

る

必M

ど
他
は
失

®
し
た

.ジ

；：

シ

ド

黨

の

據

頭

をI

 

す

る

の

必

要

か

ら

、
'執
權

後

直

ち

I

證

の

制

定

S

手

し

た

。

; ^
づ

コx

ド

ル

セ

エ

を

主

班

？

る

舊

憲

法

® . 

員

會

を

解

散

し

，て

、

之
k
代

る

k
 

S

I

 

d
e

 

S
e
c
h
e
l
l
e
s

を

寶

長

ど

す

る

新

憲

法

制

定

寶

會

を

任

命

し

て

所
 

憲

法

の

起

举

せ

し

め

た

.。

新

憲

法

案

は

數

日

な
ら
.ず
し
て

.：右
委

員

會

^
依

て

起

.草

せ

ら

れ

3
、

六

月
一，
一卜
四

日

を

以

て
 

國

民

公

會

^
批

^
せ

ら

れ

た

。

一
七
九
三
年
の
憲
法
^
■
し
て
知
ら
る
る
も
め
即
ち

'：是
で

あ

る

。
.

1

七

九

三

年

の

慧

法

は

1.

七

九

一

年

の

憲

法

が

君

主

政

治

的

原

理

.を

其

根

本

精

神

.こ
せ
る
に
反
し
て
，
最
も
完 

全

な

る

各

個

人

の

平

等

を

保

障

せ

る

民

主

的

、

共

和

的

憲

法

で

あ

つ

た

？
;

.

:

:
 

.

此

憲

法

の

冒

頭

i

る

人

權

宣

言

は

其

根

本

£

て
、

.ロ

.コ

ビ

1

$

國

3

 

案

の

糈

f

汲

め

る

も

の

で

あ

る

。
其

第

一

條

k
日

く

『

社

會

の

目

的

は

共

同

の

麗

で

あ

る

。
政
府
は
各
個
人
に 

其

自

然

且

っ

時

効

妃

侬

て

消

滅

せ

ざ

，る

權

利

の

享

得

を

保

證

す

る

た

め

組

織

せ

ら

れ

た

も

の

で

ぁ

る』

<£
0
此

一
埂

は 

頗

る

づ

ブ

ゥ

7
を

;*
议

し

め

/£
も

0
.で
.ぁ
る
€
。
第

三

條

|̂
各
^̂

r
f 

p

u

n
 

 ̂
_
 

r 
f
 

-yJ
!

4

,

--

t 

、
、
' 

'
 

. 
• 

- 

. 
•

I
-
-
—

-
-； 
'
,
J
L
卜
..！
内

の
定
義
t
:殆
ん\

、レ
其
儘
踏
襲
：せ
る
も
の
で
あ
5:
。
--
:
HI
ぐ

：

『

肉
曲
ビ
は
他
人
の
權
利
を
侵
#
せ
ざ
る
總
て
の
事
を
爲
す 

人

h
屬
ず
る
權
办
で
あ
る
。
..も
れ
は
齒
然
を
其
根
源
e
じ
、

IE
義
を
其
原
則
S
じ
且
つ
法
律
を
其
楣
S
す
る
も
の
で 

あ
る
。
そ
の
道
徳
的
境
界
はT

汝
の
好
ま
ざ
る
所
を
他
人
^
施
す
勿
れ』

，.ど
い
ふ
格
言
は
依
て
決
定
.せ
ら
る
£

ど
？ 

SI
it
i
l
E

1
I

十
五
條
ば
M

K
0.
.主
權
を
確
定
，し
、『

主
權
ば
國
民
JC
在
か
o
ぞ
れ
は
唯
へ
一
不
可
分
の
、
時
効
に
依
て
消
滅 

ず
る
：事
無
さ
、
；不
可
讓
的
.の
も
.叹
で
あ
る
§』

ど
明
記3

て
主
權
の
所
在
を
明
示
し
て
ゐ
5.
0

.

ロ
オ
レ
ン
ッ
•
フ
ォ
ン
。
シ
ユ
タ
ィ
ン
•は
此
毖
法
を
評
し
て
次
の
如
く
謂
つ
て
ゐ
る
、『

此
遨
法
は
阈
家
權
カ
^
對
す
る

大
^
の
交
«
の
最
初
の
法
#
的
形
態
せ
し
：て
特
殊
0,
法
目
^
偾
^
る
タ
何
.ど
な
れ
ば
.そ
れ
は
共
和
政
治
及
び
民
%
主

義
の
興
JI
*
の
赆
容
を
^

示
す
^
.も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
6.
-
0 

•こ
こ
■
一
七
九
三
年
の
憲
法
は
^

*
巴
史
上
R
於

Lr
て
、

矛
盾
無
さ
穰
熟
考
含
れ
た
最
初
の
純
粹
民
虫
的
憲
法
だ
か
ら
で
あ
る
。
：
：，
，
V 

;
:
:
'
f

七

九

三

苹

の

新

憲

法

の

，根

本

&

想

は
最
も
完
全
な
る
個
人
の
苹
等
で
あ
タ
た
。、，
選
擧
權
、ゝ
：：_
民
代
.表
、：
立
：法
等
の
»1
,法

は

此

：原
：理^
據
.て
.規

定

せ

ら

れ 

た』

ど'S。

. 

.

i

ャ
シ
‘
ネ
ョ
オ
レ
|

じ

左

憲

法

靠

し

5

一..究

た
。
そ
れ
は
眞
R
國
民
の
主
權
で
あ
つ
た
。
そ
れ
は
國
民
的
權
カ
並
^
國
民
的
統
御
の
堅
牢
な
る
組
織
で
あ
つ
た
。
 

世
界
は
未
た
曾
'
此̂

一
.

七
九
一
二 

S'

雄
大
攻
る
法
式
を
充
分
滿
た
す％

如
き
民
主
主
義
の
實
現
を
見
：た
事
ば
無
いSj 

ど
謂
つ
て
ぬ
る
。

.

.

. 

：

0
憲

法
が
才
質
的
に
女
何
^
進
步
的
の

も

の

、

.:

.民
主

的

の

も

：の
：で

あ

5 -
^

は

、':':是

等

0
'
證

言

^

依

て

，既

.

明̂

白

.で 

第
二

*

r
S
l

卷 

0

 
ニ 

七)

バ
プ
々
フ
の

 

oonspiration 

P
0
u
r
s
g
a
l
i
t
6
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第
1|虎
 

一
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第二 
十

W
卷 

G
1
1

八)
X

 
ブ
Y>
フ 9

,.c§
s

;>s-ation 

P0 日 

第二
 
號

•一一

 
四

:

あ
ら
ぅ
。：,:
併
^

乙
れ
を
以
声
、'
页
^
迤

冼

で

此:*
法

る
^
無
さ
も
の.
で
あ
るV

.

斷
ず
る
な
ら
ば
、
4/
れ
は
明
か
.̂

早
計
で
あ
ら
ぅ
。
此
憲
法
は
未
だ
充
分
^
保
守
主
義
を 

_

脫
せ
る
%:.
の.
で
は
無
か
つ
'た
。
即

-?
>
尙
、
,'
重
大
&
る
過
誤
を
も
つ
て
ゐ
た
/,
6
、
何
.ぞ 

「

あ

る
''
0
此
憲
法
は
«
人
權
宣
言
の
第
ー
：一
條
^
於
^
、：
財
產
を
ば
.、マ
平

時
効
^

依
て
滑
滅
せ
ざ
.：る
權
利
尨
看
做
.
3
.页
^

同
じ
<

第
屮
六
條
は
財
產
權
忆
就
て
次
の
如
ぐ
規
定
し
て
ゐ
る
。『

財 

產
權
^
は
各
市
民
^
屬
し
、.
其
貨
財
、
所
得|

及
び
被
の
.勞
ヵ
及
び
勤
勉
の
果
實
を
任
意
k
享
得
し
、
且
つ
處
分
す 

を
以
權
利
で
あ
る
。』

即
ち
私
有
財
產
權
を
明
確
^:
是
認
し
て
ゐ
る
。
Z

れ

ば

曩

に

.山

嶽

黨

が

自

ら

斷
乎
ビ
し

て

否
認 

し

た

：
ジ

：ロ
'シ
.ド
派
の
入
權
宣
言
の
微
溫
的
規
定
を
踏
襲
せ
る
ち
の
で
あ
る€

ヾ

」

ff
i

せ
ら
れ
て
も
一
言
^
疏
の
餘
地
無 

さ
も
の
.で
.あ

る

，
述
の
極
端
^
民
主
的
い
進
步
的
諸
規
定
^

比
す
れ
ば
此
財
產
^
關
す
る
規
定
は
餘
4
^
も
懸
絕 

せ

る

も

の

で

あ

る

？
，
重

大

I

立
法
.上
の
矛
盾
は
玆
代
潜
む
。
後
年
平
等
者
がJ:

七
九
三
年
憲
法
S

し
最
も
嫌
ら 

ぎ

は

此

？

あ
る
。
尙
i

れ
S

し
S

後
f

於
5

め
5

ベ
る
。
併
し
此
壽
は
S

S

根
本
.

S
 

民
主
的
憲
法
な
る
^
を
決
し
て
妨
C

る
も
の
で
は
無
ハ
。

.
.

•
i

七
九
三
年
の
憲
法
は
前
述
せ
し
が
如
く
、
.內
外
.騷
擾
の
渦
中
^
日
夜
必
死
的
努
力
の
結
果
、
僅
か
數
日
に
し
て 

成
々
且
つ
空
前
の
民
主
的
憲
法
ど
し
て
其
運
用
化
多
大
の
期
得
が
懸
け
ら
れ
て
ゐ
た
^
拘
ら
ず
、|

変
の
實
施
を
i
 

f

事
無
く
可
惜一

片
の
死
文V

J

し
S

つ
て
し
5

た
。
何
故
^
實
施
せ
ら
れ
な
か
つ
た
か
。
蓋
し
錯
綜
混
沌
た 

,

.
1
1 

る
當
時
の
狀
態
は
唯
、一H

岳
黨
の
峻
嚴
な
る
獨
裁
を
俟
つ
の
外S

、

收

拾

打

開

，の

途

な

く

>

此

際

若

し

一

七

九

三

年

の

の
譆 

誇

、.咁
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三

反

動

I

芽
月
十
二

B
及
牧
月

1

日
の
暴
動

山

嶽

黨

の

篇1.

歲
^
充
，た
ざ
る
ド
早
く
も
：翁

內

部

の

訌

领

は

其

頹

勢

を

急

；せ

た

)
1

七
九
四
年
三
月
同
黨
の
.

.

領 

祁チエべモ々
、ダント

V
、

デ
ム
ゥ
ラ
シ
等
何
れ
も
同
志
ロ
べ
，
：̂

嚇
政
略
の
姐
上
S

ら
れ
？
同
四
月
ロ
ベ
ス
ビ
エ
' 
エ\

の

單

獨

業

管

、
彼
の
流
血
的
政
策
は
正
S

高

頂

崔 

し
た
。
併
し
被
の
觀
業
も
.亦
誠
^
須
臾
の
も
：の

で

あ

つ

た
.'
°

ッ

丨

ブ

タ
'

\

ミ
ー
ォ
ー
九
日

c
_

1.

七
：九
四
年
七
月
ニ
十
七
日)

丨
そ
れ
は
一
七
九
三
年
の
憲
法
の
眞
精
神
を
實
現
す
る
た
め 

恐
嚇
政
略
を
難

S

建

初

の

.眞
の

.民
主

謹

者

'〒
ベ
ス
：ビ
エ
，
#

6

: 

日
で
着
た
，。
被
の
斷
頭
政
略
が
繼
5

 

國

民

公

會

の

名k

於
S

I

補

し

即

刻f

處
刑
し
i

?

 

S
で
あ
る
。
，
嘗i

s

け
て
.
f
〒
ンI

I

し
、
，
恐
嚇
政
略.

第U

四
十
'卷
 

0
1
1

九)
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0 

第
一
 

5
 

一
 

：
-
^



f
l十

四

卷

s
!
l
.
〇)

バ
ブ
ゥ
：

フ
のConspiration pour sgaliF 

. 

第
二
號 

一I

六

0-
現
出
?:
.胁
成
し
だ
同
じ
國
民
公
會
が
今
や
口
べ
.ス
;'
.ピ
エ
.'
チ
グ
を
葬
々
、
そ
れ
S
共
R
恐
嚇
政
治
分
袂
し
て
、；新 

^
總
裁
政
府
を
碯
立
し
纪
の
で
あ
る
®
。
.

■:
■

•
: 

:

.

.

今
.

H
;

ヒ
H

i
ル
.殪

を'-
>
'
や
，
恐
：嚇
政
略
は
：事

實

上

終

局

を

吿

げ

、
山
岳
黨

'の
制
新.は
名
實
共
：に
地̂
墜

ち

た

。 

反
動
，の5
波
は
澎
湃
せ
し
て
襲
來
し
：た
：：。

.人

：々
.は
旣
^
打
續
く
流
血
的
慘
劇
{?
:
困

傭

じ

、.日
：夜
：平
靜
女
祈
願
し
て
ゐ 

だ
か
ら
で
あ
る
o
.追
放
せ
ら
れ
し

.

^
口、
ゾ

ド

黨
は
國
民
公
會
に
招
還
せ
ら
れ
、;
フ
ォ
ォ
ブ
ゥ
ル
の
賤
民
は
、
武
驳
を 

着
が
れ
將
又
王
黨
す
ら
據
頭
ず
る
事
を
許
3
れ
た
。

」

：

.
>

バ
ジ
ャ
コ
\
シ
黨
は
苒
び
金
箔
附
靑
年

^
迫
害
ぜ
ら
れ
？
久
し
く
過
激
派
の
典
輝
ジ
ャ
ゴ
バ
ン

«
樂
部
は
遂
化
閉
.鎖 

の
運
命
に
逢
つ
把
。
«
命

的

法

律

は

：
：
一

:七
九
四
年
八
月
を
以
て
悉
皆
、
廢
业
せ
ら
れ
、

.1

七
九
三
年
の
痛
法
も
亦
永 

.

遠

^
扉
去
ら
れ
て
し

«
つ
た
。
，，，而
し
て
此
有
產
階
級
的
瓦
動
の
跳
梁

.は
日

5:
逐
ふ
て
露
骨

>

」

な
：つ
た
。
一

テ
ル
ミ
ド
ォ
ル
九
日
以
來
國
民
公
會
を
根
城
ビ
す
る
反
動
派
は
日
夜
殆
んV」

其
：勢
力
を
黨
爭v

j

民
主
主
義
の
逍
播 

R
傾
注
し
て
、
誰.
一
人v

j

し
て
、
日.
々
增
大
し
行
く
經
濟
的
國
雛
の
收
拾
^
國
民
的
窮
乏
の
救
濟
^
配
慮
せ
し
も
の 

は
無
く
、
孰
れ
も
彼
等
の.
it
惡
す
る
恐
嚇
時
代
の
諸
施
設
の
可
及
的
急
速
な
る
芟
除
を
以
て
能
事
終
れ
ぅ
^
し
た
。
. 

然
る
^
恐
嚇
時
代
の
諸
革
命
的
法
律
の
急
速
な
る
撤
廢
は
彼
等
の
豫
期
を
裏
切
6
、
却
て
經
濟
的
紛
糾
を
增
大
し
、

剩
へ
國
民
一
般
の
窮
乏
を
加
逋
し
た
。
收
獲
は
糙
k
豐
潤
で
あ
つ
た
が
、
土
地
梂
屢
ノ
內
亂
.の
.た
.め
^
荒
«
せ
ら
れ 

，た
"
外
國
S
の
通
商
は
殆
ざ
全
く
杜
絕
し
、
產
業
は
極
度
k
疲
弊
し
て
し
ま
.つ
た
。
斯
か
る
窮
境
を
救
濟
す
る
^
は
、
 

何
等
か
非
常
手
段
を
必
耍
ど
せ
し
に
拘
ら
ず
、
テ\

ミ
ド
オ
ゲ
派
に
は
斯
か
る
緊
急
の
時
機
化
は
最
も
危
險
千
黹
の

は

撤

廢

：せ

ら

れ

、

ァ

ー

シ

ラ

ャ

‘紙

幣

は

慘

落

し

て

’
、

物

價

は

狂

騰

し

'
.金

屬

貨

幣

を

有

ぜ.ざ
る
勞
働
階
級
ょ
鲞

|

 

る

收

獲

を

眼

前

^
見

な

が

ら

飢

饿

^

餅

す

る

の

奇

現

象

をn

壬
し
た
。
就
巾

‘
、

.

巴

]1
1
'
-^;於
け
.る
« ;
«

階
級
の
窮
.迫 

も

深

酷

を

極

あ

た

。
飢

餓

は

遂

k
彼

等

を

軀

っ

て

屢

< 
暴

動

?:
起

3
し
め
た8

。

フ
ォ
オ
ル
フ
ゥ
ル
賤

&

の
反
杭
的
態
度
^
秘
か
^
希
望
を
寄
せ
た
も
の
が
あ
つ
た
。
^
れ
は
失
意
の
ジ
ャ
コ
バ
ン 

黨
^
山
岳
翁
ど
で
あ
っ
た
。
彼
等
は
勞
働
階
級
の
運
.動
を
利
用
し
て
、
テ
ル
ミ
ド
ォ
ル
派
を
屈
伏
し
て
洱
び
政
權
に 

就
か
ん
ミ
欲
し
た
。
極
度
の
窮
乏
^
自
暴
的
ど
贫
れ
る
勞
働
階
級
は
ジ
.ャ
：
コ\

ン
黨
及
山
岳
黨
の
敎
唆
^
逄
ふ
や
" 

忽
ち
を
れ
R
應
じ
た
？

:
' 

:

:

;
:

. 

パ

.

革
命
三
年
芽
月
十
二
日(

一’七
九
.五
年
四
^

一
 

日
}
及
同
牧
乃
ー
日
2

七

九

：
五

：
年

五

S

一
十
芑
、
巴
里
の
勞
働
者 

ば『
一

七
九
三
年
の
寒
法
ど
パ
ン

』

な
る
德

.語
5:
.呼
號
し
乍
ら
大
靡
し
て
會
議
中
の
國
民
公
食
^
殺
到
し
て
、
公
會
に 

請
願
書
を
呈
出
し
た
。
此
等
兩
度
の
蓮
動
^
於
て
は
、
勞
働
者
が
常
に
先
錄
ど
な
ぅ
、

一

見
彼
等
の
自
發
的
■
起
の 

如
く
で
あ
る
が
、
.事
實
、
ジ
ャ
コ
バ
ン
黨
及

11
|
岳
黨
の
計
«
的
迤
動
で
あ
ち
勞
働
者
は
單
に
彼
等
の
走
狗
た
る
に 

過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
蹙
等
雨
度
の
暴
動
の
眞
正
の
目
的
はr

七
九
三
'年
の
憲
法
の
恢
復
並
k
實
行
で
：あ
っ
た
。 

•-

兩
度
の
速
動
挫
折
後
、
其
筑
な
る
指
導
者
達
は
或
は
殺
畨
せ
ら
れ
、
或
は
'逃
亡
し
た
が
、
.
.其
多
く
は
投
獄
せ
ら
れ
：
 

た
。
巴
里
殊
にp

less

-:
ioJatre-Nations

の
獄
舍
は
是
等
茁
命
家
を
以
て
充
滿
し
て
ゐ
た
：。
殊
^
後

弗

\:ブ
ゥ
フ
謀 

叛
の
領
袖
達
が
始
.め
て
相
會
し
た
の
も
實
^
斯
か
，る
場
所
で
あ
っ
た
。D

e
b
Q
n
/
(
L
a
u
r
j
e
n

 de D
o
i
m
e
o
B
e
r
t
r
a
n
d
,

 

r

 ontenelle, 

FiiHon, 

(
H
a
n
n
a
c
)

 

g
h日 0
ロ 

.
o
c
p
j
p
y
.

，Bodson,. Claude .Fiquet, .gassartvwouin, 

M.oroy, 

chin- 

traa, 

Goulaid, 

Revol, 

(
L
a

 

F
n
m
e
)
，
(Golsca

B*〕
、

c
s
v
a
cr
q
r
e

)

，3 

Julien 

de— 

Arrnes'. 

Delance, 

Tenaille,

浓11

十
四
卷
.

(

ニ l.l

W

'パ
*フ
ゥ
フ
の conspiration, pour r

o^alit.6... 

第
二 
號

一

一

七



.
S
l
t
s
i 
卷 

0

5

5
 

*

ハ
ブ
ゥ
フ
.の conspiration.poursgali

は
. 

3
}
' 

t 

* 

‘

.
ま

oix GCTma-p 

B
u
o
n
a
r
r
o
t
i

等
は
革
命
三
苹
花
月
以
來

、p
u
s

 

•の
牢
獄

^
繫
が
れ
て
ゐ
た
。
併
し
乍
ら
雄
獄 

は
却
て
，彼
等

?:
し
て
相
接
近
し
、
相
互

-̂
面
識
す
る
の

.
'機
會
を
與
へ
た

。
' へ
、
フ

ォ

ナ

ロ

ッ

チ

が

言

っ

て

ゐ

る

樣

^

‘
楚

等
 

の

华

獄

：
は

實
^
夬

な
'る
.革

命

的

醱

酵

の

坩

堝

で

あ

っ

汔

茗

で

；
あ

る

フ

，パ
 

斯
之
ノ
此
牟
獄

.生
活
は
後
年
の
所
謂
バ
ブ
ゥ
：プ

«
叛

^
尠

か

ら

ざ

；

<)
.
.
關

係̂
有
す
る

0
何
故
で
あ
る
か

0
從
來

、
：
. 

兔
版
屈
想
を
抱
貧
す
る
多
數
の
庫
命
家
け

«
々
た
る
革
命
の
喧
騷
：、
不
斷
の
奔
走
馳
擧

R
煩
は
^
れ
て
自
己
の
體
系 

を

#
到
す
急
が
無
か
っ
た
。
然
る

k
一
 
度
繫
獄
せ
ら
る

.、

.や
、
靜
寂

I

獄

中

生

活

は

.
、
'
彼

等

代

省

察

沈

思

の

機
 

會
を
與
へ
、
隔

離

哀

ざ

る

同

囚

相

互

の

思

想

唐

は

.自
己
の
思
想
を
斧
鉞
し
淸
算
し
以
て
夫
々
自
己
の
眞

S

求 

す

.る
齒
識

.を
，蠢

ず

る

恰

常

の

響

ど

な

っ

た

。
敍
に
從
來
、
革
命
家
、
自
由
の
友
、
愛
國
者
等
の
，名
の
下

k
漫
然 

•包
括
せ
ら
れ
た
過
激
患
想
家
の
分
野
が
漸
く
判
明
す

S 

到̂

.っ
'たgo

即
ち
眞
の

.平
等

.の
實
現
を
欲
求
す
る
、パ
ブ
ゥ

主
義
者
v

」

f

 

S

治

肇

等

Q 

s

£

$

s

 

■
民
主
的
S

謹

者

S

鐘

が
漸
く
明
f

 

I

一
至
っ
た.
此

事

實

ヵ

殊R

パ
フ
ク
フ
の
說
得
示
敎
猛
っ
事
大
な
る
は
勿
論
で
あ
る
。
要
す
る
^

何
れ
も
牢
款
生
®
 

め
賜
物
で
あ
る
タ
バV

ゥ
フ
謀
叛
の
萠
茅
は
旣
k
玆
R

肱
胎
し
た
：の
で
あ
っ
た
o
v'
.
>
: 

V
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あ
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1
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併
し
未
だ
全

>部
本
名
に

.改

：
9
て
は
ゐ
な
い
。

：

：
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r
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丨

n

f
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I
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參
照
。

四

革

命

第

三

年

の

憲

法
. 

.〜

1

七
九
三
年
の
變
法
に
代
っ
で
、
憲
法
制
定
赛
員
會
は
苹
命
三
年
收
獲
^
五

日

、
新

憲

法

孽

案
?:
國
民
公
會
に
提 

出
し
た
0
此
草
案
は
投
獄
せ
ら
れ
て
や
る
.■平
等
者
の
深
長
な
る
思
索
.の
對
象
で
あ
っ
た
0
彼
等
は
此
草

案

の

各

部

分
 

を
.腿
な
く
檢
觀
吟
哝
し
た
.結
.果
次
の
如
さ
結
論
^
達
し
介
0
謂
へ
ら
く
、
此
憲
法
草
案
の
各
章
妃
滲
徹
せ
る
精
神
は 

畢
竟
富
裕
6
貧
困
S
を
永
存
す
る
は
在
る
ど
。
$

は
獄
中
ょ
ム
委
員
會
k

對
し
度
々
此
草
案
^
對

す

る

杭
議
書
を

.送
附
し
た
 

e
;°
v
'

:

'h

::

委
員
會
の
提
出
し
た
此
憲
法
草
案
は
、
.二 
一H
の

個

所

を

花

除

證

：
し
；
て

1:〗： .

七
九
五
年
九
月
ニ
十.
一
一I

以
て
批

准
せ
ら
れ
、〈

爾
來
革
命
八
年
霧
月
十
八
日
^
到
る
迄
佛
蘭
西
國
民
ぬ
甚
礎
法
贫
な
0
た
。：'革
命
第
三
雄
.の
憲
法
ミ
し

て
知
^

み
 

の
即 

V 是

で

あ

る:0
:
：
.
'
'
:
.
;
:
:
八

 

：
,.
.

;

:
:
:
:
ノ
'
.
:

.
'應

雲

は

養

者

く

は

間

©
選
擧
法
を
規
定
す
，
る

。
即

ち

第

一

選

擧

人

は

第

1
1

選
擧
人
を
選
ぶ
。.
第
二
選
擧
人
は 

國
民
代
表
者
を
選
出
す
る
の
，で
あ
る
P

然
る
に
新
憲
法
は
第n

選
擧
人
の
；資
格
制
限
に
：
一

定

財

產

-(
£

納
稅
>」

を
置
い 

て
.國
a

の
發
言
栩
R

m
/w
Jr
A

-s
a
o

か
く
て
國
民
、5H
權
は
唯
、
名
の
^V」

な
っ
：て
•[
.ま
っ
た
。
.'.
.

:

新
憲
法
は
立
法
部
£

て
元
老
院
及
五
耳
人
*

の
一
一
：院
•制
度
を
置
く
,-
:元
老
院
は
約
1
ー
西
五
十
名
ょ6
成
6
每
择 

其

三

分一

を

改

選
>
6
:議

員

は

闽

十

歲

以_1
1
,た
：る
を
：要

す

。
，五

首

人

會

議

«

は
年
齡
ー1ー
十
歲
以
上
た
る
事
を
要
し
、

第
二
十
四

#
 

C
H

M
)

バ
グ
サ
フ
の

c
o
n
s
p
l
o
n

 

p
o
u
r

 

r
%
a
H
t
6
、 

，

一

虎

ニ

し



. 

第

-1
.十
.！！
#

.

oニ
.
.
！
.

一.S
O

 

.
ベ

ゥ

ブ

.‘
の

6
o
n?'
;
r
a
t
i
o
n

^'
o
u
r
.
:
r

cr
l
.
g
a
l
i
t

n;
'
. 

.
^
'

ニー

-M
.
. 

 ̂
ニ

.
/
-

v

•

.

每
牟
其
S
分
め
-
を
改
選
ず
。
’而
し
^
行
政
部
は
五
名
の
總
裁
ょ
6
成
る
總
裁
政
府
是
を
司
：る
。
：
' 

.

此
憲
法
、は

.

一:

七
九
？

1

一
年
の
摩
法
K
比
す
'れ
ば
其
立
法
：の
轎
^

S

ゆ
悉
く
無
殘
k
蹂

躏

せ

ら

れ

て

じ

ま

a
た

。
共
和
的巖

.：

法

讀

は

名

の

み

で

其

實

、
民

主

的

性

質

は

何

處

k

も
求
め 

る
#.
が

出

來

な

が

：つ
た
^

.:
;
'
.
シ
ユ
タ
ィ
シ
ば
.言

.つ
て
居
备
、'.
革

命

年

办

鹰

法

は

过

院

制

を

有

す

る

、
玉
政
無
き
一
七 

九

；
年
の
憲
法
で
あ
る W

S
。

誠 

R
 至

言

で

あ

る

。

) 

；
：
/.
:
.
r
r
'
v
:
'.
,得
 

'

_
民
公
會
は
新
憲
法
の
精
神
5:
-永
遠
^
確
保
す
る
第
一
着
步
ど
し
て
、
立
法
部0

兀
老
院
及
五
百
人
會)

の
三
分
の 

T

の
み
を
年
々
改
選
し
殘
餘
の
三
分
の
ニ
を
輒
民
公
會
の
議
員
を
以
セ
充
當
す
る
の
法
令
を
發
布
.し
た
。
此
方
策
は 

1

而
國
民
を
し
て
永
久
に
奴
隸
た
ら
し
め
る
ビ

共
に
他
而
國
民
公
會
議
員
^
阿
：諛
す
る' 
も
の
で
あ
つ
.た
o
交
此
方
.
I
 

ば
秘
か
^
此
r

t
法
に
依
て
王
政
の
復
古
を
期
し

て
ゐ
た
王
黨
の
腿
恚
を
買
ふ
事
頗
る
大
な
る
も
の
が
あ
つ
た
。
蓋 

じ
此
カ
策
の
た
め
王
政
復
古
の
可
能
性
は
悉
く
消
滅
す
る
か
ら
で
あ

る

。
'
彼

等

は

遂R武
力

を
以
て
一
棱
を
©
す
こ 

.決
じ

た

。.

V

.

へ
'
,-
. 

V

.-■
•
;
'
' 

V 

•

;

:
革
命
第
四
苹
檣
月
十
三
H
の
反
亂(

ブ
七
九
五
年.
十
月
四.
日〕

ば
斯
か
る
原
因
1..
り
起
づ
た
も
の
で
あ
る
。
此
日
、
 

民
主
主
義
者
及
平
等
者
は.
：

一 .

つ
は
齟
國
愛
^
他
は
手
近
の
闘
维
ょ
々
商
己
^
有
利
な.
る
狀
態
を«
き
出
さ
ん
ど
の
电 

胳
ょ
6
政
府
軍
^
如
擔
し
て
王
黨
の
一
揆
を
鎭
定
し
た
。
主
黨
の
暴
動
娼
獗
を
極
め
、
彼
等
の
援
助
無
く
ば
國
民
公 

會
議
員
の
大
帘
分
は
擊
滅
せ
ら
れ
た
で
あ
ら
ぅS

。

蓋
し
彼
等
の
功
攀
大
な.CN

ど
言
ふ
べ
さ
で
あ
る
。

^
民
公
會
は
豫
定
の
勿
く
^
院
の
三
分
0
ニ
を
其.
議

員

ょ

ぅ

選

び

，
、

B
arras,  

R
ew

b
ell,  

Larevei£r'e-

にpaux,

隱

は
 

日

自

ら I
 
し
て

M

f'
g

s

r

-
£

s;-
3

K

i

l

y

,

l

l

l

し
ま
.つ
'达
€
? 

' 
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1)
Buonarroti, 

ib., 

T. 

I. 

p. 

t;6 , 

6
0. Nouvelle 

?

wto
J.

.-
■
' 

. 

■ 

.

.■ 

, 

: 

. 

u 
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. 

.

.
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o
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p
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p
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O
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-
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0
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,
p
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P
/
W
6
0
. 
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s
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.Buonarroti,.

H
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4
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:

:

:

C
6
.
V
.
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B
1
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, a. 

a. 

o
.
v 
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3
9
.
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份

佛

蘭

四

大

雄

命

の

史{it
に

關

し

.て
は

、
-

Aulard, 

M
‘atlliez ..K

-3potkin, 

L
o
i
z
.
s
t
e
i

a., 

Sybel
,
:

其

作

元
 

:

八

氏

、

占

部

西

太

郎

氏

の

諸

著

を

參

考

し

た

が

ー

々

引

刖

個

所

を

記

さ

な

か

.つ
た

。

.:
五

。
ハ

ン

！
！

K

‘オ

A

倶

樂

部

:

■
'

V

檣
沔
十
三
ロ
の
武
* -
的
叛
亂
ょ
6
霧
月
四
日
の
特
赦
に
至
る
迄
の
間
に
、
，
當
時
倚
、繫
獄
せ
ら
れ
て
ゐ
た
愛
國
者
の 

ば
悉
く
、釋
放
3
れ
た
。
，併
し
此
釋
放
は
決
じ
て
國
民
的
利
益
？
勝
利
に
敗
る
も
の
で
.は
無
く
寧
ろ
反
動
政
府
の
卑
怯 

な
る
政
策
^
出
忆
も
の
で
あ
つ
た
。
在
監
中
徐
ろ
に
社
會
的
不
幸
の
深
奧
^

猓
究
1>
た
彼
等
の
出
獄
.は
糙
か
^

、
今
、
 

彼
等
を
放
免
し
た
反
：動
政
庥
の
脅
威
で
あ
つ
た
。
ヽ
 

:

、

■

.併
し
乍
ら
出
獄
し
：た
是
等
愛
_

者
め
群
に
も
#

然
ニ
個
の
潮
綿
の
存
す
る
«

が
«
^.
明
臼
ど
な
々
R

到
り
把
o

即 

ち
一
方
に
於
.て
は
熟
考
反
省
に
依
ら
ず
、.
寧
ろ
感
情
纪
支
配
せ
ら
れ
て
行
動
す
る
大
部
分
の
愛
國
者
即
ち
之
で
、
彼 

等
は
檣
为
叛
亂
め
勝
利
5:
誇
6
、|
:
8肖
§

及

0

P

3

が̂
總
載
政
麻
に
住
官
ぜ
し
事
を
以
\し
.革
命
.
&慶
鼓
す
べ
&
事 

件V」

看
做
し
V

且
つ
久
し
会
間
：の
i

0:
本

逝

を

ば

へ

：
秘

か
^

官
途
ど
政
府
0

跦
遇
.w

k
對

ず
.る
' I

脈
の
助
待
^

依 

で
自
G

S
め
る
の
で
あ
つ
私
。
彼
等
ば
又
新
憲
法
の
改
革
は
宜
し
く
將
來
^
俟
つ
可
&

で
ぁ
る
が
、
先
づ
巧
妙
化
管

锻
ニ
十
M'
卷

(

ニ
ニ
五〕

X

ブ
ゥ
フ
のo

o
n
g
p

M-
き
口 
p

§ 

s
g
p
l
s 

.

第

二

號

.ニ
ニ



贫
ニ
十
四
卷
2:
ニ
六)

.パ
ブ
ゥ
フ
の

conspiration  pour  
S
りa

庫 

,

第
一
一
^

一
ー
一
ニ

身
1

は
8

S

て
、I

備
馨
手
せ
ん
f

考
へ
た
の
で
あ
づ
|

攀

^

の
廳
的
粉
碎
I

淡
I

I

眺
め
、養

の

救

濟

S

分
自
身
の
5

 

i

M

i
 

4

へ
た
：。
正
義
の
原
f

屢

，
自
分
自
身
の
安
逸
I

廓
せ
し
め
ん
尊
t

 

i

f得
し
て

『

rl.
七
A
九
年
の.
愛
國
者』

S
言
ふ.
。
：：.
ン

：
、

 

. 

?

丨
潜
f

入

し

て.
民
主
的
敎
義
蓋
久
的
忘
却
を
以
て.
脅
し
て
t

墮

簾

德

雾

擊

む

て

：
深

く

傷

、レ

し

た

。

彼 

ロ
 
U

政
府
1

V;
®
甚

和

I

力
I

I

冷
却
！

依.
X
、
、
反

動

的

屢S

化
せ
ん
事
產
f

直
S

i

o

、
 ̂

 ̂

て4

ネ
を
恢
復
せ
し
ひ
る
，事
を
以
H
M
正.
の-
平
等
の.
友
の
義
務
で
お
る
I

推
し
た
。
 

f
 
f
 
. t

憲
_

義
を
讓
し
た
此
一
派
の
愛
國
者
秦
し
て？

平
等
者.
i

日
は
：れ

"

人

は

愛

國

當

含

下
g

i

f

、
|

主

義

者

の

泛

為

謂
I

八
I

s

響

^̂
^

|

霉

者

の

1
派

藥

實

の.
平
等
者
の
，！：f

が
I

す
1

S

ベ
た
。併
し
妓
S

意
す
ベ
I

、舊

次

fe
f 

く

措

屋

體.
£

て
I

雨
派
の.
分
野
は
尙
、：當
初
&

?

は
未
S

し
て
明
白
で
は
家 

るソ兩派の歸管定め其分野を截然明しめたものは鬪藥の董で

t

、行動の

f

であつため。

此

言

關

し9

 V
?

ノ 

N

f星
の
占

S

2

S

S僧
職
的
な
所
謂V

V

ジ

I

者
S
 

關
f

朋瞭

I

I

 
t

。即ち

i

l

 p
e

l
,

第三十五號の中で次

2
^

I 

譲

れ

J
lM'r^
p
s

l^
s
'st
•̂
巧

 
1 

た.
じ
■又：
今後名民主

.
的

，
平

民

脚

が

ら

ざ

る

：
事

は

無
：：

い
：'で
あ
ら
ぅ
。

だ
が
ら
そ
れ
ば
荃
ぐ
違
づ
が
も
の
^̂ 

: 

民
主
主
義
者
、
牟
民
階
級
を
分
別
レ
て.
ぱ
な
息
が
併
し
單_
#.
る
共
和
主
義
.に
就
い
て 
一一■

ば
、
即
ち
彼
等
は 

確
^
«:
血
統
の
生
で
は
無
い
。.
彼
等
は
退
化
種
族
で
本
る』

W
、IE
に
同
誌
同
號
，̂
於

て

-Jo
u

rn
a
l

I
 

hom
m

es  

lib

かes';':

の
主
#

oharles  
Du
s
i
k
寄
せ
た
一
ん
文
の
中
で
次
の
如
く
_

つ
で
ゐ
气

'『

象
兄
は
貴
兄
，の
周
園
に
、陳
腐
で
且
つ
極
め
て
漠
然
た
I

稱
の
典
和
主
義
者
許
々
を
糾
合
せ
ら
れ
て
ぬ
る
I
 

.
で
お
5-
0
关
故
*-
卞
は
唯
、漱
ん
箭
等
か
の
共
和
國
^
說
か
れ
で
ゐ
る
^
過
ぎ
なS

。

然
る
^
吾
々
は
疑
も
無
く
、い4

 

猜
極
的
意
雜
を
表.
麻
ず
る
所
の
稱
呼
た
る
民
主
主
義
者
、
平
民
階
級
の
全
部
を
糾
合
せ
ん
S
す
る
も
の
で
あ
る
。
蒂
，
 

等
の
敎
義
は
純
粹
民
主
主
義
で
あ
何
等
の
缺
點
も
、•
何
等
の
留
保
も
無
い
平.
等
で
あ
る』

^
so 
ノ 

•
出
獄
後
、
霞

者

特

§

等

者

皆

由
S

命
S

安
S

S

て
、
反
動
の
增
？

防

遏

せ

ん

會

<lc

し 

て.
協
議
せ
ん
事
5:-
求
め
た
：。
こ
れ
が
た
め
彼
等
ば
或
は
カ
フ
ナ
エ
に
ネ
或
は
庭
園
に
或
は
廣
場
に
屢-
會
合
し
た
。

乙
れ
平
等
者
の
集
會
の
嚆
矢
で.
あ
る
。.
併
し
乍
ら
政
，府
の
®
m

M

0

s

i

め
だ
の
で
、
■事
態

に

_
ず

る

一

般

討 

議
に
依
て
、：
共
同
の
目
的
を
促
進
す
べ
き
何
等
敏
速
且
決
定
的.
紘
果
を
齎
ら
す
* -
は
出
來
な
か
0.
た
0:

:
乙
れ
が
た
め
第
四
年
霧
乃
の
初
、\

ブ
ゥ
フ
、
ブ
ォ
ナ
P

ッ
チ
、(Lau

rjen
、de  D

o
im

ei)， €
Fo

n
ten

elle.

等
♦か
主
謀 

者
ざ
な
ヶ
、
個
々
散
在
せ
る
苺
命
家
を
糾
合
し
、
钳
互
共
同
提
携
し
て
共
同
目
的
に
邁
進
す
る
方
法
^
し
て
是
を
統 

率
す
べ
さ
中
央
指
導
部
?:
設
定
せ
ん
ど
試
み
た
。
ミ.
2
試
圖
の
た
め
行
は
れ
/2
集
會
で
は
、
多
數
の
提
案
が
提
出
3 

れ
た
''
0

或
者
は
總
て
の
眞
實
な
，る
愛
國
者
を
結
合
し
て
一
種
の
フ
リ
ん
メ
：
エ
ゾ
ゾ
的
秘
密
結
社
を
組
織
し
て
其
結
社 

首.

の
：指
撣
を
受
く
べ
&
で
あ
るV

提
議
し
、‘
又
或
者•
は.
各
貫
個
別
的
に
®
名
せ
る.
，證

書

^

依

て

姑

く

叛

亂

委

員

會

第'ニ
十
四.
卷

(

ニ
ニ
七〕 .
.
パ
ブ
ゥ.
フ
の
ジ
違
ぎ
ぎpour

sga
lis:. 

第
1
5
.

r
s.
.

I
|I.

I丨I
Ii
I
iI

1



‘

?-
:
r十 ir

卷

3'
i
l
& 
バ
ブ
*>
-
.
K<D
-
'o.
o
n
s
p
i
r
l
u 

P
I 

r 
歡

«:
i

r

一
 

I

蓋
織
ず
へ 

1
羞

豐

た

。
.身
く
：の
如
.

0
 

る
£

s

彦

賴

s

黯

t
 

.

f
 

s

1
議

黯

し
I

s

す
高
無
く
斯

c v 

S

I

 

^

を
見
..た
 

9
/
.
.
,'
,
.
: 

:
:.
'
- 
V
. 

■ 

' .::ム 

V
- 

'
- -
し.
::
'.
:
. 

:::::: 

::
. . , 
V 

■

へ

ソ
併
し
乍
ら
彼
等
ぼ
此
の
愛
國
者
を
結
合
し
且
.っ
暴
政
S

覆
I

的
I

重

重

の

計

雷

I

し

て

斷

念

よ
し

f

っ
た
？
そ
れ
は
總
'，て

の

養

な

る

共

和

主

義

者

k
取
っ
て
f

の
要
求
で
あ
っ
た
。
夫
故
彼
等
は
其
後
間
も
無

く
新
を
國
民
的
結
社
を
形
成
す
る
目
的
で
、
，其
第1'

囘
の
會
議
を

B
i
.
n
氏
宅
に
於
て
開
催
し
た
。
鼓
S

す
る

も
の
M
中 

DartFiGermain 

ズ
才
ナ
ロ 

證

ザ

(Lauijen de 

D
a
i
l

) Bert 
丨

rand, (
T
l
s
g
o
o

 

c
l
l
d)

，Chapelle, 

f
 s

s
l
n
〕
，
L
a
c
l
e
、
(
n
e

l)scolllle, Bouin, Bodson 

等 

で
あ
0
た
0'

• •

:■
•

. 

.

.
此
集
食
は
極
：̂

感
激
的
の
s

で
あ
2

。
：相
繼
r

s

l

含

、
殆

备

死

滅

s

し
て
ゐ
s

望
が
®

び
彼
等
の
胸
底
に
®
っ
て
來
た
。
彼
等
は
相
提
携
し
て
.平
等
の

勝
利
を
誓
っ
^

o
此
會
合
S

證
上
っ
た
も
の
よ
、

結
5

組
I

s

何
s

¥

あ
っ
た
。
.
f

 

S靈

蓋

？

ベ
I

、
若
く 

多
數
の
結
«:
|

.

を
組
織
す
ベ
I

、
.急

何

得

策

で

あ

る

か

S

ふ
問
題
で
あ
っ
气
此
問
題
の
2

長
時
間
.昼
 

篁

が

戦

は

I

た
が
、
議
論
f

紛
糾
しV

纒

ら

ず

ぃ

.
ぎ

t
IG
よ
6
衣
越
の
汐
議

-̂
行
ふ
べ
さ
會
«;
、/

」

し
で
擇
ば
れ
た

.の
は

5̂
;
1
1
,
7-
0
3
€<;
ネ
？

の
舊
僧
院
庭
內
の
h
i
で 

あ
ヴ
れ
。
斯
か
る
場
所
を
選
定
し
た
の
は
警
察
の
嚴
重

I

監
視
を
避
け
る

S

で
あ
っ

S

は
言

ふ
迄
も
無
い
。

ソ̂

—

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

^

..
'
[
>
、
.國
民
の
尊
敬
を
彼
.等
^
取
戾
す
V
V共
け
”
國
民
の
權
利
及
勢
カ
支
國
民
の
孝
に
恢
複
し
な
け
れ
ば
な
ら
なs

-0
ン 

|

 

併
し
乍
ら
先
づ
現
政
府
を
攻
擊
し
之
を
撤
廢
す
る
.
足̂
：る
實
カ
を
備
ふ
る
：ビ
至
る
迄
、
#
く

、
：：
現
憲
法
及
政
府
の
庇

' 

一 

護
の
下
^
雌
伏
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
斯
、
.る
：意

向

の

下

に

眾

I' 、

中
心
0
結
社
を
建
設
す
る
ミ
言
ふ
に
決 

定
し
た
。
.蓋
じ
、
.官
憲
の
眼
を
容
易
^
避
..け.
.る
ビ

言
ふ
*
か
ら
す
れ
ば
、.

「

.#
«
の
結
社
に
.分
れ
る
.
#
は
糙
に
有
利
で 

あ
る
が
？
其
反
而
妃
は
、
.多
數
の
：結
社
が
策
動
の
.本
源
的
計
畫
よ
0
遠
ざ
か
々
、
動
も
す
れ
ば
、：

奸
策
家
の
離
間
中 

傷
.に
陷
4
反
共
和
主
義
者
の
傀
儡
ビ
な
る
ビ

言
ふ
不
利
苺
が
#
ま
す
る
か
ら
で
あ
る
。
か
く
し
て
多
數
結
社
の
分
布 

配
置
を
可vj

す
る
提
議
は
抛
棄
せ
ら
れ
て
し
汶
っ

u
o
11
し
て
、
彼
等
は
此
新
結
社
の
畲
員
ビ
し

て
は
、
非
難
の
無 

い
人
物
.の
み
5:
糾
合
し
、
是
等
の
人
々
^
對
し
て
は
.此
結
社
建
設
者
の
採
っ
.衣
樣
な
周
'到
愼
重
の
態
度
を
'親
し
く
鼓 

舞
す
べ
き
で
あ
る
^
考
ベ
たS

。
.
'

:
:

,

::,
.

ー
斯
く
て
新
結
社
の
樹
立
を
見
た

:0
.乙
れ
こ
そ
實
に
：パ
”ン
.テ
オ
ン
俱
樂
部
で
あ
つ

_た
。

：
：

'

パ
ン
テ
オ
ゾ
俱
樂
部
の
會
合
所

^
當
て
ら
れ
た
の
はSt. 

Gin

ず
s

n僧
院
の
舊
食
堂

.で
あ
る
廣
間
で
あ
つ
た
。
こ 

れ
，は
當
僧
院

.の1

.部
?:
間
借

6
し
て
ゐ
.允
愛

國

者,
l
i
i
x

が
：快
く
彼
等

.の
使
用

^
提
供
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

併
し
、：
«:
廣
間
が
何
等
か
他
種
^
會

合
枝
充
て
ら
れ
：て
^
る
：場

合̂

は
、
會
合
は
同
.寺
院
の
廣
い
龜
下
室
：で
行
は
れ 

た
。
；
：荼

白◊
搖
€
燈
.光
、
人
語
.の
異
樣
な
反
響
、.立
て
名
者
、地
^
坐

せ

，
る

者

：
、
，
そ

：
の

同

：
志

の

1 8

:
鸯
じ
^

等
の
：も
の
：は
#

#
の
.重
夫

^
危
險
を
思
，は
し
め
、，：そ
れ
紀
要
す
る

‘勇
氣
ど
愼
重
ヒ
を
物
語
；る

^
の
：
で

あ

つ

：
た

。

此

結
 

社
が

v

¥
x-
オ
ー

X

迄
呼
ば
れ
る

‘の
.は
、
'此
龠
合

.所
が
パ

.シ

..

:

俱
樂
部
は
先
づ
其
組
織
問
題
^
着
羊
し
た
：。
へ
併
し
、
俱

樂

部

員

太

-#
#
が

餘
々
k
大
事
を
：取
れ
：る
：

'のV: 、

共

弱
腰
：の

第
ニ
十-四

卷
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I
L 九
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パ•
ブ
ヶ....
フ'か
o.6atration  pour.

s .galitk  

- 

• . ..
'ff
l...
跋.

.
u
、

た
典
此
錐
織
の
進
：埗
は
著
：

3

 
く
阻
：®
せ
：ら
れ
.た
：

》

#

等

ば®

:の
：で
：r
ff
法
の
會
合
權
に
對
す
る
障
窖
を
難
け
^
事
が
出
來
た
::
:0,

即

ち

規

約

：を

持

ち

>
會
長
>.
書
記
、
議
事
綠
、
 

新

會

員

採

用

形

：式
|

秒
る
事
俅
彼
攀
の
德
る.
所
化
依
れ
：ば
著
I

ジ
ャ
コ
パ
ゾ
俱
樂
部
1.

近
ず
る
事
己

I

、
 

政

府

追

害

の

：的

ど

欢

含

：
で

あ

る

-0
從.
て

爲

議S

果

結

局

、
，
名

簿

も

S
I

名
'0
紹
介
あ
れ
ば
好
が
€
言
ぶ
事
^

:1:

決

：じ

れ

‘。
：
會

長

t
P

書
節
も
存
在
せ
ざ
る
た
怂
、
實
際
R
於
い
て 'は

：： O
r
a
t
e
u
r

 

ざc
e

冷

卷

弓

が

夫

々

：是

等

の

.役
割
2:
勤
^

た
。.
^
俱
樂
部
の
維
持
^
必
須
の
.經
^

Z
ビ

ビ

し

^

へ

' 

.

.

.

. 

. 

-

.

•

- 

ン

• 

- 

.

.

.

.

.

.

.
- 

,

ノ
ン
-ブ
：オ
ン
俱
樂
剤
は
久
し
か
ら
ず
し
て
ニ
.予
名
双
上
0
會
«
5:
算

す
.'
6

^
到
0 

算
入
す
る
事
S

來
在
い
人
々
を
除
名
す
る
事
は
當
時
の
狀
勢
並
£

樂
部
の
寬
大
I

規
約
の
手
前
到
來
出
來
な 

い

相

談

で

あ

ネ

：
又
^
ぅ
す
石
事
は
得
策
で
も
無
か
0
た
。
從
^
て
、
»

樂
部
の
精
神
を
毁
损
し
、
危
險
な
る
紛
#
 

塞
起
す
る
惧
あ
.る
疑
は
.を

人

，
々

、
：
幾

多

の

過

誤

を

犯

せ

し

多

數

の

愛

國

者

、

殊

R
民
主
主
義
の
革
新
を
ば
自
己 

官
途
就
.任
に
求
め
る
.人
々
の
ス
會
を
阻
止
す
る
事
は
出
來
な
'か
つ
た
>
>
^
^

,
俱
樂
部
.め
內
部
は
斯
の
如
く
碧
混
淆
の
醫
で
あ
っ
た
。
平

馨

は

國

民

を

震

し

、
■

の
敎
義
1

4

 

.で

固

守

せ

ん

ヒ

す

る

^

反
し
，

所
謂『

一

.七
八
■九
年
の
愛
.國
者』
は
、
政
府
^
對
し
自
己
本
位
の
勢
为
を
扶
植
す
る

 ̂

汲
々
乎
じ
し
た
' 

又
俱
樂
窗
を
し
て
、
自
己
の
好
む
.市

民

湯

す

る

地

位

を

榦

旋

せ

し

め

た

。
.
.
こ

れ

論

し

平

等

者

は
自
由
の
敵
が
;®
民
.を
誤
ら
し
め
£

れ
る
輿
論
及
誤
謬
$

慘
I

姿
i

民
の
I

k

示
し
又
平
等
の
勝
利
を

以
て

»
民

め

：；：希

望

，

^

«
し

9
對

:!
:せ
U

^
示

:{
,

〉

且

，
り
，
多

數
.
^
;
人
.々

：
の

殆

允

：
；，ご

顔

_

の
|
氧

そ
^

^
丨
：
；
.
.
で.
德
ゅ

制

を

克

服

す

ベ

神

；聖

な

る

«

激

：を«
迤
す
べ
さ
方
策
を
講
じ
：た
。
實
に
此
兩
派
の
.勢

力

消

長

は

俱

樂

部

の

.前

途

代 

横
る
暗
徽
.で
あ
り
た
的
。て

-

'

.

,

.

•

.

俱
樂
部
は
先
づ
國
民.V

Jg

接
近
を
圖
つ
た
。.
此
目
的
，の
た
め
委
員
會
を
組
織
し
て
國
民
接
近
の
最
も
敏
速
且
つ
容 

為
な
る
方
策
を
講
ぜ
し
め
た
A
委
員
會
は
=La

 

Va>
'rit6 
s .
P
2P
0P
与

ow patriotes  de  

1789
:

な
る
小
册
子
を 

發
行
し
て
國
民
問
題
纪
對
す
る
輿
論
を
喚
起
し
た
。本
書.
で
は
直
接
爲
政
者
化
對
す
る.
論
難
攻
擊
は
差
控
へ
た
。
こ
れ 

は
政
府
の
報
復
を
招
く
事
を
#
策
で
な
いVJ

考
へ
た
か
ら
で
あ
る
。
俱
樂
部
の
方
策
は
偸
^
圖
^
當
つ
た
。
本
書
の 

第

一

の
影
響
^
し
て
>
'

俱
樂
部
は
新
し
い
希
望
>」

平
等
の
眞
理
^
歸
依
し
た
多
數
の
人
，々
を
得
る
こ
ど
が
出
來
た
。
 

.
由
來
俱
樂
部
設
立
の
自
的
は
、
先
づ
國
民
^
對
し
て
敏
速
な
る
救
助
を
與
へ
て
、
ミ
れ
^
依
て
國
民
の
信
賴
を
獲 

得
し
、
後
日
、
國
民
權
恢
復
の
た
め
國
民
の.
支
持
を
受
け
る
^
在
つ
た
。
斯

、
る.
意
味
か
ら
同
委
員
會
は
、.
久
し
く 

反
革
命
政
府
の
た
め
葬
6
去
ら
れ
：て
ぬ
た
二
個
の
法
律
實
施
の
請
願
書
を
提
出
し
た
/0
其
一
は
數
億
の
國
財
を
ば
® 

國
擁
護
者
^
分
配
す
る
こ
^
を
約
し
农
法
律
、.
其
ニ
は
革
命
第
-*
一
年
、
パ
乞
食
絕
滅
の
趣
旨
を
以
て
發
布
3
れ
た
法
律
_
 

是
で
あ
：る
例
。

.
俱
樂
部
の
急
速
な
る
成
長
^
伴
.ふ
て
、i

其
活
動
は
又
目
覺
しS.

も
の
.で
ぁ
り
た
o
革
命
第
三
年
の
'反
動
政
府
^
差 

向
け
ら
れ
た
情
熱
の
尖
端
，を
遮
る
も
：

Q

は
何
物
も
な
か
つ
た
。
各
派
の
新
聞
雜
誌
の
繙
讀
R

日
々
誘
發
さ
れ
る
發
SI
J 

な
る
論
#

、
愛
國
者
R
數
億
の
國
財
を
配
給
す
ベ
さ
を
約
せ
し
法
律
並
^

、
貧
困
者
に
名
譽
の
給
與
を
支
給
す
ベ
P 

を
規
定
せ
し
法
律
の
實
施
及
®

求
の
提
議
を
繞
る
激
越
な
る
論
戰
、是
等
.の
，も

の

が

、
沈

頹

せ

し

民

主

主

義

的

努

力

を 

覺
搖
し
，政
府
?:
し
.て
、國
民
的
原
則
の
最
も
献
身
的
且
つ
能
辯
な
る
擁
護
者
の
何
人
な
る
か
.?
:
知
ら
し
め
た
'0
自
己
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r

j

\

の
民
的
達
成
の
#
要
豫
備
策
で
し
て
，姑

ぐ

賢

明

繁

假

面

*
被
る
の
得
策
な
る
事
‘は
當
初
俱
樂
部
員
の
間
^
認
め
.ら

れ
た
‘事
で
あ
っ
：/2
が
、
：何
時
し
か.
大
膽
：な
る
演
：說
は
俱
樂
部
員
の
0
曆
^
上
>
、
' 

且
っ
屢
^
俱
樂
部
の
壇
上
化
勃
發

し

た

。

：：

或

は

熱

情

の

.結

果
S
し
て
：或
は
此
有
益
な
る
俱
樂
部
破
壊
の
.魂
*
ど
し_
て
；。'-
:
加
之
又
献
身
的
^
國
&
を
鼓
舞.

亦
る
^
際
し
て
：̂.
ノ
：
.
；彼

等

國

民0
權
利
ど
義
務
ど
£

日
及
し
、な
5
墓
日
ふ
譯
^
枯
行
か
:?
:

い
：
。
.：
議

論

^
は
相
當
の
#

地
を
與
べ.
ね
ば
«
ら
ず
、へ.
他
方
？
政
府
''
5:

し
尤
餘
々
^
早

ぐ

：警

戒

の
’ロ
實
を
與
へ
^
る«

に
周
：到
の
鶴
度
4:
採
；ら
ね
：

ば
な
，ら
ず
、.
避
が
た
め
俱
樂
部
の
講
演
者
達
は.
全
く
苦
境
k
陷
っ
た
の
で
あ
るg

。

'併
し
當
初
ょ
み
パ
ン
ク
オ
ン
俱
樂
部
を
民
主
主
義
蒋
興
の
根
據
地
ど
考
へ.
潜
/?
眞
の
本
等
#
は
、'.
常
^
國
民
の
勢
：

カ
を
恢
復
す
る
^
腐
心
し
た
が
又
同
時
^
輕
擧
を
戒
め
'て
、
輿
論
の
：

1:

般
的
淨
化
^
依
61:

氣
k
、
抑
滕
者
■を
紛
碎

ル
得
义
^
到

る

迄

、
，：姑

く
現
政
府
の
.權

ヵ

を

寬

恕

す

名

を

得

策

ミ

考

へ
^
0

0

て
：彼
等
は.
、
'
#
く
現
行
政
你
(C
向

て
.

直
接
指
彈
の
：年

-%
向
け
^
事
を
避
け
、：«
6
人
類
及
國
民
の.
權
^
^
言
及
の.
範
圍
5:
制
限
せ
ん
^
微
し
た.
。.
：パ.\ -VV

ォ
ゾ
俱
樂
部
は
是
等
の
眞
の
年
等
赉
の
諫
請
ド
依H

、
： .

俱
樂
部
內
部
に
於
い
；H

廊
總
裁
政
府.
の
間
員
を
峻
烈
K
齓
彈

し

、-
甚
し
さ
は
；公
然
謀
反
を
揚
言
す
る
人
々
の
輕
擧
妄
動
を

.斷
乎
ど
し
て
#
擊
し
た
0
.斯
か
る
现
由
か
ら
俱
樂
部
は

被

追

放

山

嶽

黨

員

の

.加

入

>

拒
絕
し.
た
：
。3此
派
^
屬
す
る
«

5
昆
獨
ク
入
會

:

パ
どK

オ
ン
俱
樂
部
の
仕
事
は
.次
の
如
く
分
れ
て
^
る

.0

e
'>
l

聞
雜
難
の
键 

：-

■

ン
：

■

;!
'-
1
: -
,:
/
會
肩
通
信
の
照
會
、_

•

三)
：

不
幸
$
愛
阈
者
に
對
す
る
義
‘招
、
 

'

ぐ，
'
:

(

1
道

貴
'1
戬
嚼
：の
セ
^
於

投

顧

：せ
.ら

れ
'̂
人
々

".後^
到
：-0
て

ノ

政

府

：の

.
立
法
、.
方
針
等
乜
關
す
る
：論
議
、.
政
府
に
提
出
す
べ
さ
提
案
、
建
良
等
^
關
す
.る
議
論
を 

行
つ
た
。.

是
等
の
論
議
.は眞
正
の.
平
等
渚〜

•
'俱
樂
部
を
政
權
獲
得
の
踏
臺
ビ
せ
る
似
而
非
平
等
者
ご
の
分
野
?:
漸
次 

判
然
た
ら
し
む
る
^
與
っ
て
カ
が
あ
っ
た
。
，

俱
樂
部
內
部
で
注
じ
龙
諸
雄
件
中
殊
夂
其
業
績
^

歸
す
べ
&
も

の

が

ニ

っ

あ

る

て
：

'

1
,り
は
8

家
の
守
議
者
^
數
«
の
.膝
财
?:
分
配
す
べ
さ
事
を
約
せ
し
法
®
即
行
の
提
案
を
決
議
せ
し
事
、
其

ニ
丈 

T
T
B
r-5
:
る
愛
_

卷
k
對
し
，て
反
^

命
者
の
所
有
物
を
配
愈
す
ベ
&
を
規
足
せ
る
法
律
即
行
の
猫
案
を
可
決
せ
し
事
で 

あ
っ
た
' 

艰
^

开
は
此
^

拖
案
を
ー
氣
呵
成
^

可

. *
し
た
が
政
府
使
者
の
威
嚇
^
會

0
た
た
於
其
發
送
は
遂
^
無
5
5 

延
幽
の
破
目
妃
陷
っ
.て

し

ま

：っ

た

§
。,
-

■
 

:

很
樂
部
は
又
ァ
ッ
シ.11

ャ
.
紙
幣
、
出
版
自
SJ
、
及
び
陪
審
裁
判
構
成
の
諸
問
題
^
監
視
を
怠
ら
な
か
っ
杧
。

ァ
シ 
一
一rv

換
昶«

レ
價
似
が
汉
^
す
る
た
め.
勞
«
は
、..
：僅
^
朝.
ょ
办
夕
方
迄
の
間
^
倍
加
す
る
生
活
費
ど
平 

衡

を

.«
っ
事
が
出
來
な
い
：。
勞
働
R
衣
食
せ
る.
總
て
の
人
々
紅
、
生
活
す
ベ
美
無
く
家
財
襤
衣
を
寶
盡
し
、
貧
困 

v
c
t

m
R
®
悴
し
て
し
ま
っ
た
；。

ハ
ン.
テ
オ
ゾ
俱
樂
：部
は
政.
麻
^
建
白
し
て
此
慘
狀
^
對
す
る
立
法
部
の
注
意
を
喚 

起

す

る

所

あ

.
つ

た

'.
0

へ"

立
法
部
の
議
員
は
民
主
主
義
者.
の
，跋
扈
を
抑
へ
る
た
め
出
版
自
由
を
制
限
し
た
が
、
俱
樂
部
は
又
建
白
書
を
是
：

TT  

し
て
、
其
迷
妄
を
排
擊
す
石
^
*
め
た
タ
：
 

'

.̂

法
剩
(̂
侬
6
;:
£
規
定
稅
欲.
5:
納
入
せ
ざ
る
者
は
陪
審
員
名
筂
^
記
入
'せ
ら
る
、
權
利
を
剝
奪
^
れ
て
し
^
っ
た
：。
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第

ニ

寸

四

卷

o
s
lii〕 

K
K

'l>
N

coconspiration 

pour iwgalit6. 

依，
ニ
：® 

p-.
o

乙
れ
が
た
め
«

®

^

a

a

^
'J
k
め
保
障
を
喪
つ
て
じ
ま
^

た
^
即
ぢ
貧
困
者
に
ば
裁
判
正
の

.峻

嚴

を

加

へ&
れ
、

#
 

郴

者
K
は
®
太
で
あ
る
：ど.

s

ふ
不
都
合
が
生
じ
だ
。
俱
樂
部
は
逸
早
く
蹶
起
し
て
、
.國

民
(£
冷
淡
な
る
立
法
部
に
對 

.しV
、
：

此
極
惡
非
道

「

の
權
利
侵
辔
を
暴
露
し
：た

g

o

-

:
''
'

!

.ベ

.
ニ
：
：

;:
;

:

..
，
パ
ン
士
ォ
ゾ
俱
樂
部
の
活
動
は
是

R'
Jl
:
ま
ら
な
が

：
.つ
た
。
俱
樂
部
は
利
用
す
べ
く
殘
3
れ
た
總
ゆ
る
手
段
を
利
用 

せ
んV

し

た

ク
.巖
重
な
る
政
府
傲
視
裡
-R
平
等
宣
傳
の
窮
餘
.の
方
法
^
し
て
俱
樂
部
が
着

目

し

た

も

の

は

宗
敎
の
被 

覆
^
隱
れ
る
事
で
あ
つ
た
。
蓋
し
會
議
の
公
開
は
絕
對
R
必
須
の
も
の
で
あ
々
、
然
る
^
、
他
方
警
戒
の
目

は

峻
嚴 

を
極
め
會
合
^
對
す
る
馨
察
の
命
令
^
違

反

す

る

事

は

出

來

な

か

つ

た

か

ら

で

あ

る

。

ノ
彼
等
謂
ら
く
平
等
の
政
治
的
原
■

自
然
法
の
必
然
的
結
果.
で
あ
る
。
從
て
此
原
理
を
攝
现
ど
し
て
、
即
ち
自
然 

宗
敎
の
對
象
^
し
て
考
へ
る
事
は
合
理.
的
で
あ
6
、
且
つ
容
易
で
あ
る
o
上
帝
を
平
等
の
剣
造
主
立
法
者
守
護
ど
 ̂

做
す
所
の
信
仰
を
確
立
す
れ
ば
：是
^
依
て
、
敗
督
敎
を
ば
唯
、
其
道
德
性
の.
故
^
尊
重
し
、
無
神
論
を
嫌
惡
し
，
迷 

信
を
排
擊
す
る
人
々
の
心
を
捉
'へ
得
る
^
い.
ふ
異
常
の
刹
益
が
存
す
る
。
此
方
法
ミ
そ
は
多
數
の
國
民
集
會
に
向
て 

發
言
す
る
唯一 :

の
合
法
的
手
段
で
あ
る
どO  

.  

V.

そ
ミ
で
彼
等
は
自
ら
自
然
神
敎
者
の
名
目
で
公
開
の
寺
院
^
現
れ
て
其
唯
一
の
宗
敎
た
る
自
然
の
遨
德
を
說
敎
す 

ベ
く
決
議
し
た
。
併
し
大
J

此
宗
敎
S

ら
す
k

s
行
S

徒
ヵ
敎
會
の
宗
禮
i

し

て

、自
の
宗
禮
そ
ふ

る
£

宜
5
|
裳

。
f
 
S

S

府
I

加
徒
力
的_

货

4

¥

日
祭
を
以
i

含

し

5

た
時
で

あ
つ
た
の
で
、
彼
等
は
.直
^
十
日
祭
の
禮
拜
を
擧
行
す
る
^
決
し
、
ミ
の
：目
的
の
た
め
.、
現
政
府
に
廣
.大
な
る
.寺
院 

-
±
1
1|
^
し
杧
'-
,

0

、■-

-玫
府±

1

逸
遠
义
，彼
‘擎
の
；眞
氪
を
：.看
陂
し

.て
：

r.

.目
f 
_
豪

中

で

も

6. 
i:

の
：'ロ
實

t 
S
げ
'て
、

'彼
會
，の
要
求
を
拒
絕
し
れ
.夺
上
：.で
俱
樂
部
tt
自

ら

宗

敎

的

；被

擐

を

看

ズ

、

總

：て

：の
：宗

派

に

齊

し

セ

法

律

が

仔

與

し 

た

者

の

公

開

性

：

4

院

ど

を

利

用

せ

：ん

ミ

決

心

し

;2
。
，
此
：麗

：
|

し

俱

樂

部

內

部

に

相

當

：の

波

：瀾

は

あ

づ

宂

が 

結
周
、
S

部
は
、
自

然

法

の

說

敎

公

然

、
.神

：の

禮.

f
行
ふ
た
め
十
日
祭
を
利
用
す
S

一
 

決
し
、
禮 

拜
場
を
借
用
し
、
新
宗
敎
の
規
則
ど
敎
钟
問
題
作
成
の
/2
め
委
員
會
を
任
命
し
た
|
。_

、 

.

V

?
ォ
ン
俱
樂
部
の
活
動
は
平
等
の
敵
味
方
.の
注
目
を
喚
起
し
た
々
俱
樂
.部
の
見
解
は
霸
的
新
聞
k
依
て
再 

.び
夜
凝
；

f

肺
：

S

せ

ち

れ

：
、

或

は

：
又
，
反

遞

的

著

書

^
依
.て
歪
.曲
ぜ
も
れ
、
或
は
惡
罵
嘲
笑
を
溶
び
た
o
併
し
俱
樂
邡
の
勞 

.ネ
は
;̂
し
て
*
駄

：
で

は

無

か

；
つ

/2
?
.打

續

く

笨

命

的

騷

撥

.の

た

め

無

攔

心
k
陷

つ

てゐ
た
國
，民
も
漸
く
蹶
起
し
て
、
 

各
^
方
^
多
數
ー
の.結
1|
5:
組

灘

し

て

秘

か
^
主

.
都

巴

里

の

結

社

^
連
絡
5:
取
つ
/2
0<
2

_  

ノ.
フ
ク..
フ
：は

其

主

宰

す

名

刺

誌
.：

ちTrib
un  d

up
eup

le  "

:^
於
^
て
、
：
.
：大

膽̂

も

共

和
_

支

邴

者

、p

(:
育

£

級
S

蕾

醜

行

逃

抉

S

す
る
：：美

£

1
.
.

七
九
：三
年
褰
^
 

闽
人

的
則
產
を
以
て
總
f

社
#

の
災
禍
の
根
本
源
泉
2

孝

說

1
9

被
0
筆
端
は
遂
政
府
の
逆
鱗
S

れ
、
政

:

府
I

I

命
四
.囊

月

十

晋

彼

違

補

I

じ
I

I

.

友
^

.れ

セ

：、
；
縣

盤

難

を
.免

か

れ

る

事

が

出

來
_

 

J

ベ'
.

.

年
風
月
初
、
パ
ブ
，ゥ
フ
追
害
.
P景
 

輩

雪

其

：夫
S

書
を
頒
布
せ
し 

ビ

言
^

*
で
速
部
せ
ら
れ
：た
。
併
し
、
政
府
の
.底
意
は
：唯

、
、

\

. 

V

ゥ
フ
が
傭
伏
.しV:.

ゐ
な
：い
か
怎
ラ
か
を
確
め
る
k

在

つ

隹

：
孓
の
_
蹇

|

_

ベ

：
：
V
.

」

第 U,

十
：卞

卷

S
H
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V- 
w- 
7 
 ̂
003̂
*np
0̂a ,
ôn« 
 ̂

.

.第■ニ^

一
_£
.

」
:ヾ

-

>7-
:オ
：メ
痛
德
部

鱗
定
^
際

し

多

數

薆

馨

：の
_

助
を
擰
荇
茗
い
，
ふ
：理

.-

に
.依
：孓

;,
:'

た
。
然
彡

k

m靡
部
の

®
足

：
の

成

長

ゃ

其
_
.々
し

：
い
；
活

動

％

目

擊

し

、

漸

次

其

、
正

體

を

突

^̂ 

政

麻
 

は

遂

权̂

|
:̂̂
不

安

ゼ

を

感#
る

^
到

：0
:
れ
:0

.
,而

另
^

ふ

る

れ

到̂
や
：、
；
：政

府

め

不

、安

、

-:
/,
動

摇

：は»
じ

て

、-'.
瞋._

ど.
な

办

恐

怖

：

W

な

つ
^
。
：
爾

來

政

府

は

密

偾

を

派

：
し

て

、 

俱

藥

部
_

演

者

の

見#
及.
動

靜
.5
:
两

顧す
：：

る
k
腐

心
^
た

^

、
讓

な

か

：
.
つ
：
..た
。
：：を

れ
':
^
ネ

拘

ら

ず«
纖

减

府

：
‘は
同

俱

樂̂
 ̂

'

■
革

:#
四

库

属

月

：
の
.潮
：
頃

ま

イ.:̂

覺

醒

.し
*

、

二

般

.̂
平_

の

勝

利.て
^
#
固

た>
0
目

標
K
向
：
て
.
.f

路.
邁

進

す

，る

事

せ

な
<>
;
た
o
z
r l
が

た
6
、^

;

こ 

熱

情.
の»

揚

を

止

必̂
、
寧
'̂
目

的

：
を
，
蹉

跌

，せ

.
し
^

淸

黨

の

結

染

、 

供

樂

部̂

潜

ス

せ

：し

政

ま

.
の

密

侦

：は

_
孰

れ

も

痛

愿
_

笑
^
浒

び
$

•.

囘
復
し
た
«
に
姐
は
れ
た
が
、
.；
：事

實

旣

ド

，
俱
樂
锕
の

_

11
:
は

眼

前
^
:迫
：̂

^

^
っ…

政
府
が
求
め
て
ゐ
た
：0
實
は
遂
ド
0

-&
苳

^
依
：て
興
，
へ
ら
れ
た
。
，
ダ
グ
テ
は
：パ

v

テ
オ
ゾ
俱
樂
部
の
：意
向
を
探 

る
自
的
を
以
•て
、
バ
>
 

づ
フ
：％
各
«
裁
、國
段
.公
畲
議
員
、第
.三
_年
の
«

法
並
^

事
制
的
法
律
を
縦
橫
^
論
雛
し
た
皮 

の
機
關
誌
'

 

T
r
i
b
g

 

d
u

 

P
e
u
p
i
e

の
一
.節
を
同
俱
樂
部
^
於
て
如
«

し
た
.0

果
然
此
'ダ
ル
.テ
；の

朗

讀
は
非
常
な
る
*®

.
 

采
を
以
へ
て
歡
迎
せ
ら
れ
た
。
併
し
乍
.ら
此
事
.あ
.
.
，つ
^

矣

：を

他
..

I
て
即
勃
ハ
.
ゾ

 
'ブ
才
ゾ
供
樂.
赏.
:0
:
;
_.
鐵
^
み
嚴
命
し
た.
0
而
し
て
‘ナ_
。ホ
レ
オ
シ
‘自
ら
此
命
令
；
.
の.
實
ハ^
べ
當
つ.
.
.t 
o

常
ft
ナ
：ギ
レ
オ
シ
.：は
；國

阡

笨

» :
の

糠

指

撖

宫

で

あ0长
.。
.
.
ミ

れ

ょ

ろ

ft
彼
は >  

多

數

密

使

の

拨
»■
を
#

セ

パ

ゾ/•
オ 

•V

供

樂

轺

の®
^
0 ;
;
見

解

を

看

破

し

て

：
ゐ

た

.
の
：
で
：
、

政

府
^
對
し
て
其
危
險
を
告
知
し
、
.既
^
俱
樂
部
閉
鎖
^
S
し 

て
政
府
の
諒
解
を
得V

ゐ
る
の
で
あ
つ
た
.。
俱
樂
部
解
散
令
の
張
本
人
は
實
k:
ナ
ポ
：

V

オX
其
人
で
あ
っ
た
の
で
あ

(

1〕 .
フ
ラ
ン
ス
大
本
命
常
時.
典
和
政
沽
の
斷
乎
た
る
信
窣
渚
を
總
稱
し
て
愛
國
洛W

呼
ば
れ.
た
の
で
あ
る
。
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*
{へ
へ

ア

マ7
.
ル

秘

密

委

員

會

パ
ン
テ
オ
ン
俱
樂
部
ビ
同
時
代

k
同
じ
く
、
日
々
寒
制
化
し
反
動
.化
し
行
く
總
裁
政
府
顚
覆
の
陰
謀
を
廻
ら
し
後 

日
:、

ノブ
ゥ
フ
及
平
鄭
者
の
陰
謀
に
甚
深
な
る
思
想
的
示
唆
を
與
へ
たI

個
の
秘
密
結
社
が
存
在
し
て
ゐ
た

。

o
f 

街
ア
マ
ア
グAIrar

(1)

氏
宅
^
本
據
ど
す
る
：秘
密
委
員
會
即
ち
是
で
あ
る

0
創
設
當
初
の
.會
員

^
し
て
は
>
ョ
ぢ
を 

初
め
ど
し
、
後
日
パ
フ
ウ

フ

陰
謀
の
中
心
人
物
で

d
a
r
t
h
a)
', Bconarrotiv

. Massart' G
e
r
m
a
i
n

あ

6
其
後
、
會
員 

S
な 0

 
た
も
の
は 

Debon, GenoisJ 

Fnl
'lix 

Lepeletfer, 

cl
o'mence, MarcBaud 
で
あ
つ
た
。

，ア
マ
ア
ル
戍
宅
R»

八
ロ
し
た
秘
密̂
員
會
の
會
員
は
孰
れ
も
革
命
第
一
一
一
年
憲
法

k
依
て
■
成
せ
ら
れ
た
る
現
政
府 

を
以
て
、
.其
起
源
に
.於
て
不
法
で
あ
々
、
其
■
雜
^
於
セ
®
迫
的
：で
：あ
：，

A
、.：
其
意
：圖k
於

て
«
制

的

で

あ

る

VJ

認
む

る

點

^
於

-1
:
离

ロ

同

音

で

あ

る

)

。

，
從

：
て

彼

等

は

又

典

和

敗

洽

ぞ

自

由

の

_

壞

■
の

僉

-移
で
 

>の
る

事

を

何

れ

も

一

齊

.-
に

_
.
認

{/
.る
も

の

.で

..
ぁ

-っ
.
.
'
た

'°
'
:
.

.
•f
し
乍
ら
，，
政
'府
顚
複.
の
分
策
を.
講
ず
る
k
先
/2
&.
,
-.
:̂
各
自
が
先
づ
此
擧
1/
)
1£
當
な
る 

て. 

代
る
7
§
政
治
制
度
-̂

關
し
て
、
：完
全
且
明
晰
な
る
觀
念
^
布
0.
な.
け
れ
ば
な
ら
苁
い
.0.
各
出
は
孰
れ
も
人
頻
：の
幸 

福
を
眞
K
希
ふ
名
の
で
あ
^
o
從
て
、
國
民
を
輕
々
に
混
*
^
陷
入
れ
る
^
い
ふ
事
は
、
ー
徙
^
現

行

專

_

に

代

ふ

ゑ 

^
新
し
さ
：事
制
フ
新
な
る
特
權
、..
新
な
る
野
望
を
以
て..置
さ
代
ふ
る
結
果
ど
な
ヶ
，
決
し
て
眞
に
國
民
の.
利
益V

J

な 

る
も
の
で
な
：

S

ミ
言
ふ
の
が
彼
等
の
、先.
づ
唱
4
る
所
で
あ
つ
た
。.

此
意
味
砍
於
て
、
秘
密
委
齋
會
は
何
.ょ
々
も
先\

\
1、

種
の『

政
治
學
校』

.

Iyc6e 

politique 

S
稱
す
べ
さ
も
の
で
ぁ 

つ
た
。
即
ち
彼
，等

は

此

學

園

^
於
て
，
國
民
を
日
.夜
：苦
め
<

ゐ
备
不
幸
の
原
因
を
洞
察
せ
.し
結
果
、」

國
民
5:
此
不
幸 

ょ
り
救
出
し
、'
不
幸
の
禅
來
.を
沮
止
す
：べ
；&

_
想
的
社
會
組
織
、の
.原

則
5:
打
.建
：る
事
：が’出
來
だ
3
 

.謂
へ
ら
く
、
國
民
の
.大
衆
が
其
自
由
.、其
生
存
、其
幸
福
に
缺
く

べ

か
ら
ざ
る
政
權
行
他
に
必
耍
な
る
學
識V

」

獨
立 

を
獲
得
せ
し
事
は
未
だ
貨
て
：無
が

'つ
：た

。':古
.代
の
；最

も

寶̂
 

yゥ
人

、
V
パ 

ラ

グ
ィ
人
等
を
除
け
ば
，
；文
明
社

會

は

来

怒

管

，て

:-
>
缺

等

が
«
ゆ
れ
^

財
貨
'の
«
念
_の
，た 

木
幸
ど
な 

つ
た
入
々
：を
其

內

部
.ょ
6

■掃
す
る
，事
は
：出
.來

な

か

つ

.
た

。

4
日

_

る
«
、
大
衆
.

g

國
段
は
暴
君
若
く
は
特
權
階
級 

の
.鞭
の
卞
^
俯

伏
し

孓

ゐ

：る
。
，
而

し

て

-
度
：眼
を
：佛
國̂

成
傘
の
!1
1
體
£

_
縳
.せ
.ら

れ

セ
.ゐ
：る
：
の?:
:

看
る
の
。
:

ハ
,

;
シ
：

. 

, 

而

ら

ば

斯

か

る..不
幸
の
原
因
は
果
し
^
那
邊
^:
存
在
す)

る
が
。
謂
-へ
ら
I

、
も
の
旅
因
は
所
有
並
に
生
活
條
件
の 

不
平
等
即
ち
、
.紙
*

、
‘
佩

：人

的

財

，產

制

度
^

*

<も

：の'で
：あ

る.:°:

而

し

で■

制

度
^

依
て
、：

最
も
緩
骨
な
る
人
々
及 

び
最
も
_

.
な
5
人
々
於
絕
へ
ず
.、
。
大

棄

を

摊

取

し

：、
：
彼

等

を

：長

時

間

.の
#

之
k

反

し

て

、

太

第

.ニ
：
十
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：
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.
V 
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» 

箱
ニ
1
- 

I 

三
山
、

衆
は
喰
冱
^
食
無
<

、'~ s
k
s
<
>
,

棒
ひ
ほ
家
無
ス(

享
樂
を
.奪
は

れ
、
..貧
困 
<
無
智
ご
、
嫉
妬
ど
、
絕

絮S 

の
^
め
^
身
心
‘共.
紀
衰
耗.
し
>:
翁

代

は

社

會

を

ニ

圖

に

：敵

S
看
做
し
、果
ば
» :
國
を
：有
0'
可

能

性

迄

も

失

つ

：
卞

ゐ

る

5
。 

.
姆

ヵ
'る
彼

等

の̂
酿

を

：：更

；
ド

深

：め

.
、.
彼
等
の
熟
考
を
助
^
 

此
苹
命 

:

の
腐
到
*
名
觀
察
が
ら
、V
#
等
は
f

隸
屬
化
の.
根
本
原
因
は
全
く
、:

不
平
等
k
存
す
る
事
、
而
し
て
Z

の
不
平
等 

へ：の.
存
在
す
：る
限.
ぺ
.
政
權
を
行.
使
す
名
事
は
魂
代
の
；虛
傷
め
本 

幸
な
^
階
紙
^
収
つ.
て.
、|
空
虛
：な
も
：の
^
ず
ぎ
な.
い.
ど
：言
^

斯

か

る
.：不

平

等

を

破.壊
：す
る
事
は
：有
德
な
る
.產

者

；の
柱
務
で
あ
る
o
. 

tれ
委
員
會
.の
：考

究

の

：結

果

ビ

.し

て

生

じ 

.た
*
本

原

到

：で

あ

：る

。
：
而

ら

ば

如

何

.化

し

：て

此

原

理

を

：實

瑰

す

べ

，含

か

。

其

方

.法
は
如
何
。
此
塵
に
對
す
る
解
答 

は
.初
め
區
々
ミ
し
て
容
與
^
決
定
：し
な
.か
0
た

ご

.
丨 

.

'

.

.ァ
，
マ
ァ
ル
は
嘗
て
I

公
會
が
、
商
品
，

革
命
的
貢
納
富
者
.の
徵
發
ド
依
て
祖
國
の
緊
急
な
る
欲
望
^
備
へ
た 

耍

,1
7
,?:
事
缺
.：け
る
人
，々

は
振
尚
け
る
方
法
を
以
.て
可
な
？

考
.
-へ
た
。

：

こ
而
る
にD

ebon,  D
arth6,,‘Fel:x  Lep

eletier

及
び
ブ
ォ
ナ
ロ
ッ
チ
は
こ
れ
k
反
對
し
た
。
彼
等
は
謂
ふ
、
是
等 

のv
i

沒
者
は
不
等
S

章

」

緩
，̂
す

る

た

め

土

地

分

割

暴

侈

豐

法

へ

■

、
同

時

墓

働
VV
財
貨
の 

分
f

貪

愁

ど

競

當

营

た

/
だ
か
ら
彼
等
は
狂
暴
な
ゐ
流

^
»
し

て

弱
い

f
 
1

0
た
ic
す
ぎg

、
S

0
 

は
常
美
慾
ど
麟
慢
ど
の
s

k

崩
壊
5
れ
て.
し
？

た
ノ
成
程
、，商
品
稅
‘ 
'徵
發
ご
f

的
租
f

常
時
の
繁
兔 

M

s

i

:t
、

又
賓

%

の
_裏
：計
を

.頓
挫

せ

X

む

る

k
有

'
aてあ

..CV 
.た

伸

し

乍

も

r
是

等

は
社

♦

の

存

在

t
脅

す

こ

.ミ
：無

く

し

て

は

到

底

習

慣

的

ft
會
秩
序
の
，一 :..

部
：

V
J

化
す
る
事
は
出
來
な
.い
。
.蓋

し

、
？

必
：要

.品

を

取

上

げ

る

危

險

無

し 

F
，
趣
等
を
夫
々
割
當
る
事
が
不
可
能
で
あ
る
以
外
^

、
又
有
產
者
の
拿
樂
を
奪
ひ
去
る
事
に
依
て
、
生
產
の
源
泉 

を
牯
渴
せ
し
む
：る
ど
言
ふ
償
ふ
可
か
ら
ざ
る
不
利
益
を
伴
ふ
：か
ら
で
あ
る
o :

是
等
は
貨
幣
の
暗
默
の
蓄
積
や
、
商
業 

の
不
可
避
的
の
結
果

^
對
し
て
決
し
て
滿
足
す
べ
き
對
策
で
は
な
い
。
，
 

.

か
の
张
產
を
ば
勞
働
に
依
存
せ
し
ひ
る
自
然
法
^
據
れ
：ば
、
此
勞
，働
な
る
も
の
は
各
市
民
k
,取
つ
て
は
社
食
契
約 

の
根
本
條
件
で
あ
る
。
r[
1
來
各
人
が
®:
龠
K
這
入
6
込
ひ
場
合
に
は
、
孰
れ
も
同
等
の
胳
物
を
携
へ
て
來
た
の
で
あ 

/,
”か
ら
、
，從
て
、
負
儋
、
生
產
物
及
利
益
は
又
平
等
K
均
分
し
な
：け
れ
ば
：な
ら
な

.
s
.;°
凡
夺
社
會
の
目
的
は
事
實
、
 

G
然
的
不
平
.等
の
：作

用

を

妨

ぐ

る
k
ft
る
。
享
樂
の
不
平
等
が
事
實
.上
_、
，眞
^
有
用
な
る
馨
術
の
進
步
^
促
進
せ
し 

急
 

< す
れ
ば
.、
te
i
k新
な
る
進
步
が
蔣
人
の
幸
福
^
何
物
を
も
附
加
し
得
ざ
る
以
至
つ
た
今
日
此
不
平
等
は
宜
し 

く
消
滅
し
*

け
れ
.ば
な
ら
.な
.

S
。

.取
純
な
るS

：

•性
R
依
ク
社
會
の
建
設
：者
^
暗

示

せ

ら

れ

た

，平
等
は
‘、
今
後
吾
等
が 

'知
識
の
咐
大
ど
不
平
等
0
結
果
た
る
苦
惱
ド
對
す
る
吾
等
が
.旧
‘
.；々

，
の
：
認

識

ゼ

k
依
て
、
益
ぅ
吾
等
^
取
つ
て
緊
切

 ̂

要
求
せ
ら
.る
，、
.
.で
あArArvs。
.

；
'.
‘

以
上
の
如
く
論
及
せ
し
彼
等
は
結
局
、
勞
働
ど
享
樂
ど
の
平
等
な
る
分g

を

以

て

社

會

^

態

の

眞

正

の

目

的

並

に 

完
成
な
ク
ビ
考
へ
、永
遠
^
«
迫
を
除
去
す
る
^
適

し

さ.唯.1,:

の
)If
f：
會
組
織W

看

做.
し
た
の
で
あ.
る
-:
0
俾
0
&-
0:
1
は
こ 

'れ
が

た

め

：
一

.
書
を
著
し
、其
中
で
財
產
權
：の
不
平
等
^
解
明
し
、#
必
然
0:
結
來
/2
る

.ヘ
ァ
マ
.ァ
>-
は
此
.體
系
を
聽
取
す
る
や
、
忽
ち

©
爾

.̂
打

：
た

れ

：
た

如

ぐ

：
、

'肖
說
を
：放
擲
む
で
、
斯
說
の
熱
心
な
.る
文 

持
者
ヒ

*«
令
邇

.來
>
:其
擁
護

'ビ
普
芨
劣

^
^
^

. 

/
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ー..一:.十.
四
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C  
一
.
：一.lH
l
‘6

<
ブ..
ウ
フ
へo
-s
sp
ua
' .
pc>u.r
».T162 a

lit

.ft'

n '.
'
J
i
:
一.
三.

*

會
®

想
ば
本
#

i

由
の
“共
產
祉
會
で
あ
る
^

は
明
白
で
あ
る
が
：此

丰

等

ど

宙

由

の
法

則
i
財 

產
|«
係
.̂
於
«
る
稂
本
的«-
^

^
く
1>
孓
は
：到
底
：、：

#

用
：瓦
永.續

鐘

用

を

見

：出
オ
_
.は

出

來

攻1/
'
:':
:°;而
.る
6

此
»
 

鹿
.關
係
：產

定

ず&
法
#
に
.代

：つ

案

：
■

ぢ
k

-a
o
-

て

す

岑

事

は

雜

め

て

闽

雛

な

簽

の

へ

み

ぜ

^
ず
ぐ
寧

^
不
可
能
事

^
屬

^

^
兩
者

^
間

姑̂
く
過
渡
的
法
律

..
の
#

®

靜

择

寶

會

は，

一.七
九
'議

憲

法
5:
以
て
理
想
社
會
^

到
慕
備
的
手
段
ど
：看
做
し
た
。
併
し
乍
ら
彼
等
は
此
賓 

管

妄

信

*

2
兑
^

^
ば
«

,
0'
.だ

->
被
；等
.は
糙
^
此
憲
崔
の
，缺
_

,?
:
認
め
七
^̂

搏

砵

肇

權

裏

^

す

务

藤

'ゥS
‘寬

表

黑

じ

V

磐

.事

當

併

し

斯

-の
.細
袅
不
滿
泠
存
龙
名
^

拘
6

ず
、
.

此
種
：の
も
6.
ど
し
：て
樣
ゐ

'の
*
法
：程
完
奈
に

_
い
；1
外
ぼ

;■

纂

剖

熟

霞

错

媽、v
'
:
轰

■

件
.霍

贏

^
靈

者

墓
 

へ.
‘
'
.
ぃ
....

A 

一)

.
■v
w
a
R依

て
：承
認
ぜ
&
れ

,'
'

_
民
ぱ
其
權
カ
£
肖
的
行
«
紀
：保
奪

1:
る
.法
律
で
'.あ
务

'遽 

す
る
：手
^
た
.
6
寧
術
政
治
た
奪
は
れ
.た
る
現
行
權
カ
を
«
べ
ず
に
.
^
な̂
.
集̂
合
_
た

る

：
；

七

九

ー

ー

ー

年

憲

法

の

复

^
'
、 

0

.

G眞

の
.本

等
?:
以

.て

、
、
社#
的

不

幸

办

：
源

眾

^
永

遠

ぼ«
變

攻

唯

：
：
ブ
^

て
以
て
漸
炎
此
眞̂
平
等
：の
採
用
を-
雙̂

各

事
3
^
^
^
^

旣

R
南

命

の

直

次

の

目

的

が

$

寒

ー

牟

憲

鹐

に

依

て

；
構

成

ぜ

、

.6

.れ
^
親

行

總

裁

政

離

り 

此

類

欖

せ

ら

る

：■ベ

も

の

の

ft
物
如
何
；が
，赏

然

P3
題

；ど

な

ら

.ざ

玫

:

可

能

在
.る
：#

は
#
潘

委

員

：會

め

：明

か

代

的

パ
t

灿

で

あ

る

辦

故

較

議

を

問

顧

ば

海

渡

的

政

你

肜

態

：如

时

V

I

4

:.

初
め
此
■

に
關
し
委
員
#は

.，

何
等
意
見
の」

：致
を
見
な
か
：つ
た
？
或
者
は
.國
民
公
會
の
殘
.黨
を
召
集
す
べ
し
ビ
言 

ひ
、
、或
者
は
巴
胆
化
於
る
謀
叛
民
紀
依
て
即
坐
>

選
球
る
べ
き
_
體
^
對

し

赐

共

甜

政

府

を

委

矚

す

べ

し

£'
ー
日
ひ
、

又
或
は
.

I

定
期
問
、
獨
裁
者
又
.は
統
治
者V

呼
ぶ
唯
；一
者
に
共
和
國
確
立
の
最
高
權
及
任
務
を
委
囑
す
べ
し
ど
唱
ふ
，
 

る
も
の
が
あ
つ
た
き
ァ
マ
ナ
汝
は
第
.
1說
を
、D

e
b
o
i
i

は
鍇
三
說
を
主
張
し
た
が
結
局
多
數
の
意
>1
|
は
第
ニ
属
を
支 

持
し
た 

s
o 

.
•
;

. 

.

.

.

パ
ン
ク
t

俱
樂
部
並
^
バ
ブ
ゥ
フ
の
著
作
は
秘
密
黍
員
會
^
取
て
、
其
企
圖
せ
る
速
動
の
槓
杆vj

な
つ
た
。
委 

員
會
は
屢
丨
\
ン
テ
ォV

俱
樂
部
の
講
演
者
^
對
じ
、
輕
擧
妄
動
し
て
徒
に
糈
カ
を
费
消
せ
ざ
ら
ん
事
を
警
告
し
、

又
:,

ノ
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叱
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懸
け
ら
れ
て
：ゐ
炫
此
の
秘
密
委
員
會
は
：遂
(̂
:解
散
；の
悲
.運
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又
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双
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；
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參
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又

：革

命

の

敵

を

.
虐

遇

せ

し<<
;
5
ぶ

理

由

で、' 彼
を
蛇
®
視
し
又
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；狂
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.
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述
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し
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携
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等
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參
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.
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^
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付
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激
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与
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こ
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が
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叛
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叛
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.：；一
七
九
.三
-年
.憲
法
の
確
立
で
あ
.る
。
蓋
し 

卒
等
者
の
觀
る
所
k
依
れ
ば
典
產
主
義
は
今
日
か
ら
明
朝
へ一

擧

.̂
實
現
せ
名
る
べ
さ
も
の
で
は
無
ぐ
、
先
：づ
其
れ 

k
到
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。
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.る
目
的
を
達
成
す
る
好
個
，の
¥
 

段
で
あ
る
。
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：裁

政

府
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嚮

«

思

想
'即
.ち
パ
，
ブ

：：

タ
：
フ
！
主
：義
':の

眞

髓

を

：

傅

，
ふ
る
ネ
の
；は

『

苹
^

者
2£
言』

へ
： 

d
e
s
'
E
g
a
u
x

.涼

.及

び
.
\ダ

ゥ

フ

敎

義

解

商
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等

考
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草

者

を

屢

ユ

、

|
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:
^
ク
安
^
 ̂

,
.

そ
れ
：
は

削̂
誤
謬
で
：あ
づ
て
、
眞
の
起
^

者
は
シ
ルV

ン
•
マ
レ
シ
ャ
ァ'

V

;.
平
等
者
宣
言
；は
マ
レ
,シ
：
ャ
>ァ
ル
が
_

民
^
對
ず
る
布
告
芩
し
.て
.起

韋

：
し

、
：：秘

密

^

し
て
發
衷
せ
：ん
？
欲
し
'た

が

、.if
密

公

安
s

m
政

府

，の

承

輯
^

な
ら
ず
、
遂
に
未
公
表
R
終
：つ
た
も
の
で
あ 

る
0

脊
し
、
^

等
者
葛
1̂

斯
.く
.
§
如
义
斥
け
：ら
れ
^

の
；は
.忍 

o 

否
、
；#
等
.者
の
：根
本
思.想
5:
简
潔
な
る
章
句
の
中
^
巧
^
撮
要
し
た
る
技
巧
及
び
人
心
を
煽
揚
し
ぅ
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效
果
は
#
ろ 

『

ふ：

フ
ゥ
フ
敎
義
#
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-̂
勝
る
も
：の
.が
あ
る
.
'で
あ
^

ぅ
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然
ら
ば
»

f
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平
等
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宣
言
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.万
辩
が
咨
^
的
^
餘
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^

^

»
激
^
失
じ
た
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秘
密
公
安
總
裁
政

*
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平
等
者
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し
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i
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.
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ぞ

い
.
感

が

あ.
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忆.
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想

，
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雄
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^

^
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^
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^
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所
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奇
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な
る
衝
動
を
以
て
讀
放
れ
、
國
民
の 

茸
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叛
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安
總
載
政
麻
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鎩
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^

^
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弋
到
達
せ
&

¥
、
：
聲

っ

己

れ

が
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總
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菩

れ
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ゆ
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法
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總

裁

瘀

府

版

ゅ

從

來

ょ
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愼

重
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め
»
叛
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1
撳

錄
(>
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-炫

繁
：
、

»

く

^
財
產
權
を
規
定
ぜ
ふ
猶
條

fc
缺
黏
の
存
ず
获
事

^
戰
办

■.
:
:
}

叉
全
體

^
:
て̂
：も
此

齋

海

が

:"
國
民

5:
ば
立
法
祁 

，
の

越

權

ビ

其

陷
6
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誤
謬
か
ら
充
分
に
是
を
庇
護
す
る
事
が
出
來
な
い

'己
く
を

■
め
た
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，併
し
乍
ら
、
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等
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缺 

陷
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振
す
る
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掏
ら
ず

'
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此
：憲

誉

同
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：國
結
®
さ
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u
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翁
等
實
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段
る
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做
し
た
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此
憲
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2
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ん
ぼ
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.
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麻

が

靈
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論

議

義
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題

は

過

渡

期

^
於
け
^
政
治
形
態
如
何
S
言
ふ
事
で
あ
つ
た
。
革
命 

成
功
後
、5
直

ち

：ド

求

び
态
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產
|1
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龠
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#

生

ず
-
3
:
&は
：彼
等
率
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者
の
毫
灰
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ざ
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あ
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彼
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行
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政
靡
顚
覆
‘
ク

共

產

社

會

化

到

る

霜

^
相
當
の
時
間
的
間
隔
办
存
ぜ
ざ
み
可
か
&
ざ
る
^
ビ
、：
而
し
一
て
是
亿
適
應
す 

る
過
渡
的
政
治
形
態
の
^
須

な

る

事

を

確
！！

す
る
も
の
い
で
.あ
s 

o 

•
: 

.

«:
•
而
ら
ば
此
過
渡
的
政
治
形
態
は
如
何
な
る
も
の
で
知
る
可
さ
か
。
此
點

k
關
す
る
各
領
籼
の
見
解
は
區
々
た
る
も 

收
で

^
ヴ
た
。
併
じ
彼
等
办
所
說
ヒ
大
別
ず
れ

®

0

S國
民
公
會
の
念
進
银
分

> 
山
嶽

.霧
を
再
禮
集
ず
べ
しvj

す 

る
.も
0.
、(

ニ)

獨
裁
政
治

^
確

立

せ

主

張

す

る

裏
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新
議
會
ヒ
在
鋳
也
ょ

^
す
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も
か
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三
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R
分
れ
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0
'
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.
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'
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. - 
- 

.

.
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.

':

審
議
の
結
果
、
結
局
第
.一
齡
を
可
ざ
し
、
!/
現
行
敗
府
«:
壤
後
巴
里
市
埒
を
召
集
し
：て
國
民
議
會
を
邀
擧
し
、
是

 ̂

最
嚴
權
を
赋
與
す
べ
さ
事
、而
^
て
.各
縣
.一
名
宛
办
.民
至
主
義
者
^
以
て
組
織
す
る
事
、當
分
秘
密
總
裁
政
府
が
選
出 

せ
ら
る
可
さ
民
主
主
義
者
k
愼
重
に
略
账
し
、へ.革
命
遂
汗
後
尙
、；

：

姑
く
自
己
の
職
能
を
中
止
せ
ず
、
此
新
議
會
の
態 

度
盖
視
す
.ベ
し
ど
言
ふ
^

1

致
し
盔
。尙
此
週
渡
的
政
治
形
態s

問
風
に
關
し
て
ば
別
線『

思
想
篇
R

於
て
改
め 

て
詳
述
す
を
積
で
...
あ
る
ー
か
ら
愛
で
ば
取
に
摘
要
の
み
に
止
め
て
置
く
。

.

,
“：以
上
、：
罟
人
は
秘
密
公
安
總
裁
政
庥
の
鍁
理
論
的
活
動
基
蕾
述
べ
た
。
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：£

密
公
萸
總
裁
_
府
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謀
叛
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對
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具
體
的
活
動
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窺
ふ
事
^
し
ゃ
ぅ
。
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;
:
'
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,
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.
謀

叛

計
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す
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密

公
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總

栽

政

府
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一
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配
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散

在

せ

る

革

命

分
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を

结

集

じ

、
，
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其

勢
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7;
を
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レ
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し

イ

內
_

ア

輕

擧

の::
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念

無

ぐ

ぽ:«
等
^
對

し

て
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に

關
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央
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唆

、
：；
告

示

、

鑑
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な
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命
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代

表
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を

、
巴

：翁

办

ボ
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_
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卷

；
參
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ゼ

、
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代
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密

總

裁
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府

憂
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代
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を
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衝

衝
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當
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む
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ぁ
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ぶ
^
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總
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叛
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梅
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熱
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得
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地
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代
表
貫
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M
o
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l
は
*
齡
載
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件
记
依
で
、‘̂
里
地
方
^
名
聲
^
#
3
た
官
選
辯
護
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ぁ

蛉

又A
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tonelle  
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. PLd
rate

u
r-

^
&
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ツ
^
暫
^
關
係
し
た
事
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i
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叛
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區

代
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z
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を
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鑛
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表
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o
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e
p
h
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o
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o
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一
七
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五
：年

の

生
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順
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書
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刻
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節
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熱
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ゴ
ム
い
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響
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行

^
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。
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J
地
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は
貧
民
學
校

k
敎
育
を
受
け

^
赛
衡
的
勞

_
者
,
、
ぃ

主

：
む

じ
1:
潘
外
ナ

-
.'
:
:
^
^
^ ̂

. 

譽
等(

の
_
命
代
表
貴

^
或
は
俱
聽
部
を
建
設
し
、
鲁
籍
钇
頒
布
じ

'

_俗
»
激
を
行

^
>
1他
方
、)

秘
密
總
翁
政
府

•
_對
_

^〉

_
酃

の

進

步

、
\
貴
族
收
_
識
^
踌
_

_義
者

：感«
、>
飾

ガ
;>
:

革

命

代

表

員

は

現

行
 

攻

费

ぢ

顚

麽

.
fる
：代
-要
す
'■る
.：
.
$里
取
民
：-の
.槓
扦
、で
.><D
.る

^
考
.へr

ら

hw,た
.

i
： 

o

I

I1

I1II

遥

等
:0
*
命

：代

表

員.
秘̂

密

總

裁

政

府̂
の
*
絡

;?
:
司

:̂
連

絡
^
頃
：̂
:任
喻
3
れ
た
も
の
は
、
其
熱
誠
、
活
動
、
 

手
腕
，
思
慮

^
於
て
共
に
接
群
の
稱
あ
る
：Di

d
i
e
r

で
.あ
.つ
たS

?

,

• 

 ̂

■ 
^
-
0
-
5 
.
.
:
.
'
、
'

■■
V
-
: 

- 

■

.

.

.

 

V-..,..•
ノ

 

： 

■
■

,
.輩
命
代
表
員
制
^
共
^
秘
密
總
裁
政
府
の
樞
要
な
る
謀
：叛
促
進
機
關
は
軍
事
代
表
員
制
で
あ
っ
た
。

.
,

謀
叛
遂
行
の
途
上
k
橫
.は
る
各
種
の
障
害
の
中
、秘
濟
總
栽
政
府
が
最
ネ
恐
れ
^

も
；の
：は

軍

隊

の

抵

抗

で

あ

っ

た

。 

,>
是
R
對
し
直
接
正
而
の
衝
笑
を
試
る
事
就
無
謀
な
る
蠄
螂
の
業
で
あ
6
、
從
て
：敗
北
を
見
る
事
は
必
定
で
あ
る
。
 

玆
^
秘
密
總
裁
政
：府
が
案
出
し
た
方
法
は
積
極
的
對
抗
策
で
は
攻
く
、'
|
观
の
«
柔
籠
絡
策
.で
あ
る
。:.
即
玉
兵
士
の 

心
^

民
主
主
義
^

對

す

る

愛
を
覺
醒
し
,

乙

れ

志
彼
等
が
何
の
.た
.め
ま
を
流
し
た
.が
'を
想
起
せ
し
め
、
又

上
官

に

對 

す
る
絕
對
的
服
從
の
精
神
を
不
知
不
識
、
彼
等
に
失
は
し
め
、
页
に
現
行
政
府
^
對
す
る
愔
惡
心
を
彼
等
の
心
に
喚 

起
す
:-
5
'ど
い
ふ
方
法
で
あ
つ
た
。
.

.

.ベ
' 

:

「

;

'

.. '
，
ド

一
 
'斯
冬
目
的
を
達
す
.る
た
あ
诞
密
總
裁
政
府
が
設
置
レ
た
冬
の
が
渾
事
货
表
員
制
で
あ
る
ゾ
軍
事
代
表
員
は
上
記
の 

使

命

を

帶

び

て

、
：
夫
々
：
、

巴

里

：及

其

近

郊

^
駐
營
す
る
軍
隊
^
派
邋
3
れ
た
。
,'
:
,其
部
署
は
：承
の
如
く
定
め
，ら
れ
た
。

( 一
)
:
.

フ

"
オ
ン
；
—

廢

兵

團

ス

 

'

,

.
■:.

-

 ̂

V:.〈

 
.. 

：. 

■

.

.
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三)
M
a
s
s
e
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ラ
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第

二

號

一

五

0

而

し

て

グ

ル

ネ

^
駐

屯

策

^
派

遺

せ

ら

れ

た

；：：之
：
の

ジ

ョ

\

ジ
テ

•
ダ

ソ

ィ

ゼ

ル

己

仑

は

、
後

日

謀

叛

の

秘

密

を

政

府

k

-«
々
、
積
日
の
努
力
を
.一

擧
水
泡
R
歸
せ
し
め
た
問
題
の
人
物
で
あ
る
。
彼
に
就
い
て
は
尙
後
段
詳
述
す
る
積
々

で
あ
る
。
- 

...........  

、■:* 
' :

.
• 

: . : 

.
 

; '
,
,■ 

. 

:'.
■'
 
ン

■

以
上
述
べ
た
革
命
代
表
員
並
^
軍
事
代
表
員
の
外
仳
更
に
秘
密
總
裁
政
府
は
、
彼
等
代
表
員
の
操
行
を
吟
味
し
、
 

其
行
動
^
矯
IE
し
、
且
彼
等
：の
活
動
を
鼓
舞
す
る
目
的
を
以
て
監
視
委
員
を
設
It
し
た
。
而
し
て
此
m
要
な
る
.地
位 

に
任
俞
^

れ
た
も
の
は
、
.ダ
ル
：テ
及
び
ゼ
ル
ー
マ
ゾ
で
あ
つ
た
ノ
秘
密
總
裁
政
府
は
彼
等
監
視
委
員
を
通
じ
て
、
國
民 

の
會
合
攸
起
つ
.た
：種
々
§
事
件
を
詳
細
^
聞
知
し
、
又
最
も
困
雛
な
る
用
務
を
彼
等
^
囑
し
た
が
彼
等
は
孰
れ
も
誠 

*
ビ
勇
氣
ど
を
以
て
是
を
果
し
た
§
。
彼
等
は
謀
叛
の
最
も
樞
要
な
る
人
物
で
あ
つ
た
。

•
V 

:
■
-(

四 0
:

. 

.

.

.

.謀
叛
を
企
る
た
め
^
は
先
づ
智
カ
ヾ」

權
カ
の
結
合
が
必
要
で
あ
る
事
は
疯
k
秘
密
總
裁
政
府
の
了
知
せ
石
所
で
あ 

■o
た
が
、
.又
同
時
；̂
秘
密
總
裁
政
府
は
そ
の
完
璧
^
期
す
る
た
：§
k
は
哄
以
上
.更
k
國
民
の
愛
ど
援
助
が
不
可
缺
で 

あ
る
ビ
い
ふ
事
も
亦
決
し
て
看
過
し
な
か
.

0

た
。」

若
し
國
民
の
支
待
を
得
な
.け
れ
ば
、
：其
努
力
は
到
底
有
終
の
美
を 

收
め
る
事
は
出
來
な
い
P.
斯
か
.る
意
味
か
ら
、
秘
.密
' &
裁

政

府

は

謀

叛

，の

具

體

.的
組
織
を
；進

め

る

一.

方
に
於
て
又
國 

民

：
の
：
啓

蒙

及

び

雅

得

^
勸
か
ら
ざ
る
努
カ
を
拂
つ
た
。:.
.
:
:
:
'
て
^

..
然
ら
ば
當
時
國
民
の
狀
態
は
怎
う
で
あ
つ
た
か
。
謀
叛
者
の
要
求
を
容
れ
る
に
適
しS

狀
態
で
あ
.つ
た
で
あ
ら
う

管

^
.满
民

は

、
'近

づ

く

卒
等
ゼ
浪
由
：艽

絕
太
め
希

;1
^
_繫
.：ぃ
免
^
.
%命
め

>渦
中
た
嬉
々
ビ
し
て

^

に
：革
%
0
i_

>-
>
'*
'k
其
歸
趨.
が«
く

 .
判
然
'ビ
-̂
AVや
當
初
の
期
待..は
-1
慘
说
襄
切
ふ
れ
、
熱
月
*
日
後
に
一
は
'甚
大

.
 

在

，る
：
犧

牲

を

負

：ひ

、

.

斯
く
て
彼
等
^
約

束

せ

：ら

れ

..た.
幸
福.
'も
實
現
3
れ.
ず
自
ら
單
な
る
園
^
過
ぎ
な
か
つ
た
事
を
自 

1
E
だ
。
革
命
^
絕
望
し
、
其
慘
禍
k
困
備
し
杧
國
民
l i
今
や
革
命
友
輿
擁
饑
者
を
嫌
惡
し
始
め
た
。
然
る
に
斯
か 

る
國
民
の
傾
向
は
動
く.
も

す

れ

，
ば

ー

方
^
於

ャ

主

黨̂
對
し
典
和
主
義
を
不
評
贫
ら
し
む
る
好
機
を
與
へ
、.
他
.方
貴 

族
主
義
者
^
對

し

：
て
は
：改

革

^
對
す
る.
恐
怖
心
ど
政
治
的
無
關
心
ビ.
を

普

及

，せ

し

む

る

好

餌

5:
與

、
へ
る
。..
.：

.
然
る
^
他
方
R
於
て
追
放
は
果
敢
：な
る
共
和
主
義
者
の
隊
伍
を
箸
し

.ぐ
稀
薄
な
ら
し
め
た
o
尙
、
殘
存
せ
る
人
 々

も
或
は
權
カ
の.
た
め
^
追

窮

せ

ら

れ

ぃ
.
或.
は
識
誕
の
た
め

'̂
離
散
し
て
、
：.今
や
昔
：日
の
如
く
、
國
民
? :
指
®
し
、
敎 

;

化

し

、
：
鼓

舞

す
る
の

實

力

を

喪

失
'し
.て
し

ま

つた
0
斯
く
て
國

民.
の
.支
柱

どな
々
且

つ

其

：信

賴

を

繫

ぐ

べ

さ
人
々
は 

.
殆

ん

ざ

消

失

じ

，て

、

國

民

は

其

歸

向

^
迷
：ふ

事

ど

な
0
て
じ
ま
つ
た
。

：

人
:
:
:
.

.
^
か
る
事
態

^
直
面
し
て
、
秘
密

«
裁
政
油
は
自
ら
其
責
住
の
童
：大
在
る
を
痛
感
し

.た
0
そ

Z
で
先
づ
歸
趨

R
迷 

:
:へ

: 5

領
民
'2
:

敎
化
し
、
弱
素
を
激
勵
し
、
國
民
を
し
て
苦
惱
の
奠
因
を
知
心
し
あ
、
彼
等
^
を
の
ょ
る
可

べ

&

中

心 

«
を
與
ふ

.る
事
が
焦
眉

.の
便
命

.で
ぁ
.づ
.た
。
：
：
，：

：

'
'
.
:

、
こ
の使
命
を
果
す
た
め
、
秘
密
總

裁
政
府
は
前
述
の
諸
代
表
員
制
の
組
織
を
完
了
す
る
や
否
や
直
ち
^
此
方
面
の 

仕
事
^
着
手
，し
た
。
そ
の
第
.

一

着

步

：<£
'
し

て

書

籍

の

出

版

普

及

に

努

め

た

。
而

し

，て
是
等
文
書
め
陡
命
：は
國
民
、王
權 

が
.現
行
政
..府
^
榄

奪
^
れ
て
ゐ
る
事
、

一
七
.九
三
弗
憲
法
が
唯
ー
合
法
的
：の
も
の
で
ぁ
る
事
、
輿
人
の
幸
覦
は
眞
正 

平
等
か
ら
の
み
生
れ
る
.事
、
國
民
が
革
命
の
罪
^
歸
し
て
ゐ
る
災
禍
•は
.、
，
其

實

、

〈

革
命
其
，者

め

答

で

は

無

く

寧

ろ

^
 

命
が
其
目
的
^
達
成
せ
ざ
み
し
に
甚
ぐ
.も
0
.で
ぁ
る
事
、—

一
是
等
の
事
實
?:
國
民
R
納

得

せ

し

め

て

、
關
.民

の

謬

第
二
十
四
卷(

ニ
五
五)

バ
ブ
ゥ
フ

の

o
o
n
s
p
i
r
a
t
i
o
n

 

p
o
u
r

s
g
a
l
i
f?. 

第
二
號 

I

五1



雜

ニ

.十

四

卷

 

0

.£
六〉

パ
.ブ
ゥ
フ
の.conspi:rJtio

:t?.poursgalit6
、 

第
二
^

ー
1
ニ

.
見
^
鱗
め
，：誤
解
を
說
<
^
是
%
蓝
道
^
導
&
?
其
歸
趨
? :
知
ら
じ
む
る
^
あ
^
た
。
：.
'
;

，
先
づ
パ
ブ
タ
フ(

は『

誰
民
官』

に
於
：て
謀
叛
の
精
神
を
說
さ
、5
ぼ
ず
：

b
u

p
la

y

も
亦
同
一
の
皿_

を
ド
ぼ
I

目，，

0

で
：懲

働

階

級0
間

に

宣

傳

し

た

。
/
，Journal 

des. 

H

J

f

〖

cr
r
e
s，
誌

を

主

宰

す

る

共

和

主

義

者

達

は

政

府

沒

■
及
平
等.
の
體
系
^
就
て
論
讓
し
ノ
基
等
^
對
ず
る
非
雛
論
を
反
駁
し
て
、
均
し
く
國
民
'の
啓
蒙
に
貢
献
す
る
沂
決 

し
て
：尠
で
は
な
か
っ
た
。

.

:

豫
冗
^
民
^
對
し
て
平
等
思
想
の
稂
本
觀
念
を
把
握
せ
し
む
る
事
が
秘
密
總
裁
政
府
の
念
慮
の
一
っ
で
あ
っ
た
が
、
 

此
目
的
は
囊
R
述
ベ
た『

バ
ブ
ゥ
フ
.：敎
義
解
說』

R
依
て
達
せ
ら
れ
た
b

本
奮
芽
月
ニ
十
日
^
殆
ん
ざ
大
部
分
の
國 

民
^
頒
布
せ
ら
れ
た
。
政
府
は
本
書
の
普
及
そ
喜
ぼ
ず
、：其
頒
布
を
妨
害
せ
んV」

し
た
が
、
こ
の
事
は
却
て
本
.書

 ̂

對
す
る
世
人
の
印
象
を
深
か
ら
し
め
.た
。
即
ち
一
部
貴
族
は
是
を
以
て
狂
暴
大
膽
の
適
例
^
し
て
、
自
派
の
雜
誌
k 

揭
載
し
、，
又
愛
國
主
義
者
は
是
を
會
話
や
希
望
の
題
目v

j

な
じ
た
。
本
書
が
|
般
國
民
の
嚮
導
^
與
て
最
も
カ
あ
っ 

，
事

は

言

^
を
俟
た
な
い
芽
月
一
一
十
三

.日
R
は

又
l
o
p
i
n
i
o
n

 

sur 

n
o
s

 

d
e
u
x

 

constitutions

ご一

一
十
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^
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十
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^
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r
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、
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等ii

續
ビ
しy

發
行
甘
ら
れ
た
0
,

赛
識
裁
政
府
がg

民
啓
m
の
.た
&
如
何
k
腐
心
し
た
か
は
E_

の
妻

k
徵
す 

れ
ば
極
め
.て
朋
6

で
あ
る
0

-|
1
{
:赞
カ
は
如
何
な
る
效
果
^
侬
て
報
ひ
ら
れ」
た
か
'0
.

I

!
 

常
時
國
宭
の
大
部
分
は
迫
害
に
苦
し
：み
ク.
勞
働
®
級
は
堦
大
し
行
：ズ
窮
乏
奴
苦
ん
だ
。
恰
も
ァ
，
シ
t

紙

餘
.

の
慎
値
は
慘
落
し
て
生
活
品
の
拂
底
を
惹
起
し
、：
勞
働
階
級
は
其
の
所
有
す
る
家
具
什
器
を
賣
郏
し
て
、
辛
ぅ
じ 

て
糊
口
を
凌
ぐ
^

い
^
慘
狀
で
あ
っ
农
。
.：

：
.
:
人
リ

.

是
等
の
慘
狀
は
、
其
原
因
ミ
其
根
本
的
匡
救
策
ど
を
示
敎
し
た
秘
密
：總
裁
政
府
'の
前
記
著
作
の
熱
心
な
る
宣
傳
、
 

普
及V

相
俟
っ
て
、.
沈
頹
せ
る
輿
論
を
激
發
し
、
到
る
所
に
不
平
不
滿
の
聲
囂
々
ミ
し
て
喧
燥
を
極
め
、
早
く
^1  

大
波
測.
の
避
く
べ
か
ら
ざ
る
徵
を
示
し
た
の
み
な
ら
ず
、
旣
狀
革
命
四
年
芽
月
の
中
旬
に
は
巴
里
の
諸
街
、
廣
揚
、： 

橋
畔
k
«
擾
を
惹
起
す
る
^
言
ふ
有
樣
で
あ
っ
た
。v_:y

巴
里
叨
事
變
、'國
民

及

兵

士

の

意

：見

、

.
講
演
、
討
論
等——

是
等
め
も
の
は
、
日
々
、
代
表
員
の
報
告
や
、
通
信 

員
の
ロ.
頭
報
吿
た
依
‘っ
て.
、：.
又
は
政
府
の
警
察
に
巧
k
潜
入
せ
る
多
f t
の
民
主
主
義
者
に
依
て
細
カ
&
3
ず
報
道
せ 

ち
れ
た
。
：：.  

，
ノ
.':
'

:

.
纏
v
'»
密
總
：裁
'®
:
府

は

、
自

已

の

努

カ

：が

豫

期

以

：上

'̂
奏
功
し
た
の
を
認
め
、
今
や
此
國
民
の
激
動
を
援
助
し
、

.指
導
し
;,
:且
0
利
用
す
る
.：1
切
の
手
段
を
糾
合
，す
る
事

.が

.焦

眉s..

急

務

で
.あ

る

事
^
認

む

る
k
到
っ
た
§
。
謀

叛3

計 

畫
は
豫
如.以

上

順

調

な.る
經
過?:
.
 

0
_
て
.ゐ
る
.の
で
あ
っ
た0

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

f

■五)

；.
'''.
::.:

二,

：
'
 

: 

一'
：
.

'

•

'■- V

當
時
政
府
內
部
^
互
化
拮
偷
す
る.
ニ
個
の
黨
派
が
存
在.
し

：て

ゐ

た9
其1

は
、：
平
等
0
旗
幟
'0
下
^
巧
^
富
£
權 

力

ヒ

，を

傲

有

し

た

J
,

派
で
：

『

虛
僞
の.
平
等
の
，友
：

』

若.
く
は
征
略
的
利
已
生
義
者
<£
:呼
ば
れ
る
も
の
ヤ
あ
0
た
0,
此
派
R 

扁
す
る
主
要
人
物
は 

B
a
rra

s'T
a
llis,:  Legendrev  Fr  

ず on,  
Me
BI
 ̂

等
で
あ
つ
/2
。

..
へ
他
^

1.

派..
は

木

平

等

：の
•
奮
秩
序
を
維
持
せ
ん
？
す
る
ナ
派
で
、
、『

保
守
的
利
：己
主
義
者』

若
く
は『

舊
貴
族
主
義
者』

.笫
ニ
十
^
卷

0
1
五
：七〕

バ
ブ
ゥ
フ
のConspiration  pour  l

KSgalit

命. 

第

二

號

一

五
三



第
：

11

十

四

卷

(

ニ
五
八〕

パ
ブ
ゥ
フ
の 

conspiration p
o
u
r
s
g
a
l
i
t

p'
节 
ニ
^

ー
五

-i
l

ミ
猶
せ
：ら

れ

、
：：
：其

傘

卞

^
屬
オ
石
も
0
.
;ジ：ロ
ン
ド
黨
の
殘
»
ノ
新
憲
.：法
起
：草

者

及

注

黨

：で
あ
り
イ
、
'其
主
攻
る
人
物 

は

w
o
i
s
s
'"
r

d
->
n
g
l
a
s

, 

L
a

 

-
R
i
v
-«
:

e
>

H
h
i
b
a
u
d
e
a
u
,

 

D

 amslard, 

Camille, 

J
o
r
d
e
n
,

等
で
あ
っ
た
。

此
兩
派
姓
'互
に
^
#
し
た
。
後
者
即
ち『

舊

猶

者

に

比

'す
れ
ば
數
k
於
て
迤
k
多
く
、
又
ょ
ぅ 

僞
春
的
、，
激.
っ
，■卑
怯
で
其
反
對
黨
を
殪
3

ん
ど
す
る
^

急
な
る
餘
々
、
管
^

虛

僞

の

平

.等

者
^

»
し

て

放

逸

、
.
食

愁 

の
風
言
を
投
げ
っ
け
る
‘の
み
な
ら
ず
页
^
こ
れ
ど
直
接
關
係
な
さ
眞
正
平
等
者
^
對
し
て
も
同
樣
の
放
言
を
敢
て
し 

以v

、へ
彼
等
^
對
す
る
國
民
の
激
^
^
喚
起
せ
ん
ど
^
し
た
。

,
y 
Z

の
：

『

舊

貴

族

黛

』

の

攻

擊

紀

對

し

、

：『
！！

僞

の

平

等

者

』

は

、
駁

擊

し

て

謂

.
ふ

、

舊

貴

族

黨

の
目
的
は
王
政
の
復
活 

k
在
る
、..彼
：+等
は
秘
か
，̂
主
政
铒
現
の
，陰
謀
を
廻
ら
し
て
ゐ
；
、
國
民
は
宜
し
く
杣
象
的
な
阈
民
權
利
な
ざ
1
一
日
ふ 

事
を
忘
れ
て
、
王
黨
の
陰
謀
に
媒
心
留
目
す
べ
さ
で
あ
る
。
而
し
て
此
王
黨
の
策
動
を
ょ
く
制
止
し
^
る
も
の
は
吾 

.々.で
あ
る
ビ
。
：
.
か
ズ
し
て
彼
等
は
來
る.
可
&
國
民
運..動
の
中
心v

自
ら
成
ら
ん
事
を
熱
望
せ
る
も
の
で
あ

っ

た

。

爾

派
.0
抗
#
^
引
合
$
^
れ
る_
國
民
こ
そ
眞
^
'«
基
日
ふ
可
§
で
.あ
る

'0
:
.

:..菅
に
；

一

般
國
民
の
み
な
ら
ず
又
事
實
の
眞
相
に
通
曉
せ
ざ
る
共
和
主
義
者
は
是
等
兩
派
の
誘
惑VJ

眞
IE
平
等
者
の 

勸1 

一
一I

を
目
前
^
し
て
、
果
し
て
其
何
れ
^
趨
る
可
&
か
、
動

<.も
す
れ
ば
去
就
^
迷
ふ
«
無
さ
を
保
し
雛
い
0
謀

. 

叛
遂
行
の
上
^
憂
應
す
べ
彡
障
礙
で
あ
る
。

秘
密
總
裁
政
府
は
W
び
對
策
を
眞
迦
k
求
め
た

::
0

パ
グ
ゥ
フ

は『
議
民
官』

で
、
國
民
を
籠
絡
す
る

前

述

兩

派

の

罪 

惡
を
暴
露
む
、.
其
陷
穽
を
看
做
し
て
、
國
民
k
示
し
其
歸
趨
を
知
ら
し
め
た
。
其
結
果y
j

し
て
、
確
乎
た
る
信
念
の 

卞

忙

，第

命.
^

參

加

せ
-1

人

々
0

.

中

纪

は

彼

等

の

奸

訐

祀

乘

ぜ

ら

る

石

も

の

は

無

.
か

.0

た
:.
:0

^

'

舊

匿

.，

謹
 

讓

I

I
ト£
j
,
r 
ロ

'
同
時
に
響
戒
を
要
す
べ
さ
も
の
は
.山
嶽
黨
'«
員
會
の
.行

動

で

あ

，っ
れ
。

 

' 

:

:

.
 

' 

:

'

 

,

'

:

. 

1 

'.

:
山

嶽

黨

委

員

會

ど

は

國

.民

公

會

時

代

の

山

嶽

黨

良

で

-

革
命
三
年
萍
月
及
收
月
化
追
放
せ
ら
れ
龙
人
々Q

紺
織
す
.

, 

る
委
員
會
で
、
其
主
な
る
人
物
は
：Ricord, 

L
aaq
-
n
e
l
o
t
, 

C
h
o
u
d
i
e
u
, 

A
m
a
r
,

 

H
u
g
u
e
t
,

 

J
a
v
o
q
u
e
s

 

等
で
あ
つ
た
。

秘
密
總
裁
政
府
は
、
避
等
山
嶽
黨
委
員
會
が
宿
望
の
國
民
公
會
及一

七
九
：三
年
康
法
の
復
活
を
期
し
て
、I

自
ら
謀
叛 

.
の
牛
耳
を
提
ら
ん
ど
秘
R
策
動
し
て
ゐ
る
事
實
を
探.
聞
し
た
。
此
風
說
は
秘
密
總
裁
政
府
に
取
っ
て
、
決
し
て
等
閑 

.
祖
得
ざ
る
間
題
で
あ
る
。
玆
に
於S

て
秘
密
總
裁
政
府.
は
、
彼
等
^
讓
步
す
べ
さ
か
、
彼
等V」

提
携
す
べ
さ
か
、
若 

く
は
彼
等
に
反
對
す
べ
&
か
の
問
題
を
凝
議
し
た
結
果
、
斷
然
山
嶽
«
委
員
會
の
行
動
を
排
斥
す
ベ
&
決
議
を
し
た
。 

其
：理
由
は
山
嶽
黨
委
員
會
は
平
等
者
の
好
ま
ざ
石
國
段
公
會
间
復
を
訏
畫
せ.
る
事
、
次
に
山
嶽
黨
內
部
^
非
民
主
主 

義
者
の
存
在
せ
る
事
、
山
嶽
黨
委
員
會
の
極
度
^
氣
カ
^
缺
く
る
所
あ
る
事
即
ち
是
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
秘
密
總
裁 

政
府
は
、
國
民
を
し
，て
、
山
嶽
黨
委
員
會
の
敎
唆
に
基.
く
一
切
の
運
動
を
警
戒
せ
し
む
る
樣
、ン
失
々
革
命
委
員
會
に 

指
令
し
た I

。
:

，ノ
:

.

'

.

パ
 

•
，(

六

)

:.
'
：

卜
民
主
的
原
理
の
：迅
速
な
る
普
及
、
新
な
る
革
命
を
要
望
す
る
著
作
：の
豪
膽
、
'政
府
の
罪.
惡
を
剔
抉
し
、， .1

七
九
.三 

年
療
法
の
必
■要
を
說
ぐ
多
數
の
集
會
、；

國
民
の
焦
燥
、
卒
等
者
の
果
敢
、，4

致
團
結——

是
等
の
事
情
が
結
合
し
て
、

政
府
は
#
邊
R
恐
る
べ
き
異
變
の
急
迫
せ
る
を
痛
感
し
れ
結
果
、
a l

R

相
反
目
對
峙
せ
し
前
記
兩
派
は
從
來
の
行
懸 

を
卒
然
ぃ
1
:擲
し
：‘て
、
.，
眞

正

平

等

者

の

蓮

動
^
對
し
て
相
協
カ
し
て
其
彈
*

^
當
る
事
^
,な
つ
た
0 

.

「

：
間
％
無

く

、
，政
府
は
民
主
主
義
者
彈
壓
め
通
牒
を
發
し
た
。
そ
め
通
,
の
中
で
民
主
主
義
者
を
中
傷
誣
街

し

、
'.國

第
二 
十
如
.卷

(

ニ 
五
九)

バ
ブ
ゥ
.フ
の
o
o-t
3
5
p
i
s
o-
n 

p
o
.c
r
a
g
a
u
s:
, 

第
二 
歡 

I 
五
五



第II  
十
四
卷 

3
六
0-)

パ
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ゥ
ブ
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galiti1
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第
二 
宠 

1
1£
山、

民
の
.彼
等
{<
:
對
す
る
反
感
嫌
惡
を
喚
起
し
助
長
せ
し
む
る
た
め
？
民
主
主
義
者
を
目
し
_て
>

國
家
?:
恐
怖
す
べ
さ
|1
| 

政
府
に
陷
れ
、
以
て
、
王
政
?:
確
立
し
:;
-
'又
4
/の
混
亂
に
，乘
じ
て
富
を
獲
得
せ
ん
^
欲
す
る
も
の
で
あ
る
:̂
非
雛
し
、
 

彼
等
^
課
す
る
に
追
放
^
死
刑
を
以
て
す
べ
し
ビ
說
い
た
⑶
。

政
府
は
此
通
牒
R
:慊
ら
ず
、.
M-
R
彈
壓
の
手
?:
:嚴
に
し
た
。
：
.
革
命
四
年
芽
月1.1

十
七
、
. 一|

十
八
日
、
五
百
人
會
は 

國
民
の
言
論
及
出
版
の
自
由
を
抑
壓
す
べ
き
法
律
を
可
決
し
た
。
.
一.切
の
政
治
的
集
會
は
禁
止
岔
ら
れ
、
各
種
の
政 

が
形
態
に
關
す
る
議
論
?:
禁
じ
1
是
を
犯
す
も
の
は
死
刑
^
處
す
ど
言
ふ
峻
嚴
な
る
規
定
を
設
け
た
。
是
が
た
め
一 

七
-九

五

年

憲

法

の

保

，證
す

る

合

法

的

方

.法
に
依
る
.一
切
の
改
革
を
全
く
不
可
能
な
ら
し
め
た
*。

一

a
Rし
て
言
へ
ば 

1

一
十
.七
日
、
■及
ニ
十
八
日
の
法
律
は
佛
國
：民
が
國
事
^
就
て
自
由
な
：る
意
見
：を
；吐
露
す
る
の
權
利
を
剝
奪
せ
る
も
の 

で

あ

つ

た:-
其

苗

然

の

結

果ど
し
て
國
民
の
激
昂
は.想
像
.以

上

で

あ

つ

た

。

.，

是
等
の
法
雜
發
布
以
來
、
民
主
主
義
者
の
講
演
、
著
作
に
對
す
る
政
府
の
彈
滕
は
倍
加
し
た
'。.
聊
か
た
6
V
も
政 

府
k
對
し
不
取
、:

苦
情
を
提
す
る
も
の•
は
、
悉
く
之
を
捕
へ
て
、'，
監
禁
、
'投
獄
し
、
果
て
は
齟
國
の
災
禍
に
心
痛
し 

其
慰
藉
を
僅
の
友
情
^
求
め
ん
ど
し
て
廣
場
に
集
ふ
良
民
に
對
し
て
さ
へ
武
器
を
差
向
け
ん
ど
す
る
有
樣
で
あ
つ
た
。
 

政
府
の
狂

態
に
平
等
者
の
公
憤
は
其
極
8

し
た
。
彼
等
は
政
府
の
抑
壓
に
反
抗
の
決
心
高
め
た
。
彼
等
は
今

や

、 

自
由
^
生
活
す
る
か
、
然
ら
ず
ん
ば
死
せ
ん
の.
み
ど
の
誓
約
を.
な
す
可
さ
時
期
は.
到
來
せ
6
ど
高
言
す
る
^
到
つ
た
。

大
勢
®
.
の
如
く
謀
叛
の
即
行
を
是w

す
る
に
傾
い
た
^
も
拘
ら
ず
、
ょ
く
實
勢
を
俯
觀
し
傅
る
の
地
兔
化
あ
つ
2 

秘
密
«
裁
政
麻
は
：未
だ
戰
鬪
5:
開
始
す
べ
$
時
期
化
非
ず
く
な
し
、
依
然
、
滿
を
持
し
た
。
'課
叛
は
最
後
的
の
名
の 

北
i

f

か
、
：f
l

主
主
義
I

f

歸
す

る

'

の
I

ら
ず
I

族
I

I

I
致

す

る

TL
至
る
で
あ
ら
う
。
秘
密
總
裁
政
府
は

.
斯
の
如
さ
見
地
よ

6

、
苟
も
勝
利
を
確
實
に
掌
中

k

收
め
得
る
の
準
備
完
成

 

' 

】

せ
ざ
る
纪
先
立
ち
、
謀
叛
の
指
令
:5
:
與
ぺ.
ざ

る

^

決

し

た.:0

.

秘
密
總
裁
政
府
を
組
織
す
る
幹
部
の
人
名
は
、
總
て
の
民
主
主
義
者
化
知
ら
れ
て
は
居
な
か
つ
た
が
、
.
彼
等
の
會 

合
^
活
動
ど
は
鬼
等
民
主
主
義
者
.の
遜
ぐ
知
悉
せ
'る
所
で
あ
つ
た
。
是
等
民
主
主
義
者
が『

議
民
官』
や
、
,

I

,
 

reur 

,
を
'通
じ
若
く
は
革
命
代
表
員
を
經
て
、
秘
密
總
！|
&
府
の
與
ふ
る
勸
吿
^
ボ
を
快
く
遵
奉
し
た
の
は
其
幹
部 

の
人
々
?:
信
，賴
せ
し
に
甚
く
。

秘
密
總
裁
政
府
が
ニ
十
七
日
、
及
二
十
八
日
の
法
#

の
た
め
喚
起
せ
ら
れ
た
る
國
民
の
激
昂
に
當
R
勃
發
に
瀕
し 

た
事
前
の
謀
叛
を
ょ
く
制
御
す
る
事
が
出
來
た
の
は
是
等
民
主
主
義
者
の
信
賴
に
依
る
も
の
で
あ
る
。

秘
密
總
裁
政
府
は
ー
般
民
虫
主
«
者
の
自
重
^
依
て
、
幸
^
事
無
さ
を
得
.た
が
、
併
し
準
備
未
完
成
を
理
由V

J

し 

て
諜
叛
の
決
行
を
徒
ら
ド
遷
延
せ
し
む
.る
.事
は
却
て
敵
に
乘
ず
る
の
：餘
地
を
與
へ
，、
.
又
同
志
を
離
散
し
其
氣
勢
を
削 

く
所
以
ぐ
な
ぅ
：、
其
危
險
は
、
時
前
の
勃
發
に
劣
ら
な
い
ど
い
ふ
事
を
確
信
せ
し
結
果
、
革
命
代
表
員
を
一
層
督
MI
J 

し
て
、
又
軍
事
代
表
員
に
命
じ
て
一
日
も
早
く
軍
隊
を
獲
得
す
ベ
&
樣
激
»
す
る
所
あ
.つ
たg

。

c

l)

括
弧
あ
る
对
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宣
言
な
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用
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は
、
.平
等
震
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暗
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を
受
け
た
も
の
蕃

は
れ
てゐ
る
。
，何
-
小
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一
二
氏

『

社

會

f

 

!
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四
六
頁
乃
至
一
四
八
頁
に
平
等
者
宣
言
の
部
分
的
轺
介
が
あ
る
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f

ら
れ
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八

警
1 ;
«-
の
反
搲

囊
k
軍
隊
懷
柔
の
使
命
を
帶
び
て
、
夫
々
各
地
，̂
派
進
せ
ら
れ
忆
笨
事
代
爱
員
の
敌
動
は
意
想
外
^
奏
功
し
て
、
 

巴
里
及
其
近
郊
に
駐
屯
せ
る
軍
隊
、
立
法
部
の
警
衛
^
當
れ
る
擲
弾
兵
、
及
び
寧
ら
國
境
警
備
の
任
を
有
す
る
警
備 

圓
R
は
^
く
も
®
搖
の
兆
歷
然
た
る
，

t
p

の
が
あ
つ
た
：。
取
隊
反
抗
の
報
^
政
府
の
驚
愕
は
名
狀
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の 

で
あ
つ
た
。
總
ゆ
る
國
民
の
遝
動
を
抑
壓
す
る
た
め
政
府
の
賴
ど
す
る
最
後
の
防
壁
は
今
や
決
潰
し
始
め
た
。

就
中
反
抗
の
氣
蓮
最
も
濃
厚
で
あ
つ
た
も
の
は
警
備
圓
で
あ
つ
た
。
周
章
の
餘
、
政
府
は
是
.乂
對
し
、
.
籠
絡
慰
撫 

の
限
み
を
盡
し
た
が
其
甲
斐
無
く
、
遂
k
花
月
九
日
、
政
府
は
最
も
反
抗
的
な
る
ニ
大
隙
R
對
し
巴
里
退
去
を
命
じ 

た
。
併
し
？
警
備
團
は
乙
の
命
令
^
服
す
る
事
5:
斷
乎
ど
し
て
拒
絕
し
た
。
こ
の
事
實
は
國
民
を
極
度
に
興
窬
^
し 

た
。
人
々
は
現
政
府
を
雛
無
く
倒
壞
す
る
時
機
の
眼
前
に
迫
れ
る
を
覺
へ
た
。
：

.

秘
密
敘
裁
政
府
は
潜
か
^
雀

躍

し

た:°
課

叛

成

就

の

時

期

已

R
到

.來す
'̂
信

じ

、
.
若

し

警

備
_

の

實

カ

^

し

て

政 

府
の
微
ー
彈
を
擊
返
し
以
て
國
民
の
信
賴
?:
增
大
す
.る
^
足
る
事
が
碓
證
ぜ
ら
る
れ
ば
、
縱

令

謀

叛

腐

端

.
の

準

備

轉 

は

ず^
し
て
も
、
直
ち
化
謀
叛
の
命
令
$:
下
す
？
言
ふ
決
意
を
示
し
た
.
0ー：

.

.ぺ
_.ノ

直
龜
備
隱
內
部
編
貴
會
が
設
置
せ
ら
れ
：
セ.

ダ
.マ

ン

を

蹲
じ
て

秘
密
總
裁
政
府
匕
連
.絡
を
取

つ

た

。
.、秘
密
總 

裁
政
好
ば
一
切
の
謀
叛
機
關
に
其
全
活
動
を
命
じ
た
0
民
主
主
義
者
は一

齊

k
武
裝
を
盤
へ
て

、
蹶
起
の
時
期
を
今 

ゃ
遲
し
ど
待
つ
た

。
.'裏

唯

、
烽
火
を
待
つ
：許

名

あ
つ
：
た

。
，然
る
k

形
勢
は
俄
然
“
變
し
た
。
意
外
の
障
礙
が
現 

は
れ
た
。
そ
れ
は
政
府
の
警
備
随
解
散
命
令
で
あ
つ
：.た
。

..

.

.
:
:
;

意
外
^
す
る
所
は
警
備
典
の
大
部
分
が
喜
ん
で
此
解
.散
命
令
妃
服
せ
し
事
.で
あ
つ
だ
。
.
'案
ず
る
^
鍵
^
反
抗
せ
し

第
二 
セ
四
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0
1
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第U

 
十
四
'卷

o'
l六
四)

X

 
ブ
ゥ
フ
の 

conspiration 

pour 

r
Jf
p.
l
i??
;
. 

第
二 
號 

一

六
3

原
因
ば
謀
叛
的
精
神

.の
^
潤
せ
る
た
め
ょ
ら

i
、
氧
ろ
彼
等
が
國
境
危
險
の
警
備
に
就
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ど
言 

ぶ
事
實

^
で
あ

9
た
む
信
デ
や
き
理
由

^:
あ
る
。.
秘
密
總
裁
政
府
は
目
算
を
誤
つ
た
。

固
ょ
6
警
備
團
の
反
杭
が
或 

程
脫
迄
軍
事
代
表
員
の
鼓
吹

^
貲
ふ
事
は
言
ふ

5:
俟
た
な
い
；か
、」

を
れ
に
も
拘
ら
ず
、
.彼
等
の
革
命
的
精g

を
過
信 

し
化
事S

微
か
で
あ
る

p
k
v'

k
 

- 

... 

'

秘
密
總
載
政
庇S
計
畫
は
警
備
圃
の
M

の
屈
伏
の
た
め
k
無
惨
^
裏
切
ち
れ
：/2
:
。
：
へ

併

し

饗

備

幽

の

反

杭

の

眞

因 

が
*
し
て
那
邊
に
存
せ
し
に
せ
ょ
、.
秘

密

總

裁

政

府

が

此

：事

件

^
依
て
得
た
利
益
は
決
し
て
尠
し
(£
:
し
な
い
。
蓋
し 

段
主
主
義
者
は
解
歐
せ
&'.
れ
し«
備
兵
5:
自
己
の
住
宅
に
宿
泊
せ
し
め.
、'.
其
有
望
な
る
者
の.
み
な
ら.
ず
又
政
府
の
：命 

k
服
從
せ
し
殆W

總
て
の.
者
k
懐
柔
す
る
に
成
功
し
た
？
秘
密
總
裁
政
府
は
是
等
解
敗
警
備
兵
：を
以
て
、
新
に
謀
叛 

軍
の
前
衛
S
な
る
ベ.

S
隊
を
組
織
し
た
？；
こ
の
事
實
は
又
國
民
の
'興
奮
を
倍
加
し
た
。
待
忍
に
窮
し
た
固
民
は
秘 

密
總
裁
政
府
に
對
し
、
：此
以
上
課
叛
を.
遲
延
せ
し
ひ
る
事
は
却
で
同
忘
の
氣
勢
を
削
ぎ
謀
叛
を
挫
折
せ.
し
ひ
る
、
宜 

し
ぐ
、' 1,

日
も
早
ぐ
擧
典
す
ベ
L>
ど
警
告
し
た
。「 .
；
事

實

？

\

諸
所
で
部
分
的
■
動
が
勃
發
し
つ
、
.あ
つ
：.た

？
：甚

等

の

事 

情
K
鑑
み
で.
、
秘
密
總
裁
政
府
は
日
夜
謀
叛
の
準
備
^
奔
馳
し
た
。，：花
用
十
日
噪
の
事
情
は
正
に
斯
の
如
さ
も
の
で
'

あ

0 :
た
5
0 

.
 

.

■

■

: .- 

,.:
 
l

 

-
 

^
 
. 

.

.

-

 

:

:■
,
.
,
'

:

ニ

ー

九

:
軍
«'
:
委

員

會

の

設

置

其

他

.

.
'へ：’

-:.
'

,

#
備

團

R
抗
事
件
ゆ
後
を
承
げ
‘て

段

ど

■好
#

し

た

四

園

の

狀

勢

に

力

を

#

体
秘
密
總
裁
政
府
は
'、
花

/5
1
十

1
_日
‘ 

午

後

軍

事

代

表

員

及

主

な

る

指

禪

官

を

召

集

1.
て

其

意

佝

を

傅

遝

し

51
た
|
|叛

遂

行

の

友

法

に

»

1,
.て
路
議
す
る
所

召
集
せ
ら
る
、
枣
の

F
i
o
n
,

 

G
e
r
m
a
i
n
,

 

R
o
s
s
i
g
n
o
l
,

 

I
M
a
s
s
a
r
t
,

 

G
r
i
s
e
l

の
五
名
で
あ
つ
た
。
グ
リ
ィ
，

.
ン

w

1
 

席
を
許

^

れ
た
の
は
、
彼
が
グ
ダ
ネ
ル
駐
屯
軍

^

對
し
て
占
む
る
布
カ
な
る
地
位
に
鑑
て
で
あ
つ
た
ゾ 

,

j

#

辭
^
秘
密
敕
裁
政
价
の
委
員
ど
し
て
出
席
し
た
も
の
は
バ
ブ
ゥ
フ
、
ブ
ォ
ナ
ロ
ッ

.
チ
ィ
、ダ

>1
/
_
グ、マレシャァ 

D
e
b
o
n
,

 

D
I
d
i
e
r

 

で
あ
つ
た
。

由
來
秘
密
鸫
裁
政
价
の
#
部
が
其
主
耍
代
表
員
ど
同
列
す
る
事
は
同
政
价
構
成
規
約
第
三
條『
總
裁
政
麻
は
秘 

密
た
る
べ
し
、同
政」

I

員
名
は
縱
令
其
、王
要
代
表
§

對
し
5

へ
知
ら
し

ひ
べ
か
ら
ず』

⑶
の
規
定
S

?

る 

も
の
で
あ
つ
た
秘
密
雜
裁
政
胸
は
こ
の
違
反
を
自
ら
敢
て
爲
し
た
の
で
あ
る
。
ブ
P
ナ
口
ッ
チ
が
後
^

述
®
し
て 

ゐ
る
様
■

し
斯
る
秘
密
總
裁
監
の
錯,

へ
無
け
れ
ば
、.
內
通
者
V
i 
.ニ

は

謀

叛

主

響

蟲

悉

す

る

機

會
無
く
、
從
て
遠
大
な
謀
叛
計
畫
も
亦
斯
く
脆
く
畫
餅
^

歸
す
る
事
は
無
か
っ
た
で
あ
ら
ぅ
。
こ
れ
噸
べ
邴
^
包
栽 

政
/f
*
]、
千
處
の

一
失
^
言
ふ
べ
？̂
で
あ
る
6
。

秘
密
總
裁
政
府
は
、
召
集
し
眾
代
表
員
等
に
對
し
先
づ
、
當
該
事
業
の
目
的
、
今
日
迄
旣
R
到
達
せ
し
地
位
及
今 

後
何
取
る
ベ
4

を
知
ら
し
め
、
次
い
で
、
同
政
府
•か
先
顷
可
決
し
た
課
叛
法
を
示
し
、
最
後
に
、
謀
叛
成
功
の
た 

め
如
何
な
る
方
策
を
取
る
ベ
さ
か
に
就
て
彼
等
の
考
虛
を
求

め

た

。

こ
の
食
議
の
繁
、
8

禁

政

S

 
一
 

S

S

決

證

、
i

s

j

s疆

S

保
す
5

、
同
政
价
は

S

寶

會

を

任

命

し

て

、
攻
防
の
任
務
を
囑
す
る
事
？
並
化
同
政
，财
は
是
に
關
す
る
一
切
の
情
報
及
計
嘗
同
委 

貝
會
R

〖

任
す
る
ど
云
ふ
決
議
が
行
は
れ
た
。
 

‘

*

:

-

取
事
*

員
會
の
萎
員
に
は
前
記
五
名
即
ち

1
1
0
5总
1
1
0
1

F
i
o
n
,

 

G
e
r
m
a
i
n
,

 

M
a
s
s
a
r
t
,

 

G
r
i
s
e
l

が
任
命

n
l
n

、
第
一 

#

二
十
^
卷 

C

ニ 
六
五〕

バ
ブ
ゥ
フ
の 

conspiration pour sgalit

p'
r
.?
H

^

,
、

I



第
二
十
四
卷C

ニ
六
六)

バ
ブ
ゥ
フ
の
o
i
pM-
a
t
i
o
n 

pour sgaliw. 

第
二
號 

一

六
ニ

囘
の
會
議
は
翌
朝M

o
n
tb

ian
c

街

のR
e

y
s

宅
で
開
催
ネ
れ
た
。
此
眾
事
委
員
會VJ

秘
密
總
裁
政
府
ビ
の
連
絡
に 

は
事
ら
ゼ
ル
マ
ン
が
其
任
に
當
っ
た
。
其
後
數
日
し
て
、
軍
事
委
員
會
は
其
事
務
所
を
前

記

宅
ょ
6
小
麥
市 

揚
^
近

い
0
$
殳

宅

^
移
し
、
依
然
秘
密
總
裁
政
府
の
委
託
事
項
を
硏
究
し
て
ゐ
た
が
花
月
十
五
日
先
づ
研
究
の 

•

結
果
を
同
政
府
^
報
吿
し
た
。
 

'

前
記
秘
密
總
裁
政
府
の
否
集
し
た
會
議
で
は
ゼ
ル
マ
ゾ
、
マ
ッ
サ
ァ,

何
れ
も
期
待
^
叛
か
ぬ
誠
實
な
る
態
度
を 

示
し
、
グ
リ
ィ
ゼ
ル
又
共
和
主
義
者V」

し
て
の
責
務
を
遺
慽
無
く
發
撣
し
た
。
フ
ィ
オ
ン
、
口
ッ
シ
ニ
ョ
オ
ル
も
勿
論
、
 

同
政
府
の
見
解
を
快
く
容
れ
た
が
唯
、た
、
前
山
嶽
黨.
員
が
其
場
^
居
合
せ
な
い
事
が..
彼
等
の
秘
妃
不
滿
>

」

す
る
所
で 

あ
つ
た
。
後
日
、
波_

を
惹
起
す
る
^
到
っ
た
山
嶽
黨
ど
の
合
同
問
題
の
萠
芽
は
庇
^
此
時
^
荏
在
し
て
ゐ
た
の
で 

ぁ
る
。

此
愈
議
數
時
辟
後
ハ
フ
ゥ
フ
の
隱
家
並
秘
輪
M
裁
政
府
の
會
場
は
、

ごEclaireur  du  peuple  
:

の
編
®
者
の 

O
u
rcel

宅
に
移
さ
れ
た
。O

u
rcd

は
旣
k
謀
叛
の
一
部
を
知
6
、
乙
れ
R
參
加
し
た
人.
で
あ
る
so 

..
花

月

十

五

日

、
，
眾

事

®
員
畲
は
豫.
て
委
囑
S
れ
た
謀
叛
R
關
す
る
情
報
及
提
議
を
ー
先
づ
秘
密
總
裁
政
府
^
報
街 

し
气
是
等
の.
報
告
中
、■注
目
す
ベ
さ
提
案
が
ニ
つ
あ
っ
た
。.

其
一.
っ
は
？
巧
^
主
黨
を
誘
引
し
て
現
行
政
府
の
倒
壊
に
協
カ
せ
し
め
ょ
ど
い
ふ
提
議
で
あ
っ
た
。
勿
論
秘
密
總 

裁
政
府
は
此
提
案
を
拒
絕
し
た
。
蓋
し
、&
來
其
頸
敵
で
あ
々
、早
晚
擊
滅
す
べ
&
王

黨

妃

對

し

武

器
?:
手

渡

す

事

は

危
險
千
翦
の
0
で
あ
A
、
文
謀
叛
の
同
志
に
王
黨
が
混
在
す
る
事
は
共
和
主
義
者
の
氣
勢
を
削
ぎ
、
且
又
共
和
主
義 

者

欠

し

，て

秘

密

總

雜

'政
翁
の
方
策
锝
對.し
：疑
義

を

抱

か

し

む

，る
か
レ
で
あ
み
彳
い

 

パ
-
:
:
.
：.

'V:

:

-1I
I
I
M
i
i
i
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. 

.

. 

■
■ 

I
:
: 

—

：
 

_

_
j
.

■‘
笫一 1

の
提
案
は
警
備
軍
の.
一
一
士®
I Pe

c
h
e

及
。stc
<:-
c
がS

發
案
し
ね
も
の
で
、
其
趣
旨
ば
、：

彼
等
の
中
^
人
•か 

豫
.て
愛
國
的
-I
Cハ
士.の
一
.隊
を
以
て
現
：總
裁
政
府
閣
員
の
護
衛
.に
當
れ
る
を
利
用
し
て
、
同

1.
夜
間
に
被
等
開
員
を
殺 

番
し
、
續
い
て
民
主
主
義
者
の
援
助
を
得
て
：、
謀
叛
の
火
蓋
を
切
ら
ん
ど
す
る
^
在
つ
た
。
こ
の
提
案
も
亦
前
案VJ 

同
樣
^
葬
ら
れ
た
。
其
现
由
ビ
す
る
所
は
、
謀
叛
の
勝
利
は
黹
遺
漏
無
き
準
備
を
必
要
ど
す
る
。
然
る
に
準
備
韦
た 

.

完
成
せ
ざ
る
^
輕
擧
、
奇
襲
を
行
ふ
ビ
言
ふ
事
は
勝
利
を
確
保
す
る
所
以
で
«

く

寧

ろ

計

畫

を

事

前

^

挫

折

せ
し
ひ 

る
も
の
で
あ
る
、
钲
し
く
準
備
.の
.成
熟
?:
待
つ
べ
し
ビ
言
ふ
に
在
つ
_た
§:。
1
.

斯
く
.の
如
く
策
事
委
員
會
の
ニ
提
案
は
相
當
特
異
性
を
有
せ
し
^
拘
ら
ず
、
前
述
の
如
さ
瑚
*
(c
依
っ
て
秘
密
總 

裁
政
府
の
採
用
す
る
所
if
な
ら
な
か
っ
た
。
同
政
府
ど
し
て
は
il
l
に
.此
a

R
就
.て
軍
事
委
員
會
の
三
m
心
熟
考
を
求
め 

た
。
耍
す
る
k
謀
叛
總
動
員
計
畫
は
尙
、
未
熟
で
あ
っ
た
。

眾
事
計
®
の
未
熟
ど
共
に
謀
叛
の
即
行
を
不
可
能
な
ら
し
め
た
間
題
は
謀
叛
員
に
支
給
す
ベ
さ
武
器
禪
藥
の
調
達 

倚
不
充
分
な
6
し
ど
、
無
資
產.
な
る
有
爲
の
人
物
^
供
與
す
べ
さ
金
錢
の
不
足
せ
し
事
で
あ
っ
た
。S.

事
實
、謀
叛
計 

蕺
は
，既
に
著
し
く
進
展
し
て
ゐ
た
し
又
1.
般
民
主
主_

者
の
焦
虛
も
亦
高
潮
^
達
し
て
居
た
に
拘
ら
ず
、
秘
密
總
裁 

政
府
が
荷
、
謀
叛
決
行
を
躊
躇
し
て
ゐ
た
の
は
斯
樣
な
事
情
の
存
在
せ
し
^
某
く
。
眾
事
委
l
會
設
立
直
後
の
狀
勢 

.

は
大
體
以
上
述
べ
し
が
如
含
も
の
で
あ
つ
た
。

.
•
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+
山
嶽
黨
と
の
合
同
經
緯

順
調
な
'る
經
過
を
以
て
進
涉
し
っ
、
あ
っ
た
謀
叛
訐
晝
の
前
途
に
突
如
、一

沬
の
暗
爾
を
投
じ
た
も
の
が
あ
っ
た
。
 

そ
れ
は
國
民
公
會
時
代
の
前
山
嶽

*
員
ど
の
合
同
問
題
で
あ
っ
た
。

:
し 

由
來
、
眞
正
平
等
者
ど
出
嶽
黨
^
の
間
^
は
、.
共
政
策
的
見
地
か
ら
も
亦
其
性
質
上
か
ら
も
、
兩
者
の
合
同
を
誘 

致
す
べ
さ
契
機
は
毫
も
存
在
し
な
か
っ
た
。
蓋
し
一
七
九
三
年
憲
法
の
實
現
を
期
す
.る

一

點

を

除

い

て

、
兩

者

の

：十 

輊
は
到
底
越
ゆ
可
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
.っ
た
。
.即
ち
出
嶽
黨
.の
國
民
公
會
復
活
の
要
求
、
山
嶽
黨
內
部
に
存
セ
せ
る 

ぉ
民
主
^
見
#

及
a
度
の
；̂
懦
0
_晃
等
の
も
の
は
秘
密
總
裁
政
麻
が
山
嶽
黨
を
#
擊
し
且
っ
是
R
對
し
最
も
慊
焉
た 

ら
ざ
る
謝
で
あ
っ
た
。
此
事
實
あ
る
が
故
^
山
錄
黨
ど
の
合
同
問
題
の
如
さ
は
秘
密
總
裁
政
府
の
全
く
涉
想
だ
R
せ 

ざ
る
所
で
あ
み
、
縱
令
此
問
題
•

か̂1

實
際
^
提
唱
^
れ
た
ビ
し
て
も
、
他
の
事
情
^
し

て

依

然

變

化

，庇

さ

限

6
、
 

是
^
對
し
ー
顧
だ
^
與
へ
ざ
る
べ
さ
事
は
理
の
當
然
で
あ
る
。

然
ら
ば
如
何
^
し
ず
合
同
問
題
は
發
生
し
た
か
。
又
何
故
k
合
同
問
題
は
秘
密
總
裁
政
府
の
重
大
な
る
關
心
事
ど

果
、'
 
所
沏
の
謀
叛
を
事
前
に
挫
折
せ
し
む
る
虞
無
し
ど
し
な
い
。
乙
れ
.秘
密
總
裁
政
府
の
最
も
危
薆
せ
る
所
で
あ
っ 

た
若
し
秘
鞔
敘
裁
政
/(
*]
の
措
置
如
何
^
ょ
っ
て
は
、
或
は
謀
叛
計
盡
は
空
し
く
水
泡
^
歸
せ
ぬ
/
ヒ
も
限
ら
ぬ
。
秘

密

義

政

S

銮

矗

.、匕

5

?

寸

毫

霊

S

地

管

問

題

美

上

？

愼
重
£

善
後
策
を
w

ず
る
S

つ
た
の
は
敗
か
る
拔
盖
し
な
ら
ぬ
事
情
が
在
在
す
る
か
ら
で
あ
つ
た
。
背
化
腹
は
換
へ
ら
れ
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

,
{1&

ぉ
^
^

み
っ
、
あ
ゥ
た
謀
叛
計
^

に
(£
っ
て
、
Z
の
山
嶽
黨
ビ
の
合
同
照
題
は
恰
も
靑
天
の
鮮
簾
で
あ
っ
た
。

妓
ku
-

M
f

ど
の
合
同
?:
熱
心
^
提
唱
し
た
有
力
分
子
ど
はR

o
ssig

n
o
l

及.F
io

n

で
あ
っ
た
。
楚
兩
名
が
秘
密

敍
裁
政
府
の
方
針
を
卒
直
汉
承
服
せ
ず
、
潜
か
に
山
嶽
黨
R
傾
到
し
、
其
合
同
を
*
策
せ
る
事
はG

erm
ain

の
逸
早

く
着
破
せ
る
/i
r

で

あ

っ

た
r

し
て
若
し
合
同
の
要
求
が
容
れ
ら
れ
ざ
る
^

於
て
は
即
時
脫
退
を
も
辭
せ
ざ
ら
ん
しヾ

,

す
る
氣
齓
が
見
へ
た
。
敍
R
所
謂
山
嶽
黨
ど
は
熱
^
九
日
後
追
放
せ
ら
れ
た
る
國
民
公
會
議
員
で
あ
っ
て
.、
豫
て
听

期
の
目
的
の
た
め
山
嶽
黨
寶
食
を
組
織
せ
る
一
味
で
あ
る
。
秘
密
總
裁
政
府
が
豫
て
彼
等
の
行
動
皇
避
せ
る
事 

は
旣
R
述
べ
'た
通
々
で
あ
る
。
 

.
，
■

ロ
ソ
シ

一一ョ

オ
ル
及
フ
ィ
オ
ン
が
山
嶽
黨
合
同
の
理

&

ど
し
て
主
張
す
る
所
V
J聽
く
k
、
是
等
舊
立
法
者
即
ち
山 

寧
I

加
入
は一 ,.

麗

術

的

效
f

得
る
K

し
い
、
即
ち
S

依
S

和
主
着
の
產
的
相
違
を
根
絕
し
、
急 

f

 

I

I
進
せ
し
め
、
各
地
方
5

け
る
總
f

 

l

l

¥
る
好
S

裏
で
あ
る
ど
。

多
數
の
人
々
は
此
意
見
^

賛
意
を
表
し
た
ハ
不
：：縱
令
ノ
ィ
オ
ン
、

口
ッ
シ
ー
一
ョ
才
ル
^
賛
成
者
が
«

か
：っ
た
ど
し
て 

も
、
秘
密
總
裁
政
府
；
し
て
は
、
彼
等
の
地
位
、
.業
績
、
任
務
並
攸
ロ
ッ
シII

ョ
オ
ル
が
ナ
X

;
ァ
ン
ト
ァ
ヌ
郊
外
住 

第
二
十
四
卷(

二
六
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ゥ
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六
六

民
に
對
し
て
有
す
る
勢
カ
に
鑑
る
時
は
、
彼
等
の
意
見
を
觅
大
猶
せ
ざ
る
t
得
な
.か
っ
，

た
： .

の
，で
あ
る
0
C2
J

0
 

折
し
も
、
山
嶽
黨
委
員
會
は
、
所
期
の
目
的
を
達
す
る
た
め
平
等
者
運
動
を
利
用
せ
ん
ど
す
る
意
向
が
あ
6
、
謀 

叛
の
渦
中
に
其
同
志
を
派
し
、
自
ら
國
民
R
對
し
其
唯
二
：の
代
表
者
た
る
事
を
宣
明
し
て
、
平
等
者
の
築
さ
上
げ
た 

運
動
を
横
取
々
せ
んV」

秘
か
に
期
待
し
て
ゐ
る
ど
の
報
道
が
秘
密
總
裁
政
府
の
手
に
這
入
っ
た
。
N
J
nが
た
め
秘
密 

總
裁
政
府
は
競
々
^
し
て
心
中
穩
か
な
ら
ざ
る
も
の
が
あ
っ
た
。

.

合
同
問
題
は
秘
密
總
裁
政
府
の
最
高
幹
部
間
^
於
い
て
も一

致
せ
る
意
見
を
缺
く
R
到
っ
た
。
其
の
®
氣
ご
献
身 

的
努
力
を
以
て
知
ら
れ
、
謀
叛
の
支
柱VJ

認
め
ら
れ
たD

r
o
u
e
t

 

3
ベ
合
同
に
傾
く >J

言
-ふ
有
様
で
あ
っ
た
。

•
 

之
に
反
し
て
夙
忙
出
嶽
黨
の
野
望
を
洞
察
せ

る

ゼ

グ
マ

ン
は
フ
ィ

オ
シ
、
TT

ッ
シ
二
3
オ
ル
の
意
向
を
痛
く
薆
ひ
、
 

&
R
依
て
謀
叛
計
晝
の
受
く
べ
$
被
害
を
深
應
し
'て
、
合
：同
の
非
を
主
唱
し
た
。
ゼV

マ.
v
ic
Il
r

嶽
黨
の
豫
宠
計
® 

を
傅
へ
、
秘
密
總
裁
政
府
ど
の
合
同
を
疋
式
に
提
議
し
た
も
の
はR

ico
rd

及

Laig
n
e
io

t

で
あ
っ
た
が
、
彼
等vj  

フ
ィ
オ
ン
、.
ロ
ッ
シ
ニ
ョ
オ,

の

間

に

旣̂
默

契

の

存

せ

し

事

は

何

，等

疑

ふ

餘

地

は

な

か

っ

た

8
。

ゼ
ダ
マ
ン
ど
共
に
合
同
反
對
論
の
急
先
鋒
は
同
じ
く
秘
密
總
裁
政
府
の
最
高
幹
部
の
一
人
U
S*
。ロ
で
あ
っ
た
。
 

彼
は
合
同
論
者
を
難
詰
し
て
謂
ふ
、：

.『

諸
君
'は
'野
心
ビ
、
虛
榮
ど
、
嫉
視
ど
、
無
智
ど
で
0
凼
を
減
し
た
，連
中
を
ば
、
自
由
を
救
濟
す
る
光
榮
あ
る
鄯
業

化
招
さ
窬
せ
る
事
^
依
て
諸
哲
の
貴
き
企
を
汚
3
んV

J

せ
ら
れ
名
か
。
熱
^
九
n

k
最
も
果
斷
な
る
祖
國
の
擁
謎
者

を
殺
戮
し
、
.

祖
國
の
失
っ
た
權
力
を
貴
族
政
治
に
與
へ
、
王
黨
の
希
望
t
Tf
生
さ
せ
た
人
々
は
.避
等
の
連
中
で
は
な 

—

ほ

-ド

屯

ほ

：，
は

け

ホ

t
て

反
革

命

家

め

泣

を
^

い
!

ど
を
諸
邦
は
名
れ
.

I
タ
彼
I

I

小
9

勢
:*

を
珞
與
ふ
る
勿
れ
。
彼
等
は
共
和
主
遵
者
を
#

さ
、
分
裂
さ
せ
る
^

め
に
、
.乙
れ

を
使
用
す
る
で
あ
ら
う
。
 

詣
君
が
若
し
尊
敬
を
以
て
、
ロ V

ス
ビ
千
工 

>
及
其
犧
牲
者
の
事
を
語
る
な
ら
ば
、
.彼
等
は
諸
界
を
ば
、
偏
狹
潰
、

. 

吸
血
漢
、
獨
裁
者
、
專
制
の
龙
狗
呼
ば
心
り
す
る
で
あ
ら
う
。
諸
君
が
德
性
、
.道
犓
、
神
に
敬
意
を
拂
へ
ば
、
彼
等 

は
諸
敢
を
狂
信
者
、
.軟
派
、
詭
辯

家
ビ
呼
ぶ
で
あ
ら
う
。
諸
恶
•か
國
民
R

有
益
な
る
勸
吿
を
與
ふ
れ
ば
、
彼
等
は
自 

分
等
•か
總
て
を
豫
it
し
、
且
っ
指
揮
す
る
權
力
の
唯
一
の
保
管
者
で
あ
るvj

主
張
す
る
で
あ
ら
う
。
彼
等v

j

行
を
共 

R
す
れ
ば
、
矛
盾
ビ
軋
輕
の
外
は
無
い
°
人
々
は
諸
君
に
謂
ふ
、
彼
等
は
唯
、
迷
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
^
。
し
か
し 

私
は
被
等
は
そ
れ
ド
服
し
な
い
ど
恐
ふ
。
彼
等
を
寬
恕
し
> 

.
彼
等
の
過
失
を
忘
れ
て
欲
し
い
。
だ
が
被
等
を
し
て
永 

久
の
沈
默
を
守
ら
し
め
ょ
。
蓋
し
彼
等
ど
携
へ
て
眞
娌
ど
芷
義
の
道
を
進
ひ
事
は
不
可
能
だ
か
ら
で
あ
る』

ビ
3
, 

D
e
b
o
n

の
合
同
反
對

論
は
斯
く
の
如
く
全
く
.妥
協
緩
和
の
餘
地
無
さ
も
の
で
あ
っ
た
。
彼
は
平
等
者
謀
叛
に
出 

岳
黨
を
加
へ
る

事
は
斷
じ
て

不
可
な
る
靡
、
而
し
て
若
し
山
岳
黨
の
加
-A
S:

許
す
位
な
ら
ば
、

寧
ろ
謀
叛
計
畫
其
者 

を
棄
却
す
る
^
如
か
ず
ど
迄
極
論
し
た
。D

e
b
o
n

の
此
極
論
は

甚
し
く

愼

it
を

缺
く
も
の
ど
し
て

遂
R

.
秘

密

總

裁

政
 

府
の
不
快
を
買
っ
た
。
し
か
し
、
II
I
岳
黨
ど
の
合
同
の
結
果
が
謀
叛
計
盡
に
尠
く
ビ
も
有
利
で
な
い
ど
言
ふ
諶
は
蔽 

ふ
べ
か
ら
ざ
る
事
®

で
あ
っ
た
。
出
岳
黨
の
過
失
及
其
恐
る
ベ
5
弊
害
、
是
等
の
も
め
が
謀
叛
者
の
腦
裡
を
往
來
す 

る
。
實

際

D
e
b
o
n

の
指
す
る
樣
^
彼
等
の
自
由
な
る
決
心
^
眞
正
平
等
の
確
立
を
期
待
す
る
乙
ビ
は
覺
柬
な
い
。

山
*

黨
S

の
合
同
は
畢
竟
、
謀
叛
計
畫
に
不
刺
で
あ
る
、

而
し
て
乙
の
事
は
僧
ら
ざ
る

.

眞
意
t:
'

あ
る
。

5

れ

'
ば
<!
:

言
 

っ
て
合
同
を一

擧
R
排
せ
ん
か
、
フ
ィ
オ
ン
、
口
ッ
シ
ニ
ョ
オ
ル
の
不
滿

vj

な
り
脫

.退vj

な
*

OS、

5I
R
嵩
じ
て
內
nr
を 

惹
起
し
、
山
岳
黨
の
大
膽
、
無
謀
な
る
策
動
(£
相
俟
っ
て
、
折
负
の
謀
叛
計
盡
は
齟
齬
を
來
た
し
拂
っ
た
苦
心
は
水

第
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第
二 

「

、- 

f

u

fv t
る
”

火
I

る
t

明
か
で
あ
る
。
而
ら
ば
如
？

す
べ
さ
か
。
證

附

雛

、
秘
密
總
裁
政
麻
は
未
曾

彳

貧

4

翁

し

た

。.
證

計

，

今
2

晋
成
功
を
收
め
っ
、
あ
る
欲
、
曹
放
擲
せ
ん
か
、
後
出J

V
J

0

”
み
！

ず
、.
其
輕
擧
の
罪
は
決
し
て.
輕
か
ら
I

I

が

あ

る

で

あ

ら

ぅ

。

秘

密

總

裁

政

麻

は

？

^

熟

S

凝
I

I

、
秘

密

は

？

合
同
S

?

可
決
し
、
同
S

山
岳
醫
野
心
を
制
？

る
S

 

2

豫
防
策
i

ず
I

k

決
し
た
。
S

鐘

B

は
m

s

s

f

容
れ
S

S

會

の

還
I

っ
た
が
、
 

芳
今
狄
；す

し

て

も

何

等

の

變

娶

乏

る

事

無

か

ら

ん

か

、
5.
k.
佛
雨
®
は
必
ず
や
浮
一
浓
野
袭
者
流
の 

籠
絡
す
る
所
S

す
？

は
明
U

以W
、

斯

柔

幸

S

?

防
r
方

管

しV
、

國
民
公
i
s

活
0
左 

の
三
條
舛
を
附
し
、
山
岳
黨
R
承
認
を
求
む
る
事
ど
な
っ
た
。

c

一)

亡

翁
m

f

當
各
麗
出
の
一
名
の
民
主
主
義
f

加
へ
I

、
而
し
て
此
民
主
主
義

者
は
秘
密
總
裁
政
府
の
推
薦
^
依
6
謀
叛
國
民
^
依
て
任
命
3
れ
る
事
、

(

ニ〕

S

S

十
八
S

規
定
S

S

制
限
無
く
且
S

時

嘉

S

、

0
-

0

謀
叛
の
晚
、
巴
姐
の
市
民
^
依
て
可
決
せ
ら
る
べ
3
布

吿

に

眼

足

す

る
-^
、

此
決
議
が
可
決
3
れ
る
S

や
、
ゼ
ル
マ
ン
は

S

S

員
會
の一

員

美

翌

朝

秘

篇

裁

政

饽

招

致

す

I

 

t

塞

任

f

 

s

。

f

 

S

S

.

セ
ル
マ
ン
は
山

I

寶

I

I

 

I

 

V

I

I

I

で
會
見 

し
た
。

I

:
セ
C
 V

は
、
現

f

論
じ
、
當
初
<
"
|
を
排
せ
し
動
機
f

 

f
到
っ
て
合
同
S

意
す
る
I

 

れ
る
理
由
を
述
べ
た

一.片
の
挨
拶
f

 

f

オ
：

乎
交
し
、
次
で
彼
|

叛
法
を
養
し
聞
か
せ
た
後
、
續

“
て

苯
命
後
必
須
な
る
假
權
カ
k
關
す
る
條
項
の
改
正-
k
就.
て
論
議
し
た
。
亡
命
國
民
公
#
議
員
を
最

高

權

カ

に
就
か
し 

む
る
ど
言
ふ
事
^
關
し
て
は
何
等
の
波
测
無
く
容
易
^
意
見
の
一
致
を
見
た
。.
セ
ル
マ
ン
は
其
際
|-
|1
岳
黨
が
充
分
誠 

赢
あ
る
&
據
を
示
^
な
け
れ
ば
、
今
後
一
切
の
協
議
を
行
は
な
い
ど
言
ふ
事
を
リ
コ
ォ
ル
^
篤
ど
料
解
3
せ
た
。
其 

際
又
セ
ル
マ
ン
は
忌
憚
な
く
山
岳
黨
の
非
を
陳
述
し
た
。M

れ
k
對
し
リ
コ
ォ
ル
も
同
僚
の
中
に
國
民
の
非
雛
を
免 

れ
ざ
る
人
物
の
存
す
る
こV

J
I

ら
認
め
て
ゐ
の
た
で
、
ゼ
ル
マ
ゾ
の
所
說
R
對
し
、

一
々
之
を
反
駿
す
る
事
は
出 

來
な
か
つ
た
。
結
局
、
前
揭
の
三
條
件
^
對
し
31
に
左
の
條
件
を
追
加
し
て
リ
コ
ォ
，
に
楚

5:
手
交
し
た
。
追
加
®

仍
ど
はC

一)

萍
命
一K

ヰ
熱
月
九
日
以
後
發
布
せ
ら
れ
た
總
て
.の
法
律
及
決
議
の
撤
廢
、(

ニ)

歸
還
逃
亡
者
の
追
放
足 

で
あ
る
。

リn

ォ
ル
.は
同
儐
の
承
^
を
街
る
た
め
猶
豫
を
乞
ふ
て
辭
朱
し
た
。
而
る
に
秘
密
總
裁
政
麻
の
要
求
は
山
*
激
の 

■拒
资
に
會
つ
た
。
リ
コ
ォ
火
は
其
翌
日
、
■來
つ
て
山
帘
黨
の
.拒
絕
的
囘
答
を
傳
達
し
た
。

如
何
な
る
珊
®

R
依
て
山
岳
黨
は
秘
密
總
裁
政
府
の
要
求
を
拒
絕
し
た
か
。
：

リ
€
斯
麥
員
會
の
想
惟
す
る
處
ic
依
れ
ば
、謀
叛
の
唯
一
、直
次
の
結
果
は
約
五
十
名
の
被
追
放
國
民
公
#
議
員
の

復
職
た
る
可
さ
で
あ
る
。
秘
密
總
裁
政§

が
主
唱
す
る
、
各
縣
選
出
の
屋
主
義
者
を
加
へ
る
事
は
資

主

權

の

侵

喪
で
あ
6

、
謀
叛
荞
k
依
て
可
決
さ
る
べ
さ
.布
#
は
、
又
均
し
く
俳
蘭
W
國
K
權
の
侵
食
で
あ
つ
て
、
到
芪
是
k
同

意
す
る
事
は
出
來
な
い
。
し
か
し
謀
叛
法
に
約
束
3
れ
た
住
宅
、
貨
財
を
(1
1
民
に
與
へ
る
事
^
は
賛
成
す
る
。
.
又
秘

密
總
裁
政
府
.

S

寶
を
建
設
す
べ
♦

行
政
會
議
に
參
加
せ
し
む
：る
：事
は
同
意
ず
る
。
以
上
が
山
岳
黨
委
員
會
の
S
 

的

意

岚

で

あ

つ

^
。

 

'

浓
ニ 十

！：

卷

c1

七 
§
 

パ
ブ
ゥ
ソ
の
 

Conspiration 

I50 ur 

s
g
a
l
k

?'H

 
r
d 

一
“
、
,
L



第
'ー
1
十
-四
#

C
I
.七四

)

バ
ブ
ゥ
フ
の

o
o
n
s
p
i
r
a
t
i
o
n

 

..pour T
^
a
l
i
t
6
. 

第
二

^

- 
J
o
,

此
11.
1
岳
黨
委
員
會
の
囘
答
^
對
し
搏
び
秘
密
總
裁
政
府
の
囘
答
せ
し
所
は
左
の
如
く
で
あ
つ
た
。
 

『
否
等
が
阈
民
公
會
一
部
の
一.
時
的
復
活
に
協
カ
す
る
の
は_
唯

だ.
國.
民
，を

裨

益

せ

ん

ビ

.欲

す

る

^
す

ぎ

な.い
。
吾

等 

の

求

む

る

雕

一

の.
報

酬

は

：平

等

の

完

全

衣

る

.勝

利

で

あ

る

o.
罟

等

は

國

民
?:
し 
1て
完
全
に
其
權
利
を
囘
復
せ
し
ひ
る 

.た

め

戰

ひ

卫

つ

菩

等

の

生

命

を

賭

す

る

で

あ

ら

ぅ

.。
，
併

し

乍

ら

吾

等

は

人

々

•か
.
一

切

赛

物

の

支

配

者

^

對
し
て
自
ち 

'
寬
大
を
裝.
ふ
乙
^
を
理
解
し
な
い
。
諸
君
が
眞
^
菩
等
ど.
共
纪
吾
等
の
從
事
す
る
大
な
る
企
畫
R
協
力
せ
ん
ビ
欲
す 

る

な

ら

ば

、

宜

し

く

諸

莉

の

見

解

?:
.曖

昧

な

ら

し

む

る

が

如

さ

提

議

を

試

み

た

6
、
申
言
を
な
す
事
を
愼
む
べ
さ
で

あ
ス
o

諸
君
の
同
志
の
多
數
は
國
民
の
信
賴
を
裏
切
つ
た
'0
だ
か
ら
吾
等.
が

再

び

.國

民

を

ば

彼

等

の

熱

情

V」

弱
點VJ  
k
委 

す
る
な
ら
ば
吾
等
の
罪
は
彼
等
の
そ
れ
ょ
6
無
限
に
深
い
も
の
で
あ
ら
ぅ
。
國
民
主
權
を
弭
興
す
る
た
め
、
國
民
を 

墮
落
せ
し
む
る
手
段
を
用
a
な
け
れ
ば
な
ら
^
ど
言
ふ
第
は
到
底
理
解
出
來
な
い
o

媒
制
の
倒
壊
を
國
民
が
期
待
せ 

る
人
達
^
こ
そ
常
然
，
必
須
の
一
時
的
手
段
を
採
る
權
カ
5:
興
，
ふ

可

き

で

あ

る

。

吾
等
は
膨
迫
的
政
府
^
代
ふ
る
^
同
じ
く
壓
迫
的
政
府
を
以
て
す
る
た
め
、
層
迫
的
政
府
を
撤
廢
せ
ん
ど
欲
す
る 

も
の
で
は
無S

。

過
誤
を
許
す
は
ょS

事
で
あ
る
、
だ
が
S

の
運
命
を
ば
、
5

、
其
過
誤
の.
た
め
®
國
を
墮
济 

せ
し
め
た
其
人
々
^
委
ね
る
ど
言
ふ
»
は
愚
で
あ
ら
ぅ
。

吾
々
は
熱
^
九
日
^
其
親
友
を
虐
殺
し
、
邇
來
卑
怯
^
も
、
共
和
主
義
者
^
追
放
し
、
且
つ
民
主
的
紐
織
を
破
壊 

し
た
人
々
の
手
:̂

冉
び
國
民
を
委
ね
ん
ょ
6
は
、
寧
ろ
、
吾
等
の
不
屮
斐
無
^
を

憤

つ

て

、

蒂
等
を
怯
懦VJ

内
通
VJ 

以
て
貴
め
んv

j

す

る

愛
國
者
や
若
く
は

、

菩
等
の
企
晝
を
纏
て

は
知
る
で

あ

ら

う

か
の
政-M*
の
手
k
掛
つ
て
^
h

た

II
|

I

る
事
を
敦
む

.

』

®
。
. 

'

:-

リ
コ
ォ
ダ
は
此
囘
答
を
受
理
し
、
後
日
弭
び
⑴
岳
黨
委
員
會
の
最
後
的
決
議
を
傳
達
す
べ
き
ぼ
を
約
し
て
辭
去
し 

，
た
。

互
讓
せ.

H

る
限
6
兩
者
の
合
同
は
全
く
絕
望
：視
さ
れ
た
。

斯
の
如
く
合
同
の
折
衝
が
秘
密
總
裁
政
府
<1
m
岳
黨
委
員
會
ど
の
間
に
行
は
れ
て
ゐ
た
時
.、
恰
本
他
方
^
於
て
不 

吉
な
る
流
言
猜
語
頻
6

k
行
は
れ
て
ノ
愛
國
者
の
心
膽
を
脅
か
す
も
の
が
あ
っ
た
。
謀
叛
幹
部
は
嫌
疑
、
誹
謗
の
的 

ど
な
っ
た
。
入
々
は
現
在
の
平
靜
を
來
る
可
さ
大
風
の
前
兆
ど
認
め
る
k
到
っ
た
。
是
等
の
不
苦
な
る
豫
感
が
何
時 

し
か
革
命
代
表
員
の
心
を
捉
ふ
る
^
到
っ
た
。
豫
て
未
熟
の
蹶
起
を
戒
む
，る
た
め
任
命
せ
ら
れ
た
是
等
革
命
代
表
員 

も
、
頻
々
た
る
凶
報
浮
說
k
期
せ
ず
し
て
周
章
狼
狽
し
、
焦
慮
の
餘
6

遂
妃
秘
密
總
裁
政
府
化
對
し
、
今
や
蹶
起
の 

時
期
は
到
來
し
た
、
11
に
倚
、
踟
蹰
逡
巡
す
れ
ば
、
果
敢
な
る
同
志
の
信
賴
を
失
ふ
で
あ
ら
ぅ
ビ
言
ふ
事
を
通
街
し 

た
0 

:

こ
の
通
牒
に
接
し
た
秘
密
總
裁
政
府
は
、
是
等
の.
祀
薆
不
安
V
二
掃
す
る
目
的
を
以
て
、
彼
等
革
命
代
表
員
に
對 

し
、
秘
密
總
裁
政
府
目
下
の
狀
態
及
謀
叛
の
前
進
を
沮
止
し
て.Q

る
障
害
を
腹
藏
無
く
敎
示
す
る
囘
章
を
送
達
す
る 

に
決
し
た
。
此
囘
章
が
：未
だ
脫
稿
せ
ら
れ
ざ
る
內
、
突
然
、
山
岳
黨
委
員
會
侧
讓
步
す
言
ふ
報
を
得
た
。
事
實
、
 

ダ
ぐ
ズ
は
'花
月
十
八
日
夕
、
秘
密
總
裁
政
府
^
對
し
て
正
式
^
山
岳
黨
委
員
會
が
激
論
の
末
、
遂
k
.前

記

政

府

の

提 

出
せ
る
諸
條
件
を
承
認
す
る
^
到
っ
た
事
を
報
吿
し
た
内
。此
報
吿
は
續
い
て
各
代
表
員
^
通
達
3
れ
た
。
玆
に
懸
案 

の
合
同
は
全
く
成
立
し
、
邇
來
'
謀

叛

計

，畫

の

成

熟

達

成

^
向
て
一
路
邁
進
す
る
事
ど
な
6

、
3
し

も

波

测

，市
#
を 

極
：€
た
雛
冏
題
も
玆
^
漸
く
解
決
し
た
。
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Buonarroti, 
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Buonarroti, 
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T. 
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•

十一

グ
リ
ィ
ゼ
ル
の
內
通

波
f
 
f

 

#
： €

交

品

麗

^
鰲

、
⑴
達

寶

會

侧

の

讓

步

に

依V

奪

.
_

に
馨
し
た
以
L

最

皁
謀_

窘

|

せ
し
む
る
障
礙
無
く
、
其
前
途
漸
く
平
坦
に
し
て
、
目
的
成
就
の

日

意
外
S

し
の
感
さ
へ

抱 

力
し
if
る
も
の
が
あ
っ
た
。
し
か
し
其
れ
は
途
徹
も
無
さ
幻
想
で
あ
っ
た
。

颱
風
一
過
後
の
平
靜
基
密
總
裁
政
府
が
息
付
く
の
暇
無
く
、
S

の
危
機
が
襲
來
し
た
。
而
じ
て
そ
は
同
政
府 

S

S

を
絕
無
f

し
め.
た
絕
對
絕
命
？

の
で
あ
っ
た
。
而
ら
ば
其
危
機
5

果
し
ど
何
物
で
あ
っ
た
か
。
グ 

リ
ィ
ゼ
ゲ
の
現
行
政
府
^
對
す
る
內
應
即
ち
是
で
あ
る
。

'然
ら
ば
f
 

は
如
何
？

人
物
で
I

た
か
。
如
何
？

S

S
V

I

者
S

S

入
し
、
谋
叛
の 

.
秘
密
を
獲
得
す
る
に
至
っ
た
か
。

.

グ
リ
イ
5

が
楽
し
て
眞
£

何
I

人
物
で.
あ
つ
た
か
、
今
日
？

傳
ふ
る
文
書
が
無
い
た

め

、

共
I

I

 

ふ
よ
し
も
無
い
が
、
ブ
オ
ナ
ロ
ッ
チ
が
斷
片
的
S

ベ
て
？

所
£

て略
.：

推
侧
す
れ
ば
、彼
は
小
心
？

ど
し
て

1

釙
の
榮
達
に
腐
心
し
、
そ
の
た
め
に
は
敢
て
手
段
を
擇
ば
ず
ビ
言
ネ
が
如
さ
人
物
で
あ
つ
た
ら
し
い
。
從
て
、
志 

操
定
見
の
如
さ
固
ょ
6
彼
に
寸
毫
も
認
め
る
事
ば
出
來
な
か
っ
た
。
併
し
彼
はj

身
榮
達
の
た
め
に
は
、
敢
て
m
己 

を
主
張
し
て
馬
脚
を
露
出
す
る
の
愚
を
避
け
て
表
而
何
處
迄.
も
從
順
卑
屈
で
あ
つ
た
。
從
て
又
彼
は
一
而
欺
瞞
的
で 

あ
ぅ
、
他
面
、
狡
猶
で
あ
っ
た
。
楚
等
の
眩
惑
的
性
質
が
秘
密
總
裁
政
麻
の
幹
部
を
し
て
彼
を
過
信
せ
し
め
、
遂
に 

空
前
の
大
計
盡
を
1
朝
^
し
て
破
局
^
終
ら
し
め
た
も
の
で
あ
ら
ぅ
。

如
何
^
し
て
彼
は
謀
叛
者
に
接
近
し
た
か
。
ブ
ォ
ナ
ロ 

.チ
の
傳
ふ
る
所
に
依
て
少
し
く
述
べ
や
ぅ
。

抑 

< 
グ
リ
ィ
ゼ
ル
を
始
め
て
認
め
た
者
は
、

V

ブ
ゥ
フ
ど
共
に
秘
密
總
裁
政
府
の
最
高
幹
部
で
あ
っ
た
ダ
.ぐ
グ
で
あ 

つ
た
。
ダ
ル
.テ
は
革
命
代
表
員
及
裉
_
代
表
員
を
指
揮
盥
督
す
る
め
重
任
を
有
す
る
監
視
委
員
ビ
し
て
同
志
を
激
勵 

し
、並
に
有
窺
な
る
人
物
を
物
色
す
る
た
め
日
々
多
數
の
民
主
主
義
者
が
集
ひ
寄
る
ヵ
フ
ユ
エ"

L
e
s

 

Bb.
n
s
.
c
h
i
l 

, 

S

S

た
。
其
時
偶
；

1

段
主
主
義
者
に
依
て
、
當
時
巴
里
近
郊
グ
ル
ネ
ゲ
平
野
駐
屯
步
兵
第
三
十
八
半
旅
刚
第
三 

大
隊
付
大
尉
ど
い
ふA

b
b
e
v
:
l
l
e

生
れ
の1

人
物
^
紹
介
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
此
人
物
こ
を
後
日
の
卑
劣
な
る 

奥
切
漢
ジ
ョ
ル
ジ.
グ
リ
ィ
ゼ
ル
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
o

革
命
を
以
て一

身
榮
達
の
機
ど
考
へ
た
彼
は
、
是
が
た
め
秘
か
^

愛
國
者
べ
の
接
近
を
圖
っ
た
。
巧
^
愛
國
者
の 

言
辭
を
模
倣
し
て
、
彼
等
^
熱
烈
な
る
革
命
家V

J

し
て
認
め
ら
る
、
事
汶
成
功
し
、
か
く
し
て
二
三
の
民
主
主
義
激 

の
歡
心
を
得
、
楚
等
の
人
々
を
通
じ
て
ダ
,
テ
に
紹
介
せ
ら
れ
た
。

ダ
ぐK

は
グ
リ
ィ
ゼ
ル
^
對
す
る
紹
介
者
の
法
外
の
讃
辭
や
彼
が
秘
密
總
裁
政
府
の
印
刷
物
を
艰
隊
に
宣
傳
し
又 

,Nf
ら
煽
動
的
则
子
を
著
し
て
^
隊
の
反
杭
を
喚
起
せ
ん
ど
す
る
彼
の
熱
誠
、
並
に
彼
の
革
命
的
な
#
話
及
講
液
に
痛

笫
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第

二

號

一

七

四

く
動
3
れ
、
由
來
人
5:
容
易
^
.信
賴
す
る
癖
あ
る
ダ
ル

テ

は
彼
が
所
信
の
'純
潔
を
信
じ
彼
?:
秘
密
總
裁
政
府
^
推
兜 

す
る
に
到
つ
た
0
ダ
y

テ
の
推
輓
を
信
賴
し
て
、
同
政
府
ば
、
前
述
せ
し
が
如
く
ダ
ダ
ネ
y

駐

屯

职

へ

，
の

軍

事

代

表 

員
ド
任
命
し
た
3
。彼
が
宿
望
の
一
端
は
先
づ
達
せ
ら
れ
た
。

.
彼
に
當
初
ょ
6
內
應
の
意
思
が
あ
つ
た
か
、
若
し
然
ら
ず
ど
す
れ
ば
果
し
て
何
時
頃
ょ
6
共
意
见
は
芽
坐
へ
た
も 

の
で
あ
ら
ぅ
か
。
此
問
題
^
答
ふ
べ
&
典
據
は
無
い
。
併
し
乍
ら
吾
人
の.
推
測
す
る
所
に
ょ
れ
ば
尠
く
ビ
も
內

'15  

汉
意
が
极
確
^

な
5
れ
た
の
は
花.
月
十一

日
の
秘
密
總
裁
政
府
の
召
集
せ
し
軍
事
代
表
員
ど
の
協
_
會
以
後
の
事

で 

あ
るVJ

見
る
の
が
至
當
で
あ
ら
ぅ
。
何.
ど
な
れ
ば
こ
れ
以
前
に
於
い
て
は
、
齋
换
言
す
れ
ば
秘
密
總
裁
政
府
の
區
機 

R
參
畫
す
る
事
を
許
^
れ
ざ
る
一
軍
事.
'^
表
員
ど
し
て
ル
内
應
せ
ん
ど
欲
し
て
も
、
內
通
す
'、/
さ
幾
密
5:
得
るc

機 

會
が
皆
目
存
在
し
な
か
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
然
る
^
其
機
會
は
纏
て
到
长
し
‘2
。

秘
密
總
裁
政
府
は
遂
R
ダ
リ
ィ
ゼ
，
の
好
む
も
の
を
與
ベ
て
し
ま
つ
た
。
同
政
府
は
自
己
の
嚴
定
し
た
規
約
を
自 

ら
破
棄
し
て
眾
事
代
表
員
を.
直
接
引
見
し
た
。
即
ち
前
述
せ
し
が
如
く
花
乃
十
一
日
同
政
府
はG

rande-Truand

s :c  

街11

十
七
號
R

F
l§

,  G
erm

ain,  R
ossignol,  M

assart

及
グ
リ
ィ
ゼ
ル
を
■召
致
し
て
謀
叛
の
目
的
、
手
段
等
の
機 

密
を
授
け
て
し
ま
つ
た
。
次
い
で
彼
は
他
の
委
員
ど
共
に
軍
事
委
員
會
の
1

M
R
任
ぜ
ら
れ
た
。
此
席
上
グ
リ
ィ
ゼ 

/I
/
は
ダ
ぐ
K
R
依
てV

フ
ゥ
フ
、V

オナロッチ、
ゼルマゾ、及

s
d

ie
r

等
の
最
高
幹
部
S

介

3
れ
たS

。

前 

述
の
勿
く
由
來
秘
密
總
裁
政
飧
は
秘
密
た
る
べ
さ
も
の
で
あ-
其̂
委
員
の
姓
名
は
代
表
員
^
秘
密
た
る
べ
さ
も
の
、
 

雨
者
の
直
接
の
■接
觸
は
嚴
禁
せ
ら

れ

て
ゐ
た
も
の
で
あ
つ
た
。
然
る
^
同
政
府
.は
商
ら
此
禁
を
犯
し
て
し
ま
つ
たo  

而
も
'恐
る
可
き
內
通
者VJ

知
ら
ず
其
機
密
を
明
し
て
し
S
つ
た
の
で
あ
る
o
此
意
味
'ic
於

て

.同

政

舴

の

行

勖

は

明

か

k
自
家
の
墓
{八
を
掘
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
グ
リ
ィ
ゼ,

の

假

而

僧

む

べ

き

も

又

同

政

府

の

不

用

意

"
汕

斷

も

亦

其 

責
k
狂
ず
ベ
を
も
の
で
あ
ら
う
。
ブ
ォ
ナ&

ッ
チ
は
言
っ
\し
ゐ
る
、
若
し
同
政
府
が
か
、
る
過
失
を
犯
す
事
が
無
か 

っ
た
な
ら
ば
グ
リ
ィ
ゼV

は
謀
叛
の
首
謀
者
を
識
る
事
が
無
か
っ
た
で
あ
ら
うo

此
過
失
は
謀
叛
計
畫
蹉
跌
の
主_
 

で

あ

、
っ

た

ビ
§
。
裳
-̂

同

政

府

千

盧

の

一

.
失

ど

言

ふ

べ

さ

で

あ

'ら

う

。

成
否
全
く

未
知
數
で
あ
•る
課
叛
計
盡
の
雜
氷
を
生
命
を
，睹
し
て
涉
ら
ん
よ
6
は
、
今
獲
得
し
た
秘
念
？5:
利
し
て
一 

身
の
榮
達
を
圖
ら
ん
ビ
す
る
の
が
恐
ら
く
此
場
合
、
彼
の
心
寒
を
傳
へ
‘る
も
の
で
あ
ら
う
。

花
月
十
五
日
、
恰
も
秘
密
總
裁
政
府
ど
山
岳
黨
委
員
會
ど
の
合
同
問
題
が
前
者
の
ゼ

\

マ
ゾ
ど
後
者
り
使
者
リ
コ 

ォ
ダ
ど
の
間

^
折
衝
せ
ら
れ
て
ゐ
た
同
日
晚
九
時
、
グ
リ
ィ
ゼ
グ
は
w

g
日の匿名を用ひて、彼，
か知吖る
 

限
う
の
謀
叛
の
機
密
を
擧
げ
て
ニ
百
四
十
五
名
の
名
簿
ど
共
に
當
時
政
府
の
議
長
ヵ
火
ノ
ォ
n

g

grt
-
に
明
し
て
し 

ま
っ
た
”

ヵ
ル
ノ
ォ
は
グ
リ
ィ
ゼ
グ
の
密
吿
に
驚
愕
す
る
せ
共
に
彼
の
勞
苦
を
深
謝
し
て
彼
に
今
後
你
、
謀
叛
計
叢 

^
參
與
し
て
其
成
行
5:
觀

望

し

以

て

詳

細

の

報

^

を

潇

ら

5

ん
事
?:
依

賴

し

た(5
)
:。

固

よ

.
^
グ

リ

ィ

ゼ

ゲ

は

^

に

情 

報
入
手
次
第
、.
彼
^
報
'示
す
べ
さ
を
約
し
た
。

:.

花
月
十
七
In
:
、

晚
，九
時
半
、
ヵ
ル
ノ
ォ
は
彼
を
ば
警
務
大
Isc

o
c
h
o
n
f
e

紹
介
す
る
.V」

共
k

又
グ
リ
ィ
ゼ
.
.

ル
よ
6 

落
手
し
た
謀
叛
者
ニ
四
五
名
の
名
簿
を
行
政
總
裁
政
府
^
呈
示
し
、
其
結
果
同
十
八
日St. 

F
o
r
e
n
t
i
a

街
の
リ
コ 

ォ
ル
宅
で
開
催
せ
ら
る
可
き
會
合
^
於
て
謀
叛
者
を
ー
.
_打
盡
穴
逮
捕
せ
よ
ど
の
命
令
を
下
し
た
§
-

謀
叛
の
運
命
は 

旣
(C
大
半
決
せ
ら
れ
て
し
^
っ
た
。
自
缄
は
時
秒
の
間
題
^
す
ぎ
な
か
っ
た
。

こ
れ
合
同
問
題
解
決
の
日
、
十
八
日
を
去
る
實
^
三
日
前
.の
事
件
で
あ
っ
た
。
'數
日
前
已
^
斯
る
異
變
が
出
ぉ
し
、

第
.
1
1十四
.卷
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七
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ブ
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f

 

ニ
J

.

.
1

セ
、

.

.

.戰
慄
す
べ
さ
危
雛
が
寸
前
秒
刻
の
間
に
逼
逾
せ
ヶ
ど
は
夢
想
だ
に
せ
ず
、.
十
.八
日
合
同
問
題
解
決
の
報
に
愁
眉
を
開 

さ
、
最
早
遮
る
障
礙
無
じ
、
謀
叛
成
就
：の
.日
旣
(-
C
近
^

け
◊
ビ
秘
K
會
心
の
笑
を
.池
ら
し
た
謀
叛
斡
部
は
、
宛
然
火 

山
上
の
亂
舞
に
等
し
か
つ
た
。
時
旣
k
課
叛
訐
盡
は
.脚
下
の
土
^
奪
は
.れ
、
见
つ
沙
上
に
虛
立
せ
る
榄
関
ど
化
し
^
 

つ
て
ゐ
た
の
で
あ
つ
た
。

浪
皆
は
豫
定
'の
勿
く
十
八
日
、
リ
コ
ォ
ル
宅
を
襲
つ
た
が
其
處
:̂.

は
豫
.期
に
反
し
何
人
を
も
發
見
す
る
事
が
出
來 

ず
、
手
を
空
ぅ
し
て
|̂

揚
げ
た
。
第
ー
[0
1
の
檢
擧
は
明
か
に
失
敗
で
あ
つ
た
。.

m
に
ク
リ
ィ
セ
〃
の
^
吿
[C
從
ひ
、翌
晚
、
課
叛
者
が
會
合
す.
ベ
p D

ro
u
e
t

の
宅
を
襲
ふ
べ
さ
命
令
を
下
し
た
6 

(

1)

.
 Buonarroti, 

ib., 

H
. I. 

p. 
1
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總
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命
代
表
員
.の
聯
合
會
議
が
開
催
せ
ら
れた

。： .：

此
會
_

の
目
的
.は
：、
謀

叛

を

：
一
齊
k 

起

し

而

，し..てi
: く

成

功

を

確

保

：す

，る

'最

良
0
手

段
¥

審

議

じ

各

5®
藥

、 

及
輿
論
の
狀
廣
を
聽
取
す
る
：事

^
:あ
つ
：枝

：
出

席

す

：る
：者

、
就

.
#、
：
ダ̂

-グ
、

： .
#

ル
へ

マ：： V

の
兩
監
視
員
、ス
ィ
ォ
ン
、
 

マ
ノ
サ
ァV

、

が
シ
ニ
3

X

ダ
ソ
ィ
ゼ
ル
等
の
軍
事
委
員
兼
軍
事
代
表
員
、
：連
絡
委
員
.

「

b

l『

並
に
全
地
區 

革
命
代
表
員
を
網
羅
し
た
o
:
' 

: 

‘

先
づ
攻
略
計
晝
k
就
て
、：
第
六
地
蒎
代
表
員
、Q

a
u
d
e
:

 Fiquet.、
第

七

地

區

代

表

員

：

.

P
a
r
i
s

、
第
三
地
區
代
表
員 

c
a
z
l
n
、

第
十
1
地
«
代
表
員
比
0̂
§
,
の
諸
氏
が
交
：々

起
0
:て
其
最
も
逾
當
ど
姐
考
ず
、る
作
戰
計
_

を
述
べ
た
。
次 

.

S

 

f
輿
論
の
現
勢
に
就
て
は
革
命
代
表
員
は
囊
に
秘
密
總
裁
政
府
^
報
吿
せ
し
所
せ
同
樣
の
.•事

を

繰

远

し

た

。
；
叩

h

輿

論

の

輿

奮

が

4

般
的
で
あ
力
且
つ
最
高
頂
k
到
達
せ
备
事
、

：；：

若
し
擧
兵
の
曉
、:
兵
士
が
國
民
を
：殺
害
す
る
が
如
き 

擧
k
出
で
な
け
れ
ば
、

V

現
..行
政
府
の
倒
壊
は
確
實
で
あ
るV

J。

革
命
代
表
員
はM

の
說
明
の
論
據
ミ
し
て
、
民
主
主 

義
者
の
麩
靈
與
氣
:?
:
擧
げ
た
0
.
:ゾ

：
^

併

し

乍

ら

」

是

等

革

命

代

表

員

：の

報

吿

は

、

今

，

.
1層

詳

細

：確

實

を

知

ら

.ん
：事
を
顧
つ
て
ゐ
た
：軍
事
委
員
の
充
分
滿
足 

す
る
所
.で
.は
無
か
づ
.ft
の
で
：、
11
^

革
命
代
表
員
妃
對
,1
,
報

告

の

苒

作

製
.を
求
あ
た
。
此
®
報
告
は
：軍
事
委
員
マ
ク 

サ
ァ
，
ル

代

證

ず

务

事

、

V

次S
:

で

：
マ

ッ

サ

ァ

ぞ

は

：是
索
ー

： 1

十

一 :

日

朝p
o
i
s
s
o
f
e
r
e.

の
場
末
じ
昏
与
宅
妃
開
る
べ 

S

總
會
購

^
報

街

す

べ

，
ぶ

事

を

：約

4

て
.散

會
1,
.た
3
。
, 

. 

. : 

.

--
■.

V 

' 

(

ニ〕

ヾ
：
革

命

代

表

員

：

.の
報
吿
k

»
い.：て
、

>.

謀
叛
®
貫
會
が
算
定
し
%

謀
叛
.軍
の
兵
力
は
左
.の

如
：ぐ

で

あ

：
つ

た

。

:
oィ 

革

命

象

：
一

雰

 

.
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.五
0
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:
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看
マ
”
.；為 

.一-
へ:

ベ

...

五
O

Q

■.
六
Q

G

0.
-:

.

9

〕

.:
,
前

政

銜

關

係
者

，
.
' 

..

::.C:G:/

杨

兵 

'
リ
 

へ

请°
へ
；
免

職

將

狻

，
：

W
.
.
:
:
‘ 

o
ホ̂

。
地
方
革
命
家
：

へ.

0

へ
0

、
立
法
部
響
衛
S
®
* 

C

ト)

入
嶽
中
0

軍
人 

(

.チ

.

)

' 

警
備
軍
'
,.

第11.

十

四
.#

0
1八.S
 

バ

ブ

ゥ

フ

の

 

conspfJat

o-B

-̂'
u
r

^

1
葬

• 

第
！一

狹

一、

八
一



.第
；

U

十
^
-
卷

Q
:
j
A六〕

X

 
ブ
サ
フ
の 

o
o
n
s
p
f

cr
.
o
n 

pour 

l
.
KV
g
a
l
i
t
p 

.
f

「

披 

一
X
-

s

 ;

廢

醫

.：
：

V

〕

總
爾

.訐

:-
;
;
彳

ス
 

一

七

、
0
〇

.〇

フ

ス

す>募

チ

：
塗

馨

所k
據

れ

ば

、
此
.ニ
.
^
、
〇

〇

〇

衣

る

總

數

は

多

擻
の
勞
働
階
級
の
數
を
も
加
算
せ
ざ
る 

最

低

限

度

崖

積

暮

あ

る

。

、ノ
ィ
ン
リ
ッ
ヒ
，s

ベ
ルH

l
h

 

v
o
n

 

S
y
b
e
i

の
如
さ
史
家
は
此
數
k
多
少
の 

誇
脹
の
袼
す
斧
事
を
言
明
し
て
ゐ
る
が
、
兎
：̂
角

：、
.
' 
此
謀
叛
軍
，の
戰
鬪
力
は
、
當
時
巴
里
國
民
軍
の
微
弱
殆
ん
ざ
贤 

む
^
足
ら
ざ
名
事
實
^
徵
す
れ
ば
、
決
し
で
侮
^V

難
き
兵
力
で
あ
っ
た
の
.で
あ
るS

。

，こ
の
外
：”
‘謀
雜
：の
.曉

綠

、

必

ず

ゃ

現

行

政

，府

^

背

い

て

、
課

叛

軍
^
投
合
す
る
事
を
豫
想
せ
ら
る
、
も
の
は
、
巴 

里
跋
屯
の
〃
兵
.士
：及

勞

働

階

級

で

あ

っ

た

。

.蓋
;1
>
前

者

は

旣̂
著

し

く

動

搖5:
重
ね
っ
、
あ
る
ミ
共
に
、
後
者
は
又
幾 

多
の
、秘

密

集

會

興

び

洛

開

|

妃

於
%

頻

決
^
其

本

：平

欝

憤

釔

表

：离

ゼ

：っ

--
:
'
'
、
.あ

芩

事2
,紛

れ

％,無

き

事

實

だ

か

ら

で

る 

o 

:

4
遂

校

憑

霉

政

_

憲

實

勢

寒

繼

篇

^

^

ブ
ォ
ナ
口
V,

チ

の

擧

げ

て

ゐ

る

も

の

は

、(

ィ)

軍

隊

、

i

ょ 

其
勢
力
.ほ
；薄
弱
：で|

あ
る
が
.、(

武

裝

せ

芩

だ

：め

！

f

叛

を
^

!
す

る

ゼ

見

智
.け

れ

：

な

も®

s

 (

V S
王
*

^

尤
^
 

來

瑰

行

政

麻

：比*

i

吝

多

の
f

办

货
_

M

岑

■

の
®

ざ

；る
^

^

.

義

4

あ
る

;.

°(

 

S

S有
階
級
I

华

ト

彼

等

®
國
段
軍
，の
指
揮
權
を
‘獨
；S

、
，
民

_

義

办

勝

利

を

嫌

惡

脊
 

'名
.も

の

で

あ>
、

大

部

分

、
■
武

器

を

有

す

る
^
の

で

あ

る

。

.■;
:

〕
- 

一
 

' 

X
1
1
P
.

 

.

.
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, 

r
 

:
 

:
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:
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■
.
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ニ 

•
、
}
*
•
-
•

■ 

- 

. 

.

. 

r 

i 

.
{ 

- 

.

二. 

, 

.

.

.. 

.

.
-
-
-
-
- 

•
 

ミ
.

--.

滿

^
^
.の
!̂
戰

^
畫

は

犬

數

左.の

如
:̂
形

が

：̂
/2
^
;
|
^
叛

&.
ー
沙
：
翁#
ゎ

以
1:
:
‘
紙

^

爆 

事

、

;
之

を

以

l
i
l
l
l
i
t
i
l
l
i
i
l
l
l
l
l
l
i
i
i
l
f
l
i
r
l
^
r
i
l
l
i
B
l
l
i
l
l
e 

1

"

謀
叛
.

.
三
軍
忆
分
ぢ
"
' 奋
軍

ゼ

總

猶

ず

る

總

ー

指

撺

官

犮

#:
*
部

令

贫
«
务

々
ff
i
令

す
^;
$

總
_
撺#

ば
課
叛

委
 

«
會
一
の
命
令
^
服
•し
，、
、
各
眾
司
令
官
は
.
■
れ
も
■
榴
揮
.官
の
命
令
に
,
ふ
f
各
軍
司
令
官
ゆ
下
化
*:
々
區
却
令
f
置 

き
页
^
其
卞
ば
昝
晴
司
爷
5:
»
く
0
:
.
總
指
倾
督
及
#.
軍
哥
令
窜
狖
^
范
謀
_
委
«
會
が
：_
じ
像
人
_
は
フ—

ォ

シ

.
、
ノ 

^
ギ
ハ
マ'ブ
.、
、
ネ
ッ
ジ
三
ョ
：す
ル
べ
、
；

Tn
マ
*
で
^
であ

：：

つ
%
 

.
'

斧

中

隊

象

の

苛̂

 ̂

.

.

隊
長
は
謀
叛
；i

d發
布
ス
謀
叛
の 

第
4
聲
を
共
^
發
表
^
る
。
«
要
#
る
»
は
#-
班
^
朱
^
開
»;
]
な

6:
’斑
主
主
義
者
^
派
遺
'し
^
、-
謀
叛
法
の
锖
祌
を 

齔
明
.じe

併
ぜ
f
 
;
:
_
^
:
§
JE
t:
:
li
v
;令
有
用
あ
が
事
鈀
證
妒
る
事
で
恥
る
^

f
 

K
 

'
V

-:
'パ
：；，.：'

:
:

:
;

.

ぐ
謀
叛
軍

?:
.

三

取

ぬ

分

つ

'
事

は

雾

抝

趣

,

た
が
、
課
叛

w

叛
ic

其
氣
如
働

_

精
■

な
る
”
|

軍
を
以
贫
武
器
彌
藥

«

特
に
グ
水
本
水
及

#

2*
ぎ

齡

#

屯
*

に
向
队
し
む
る
事
、

I:..::. 

;

V'
:

, 

U

:
■!へ：. ：：：

い

.:

.

A
次
^

_
振
縱
隊
釔
以
.
.て
-;
立
氍
部
ネ
現
行
總
裁
政
庥
巧
參
|
|凇
部
、：»:
僚
め
宿
舍
ヒ
襲
擊
せ
じ
^
' 

•バ
V

.-
,
:
、:- 

.爾
余
の:1

軍
を
^
で
-
B .
里
壯
.ロ
.£

»

*
各
隊
の
連
絡
"̂

糧
酣
給
办
伽
謝
.>
.
排
酿
叛
的
集
會
の
觫
骶
，
' 貴
族

の
 

通
信
遮
斷
、
總
ゆ
る
揄
_

の
防
止
，：'謀
叛
#
貴會

；：

の
：
命

令

办

：
.行

施

砍

常

fe
;

D
:め
る
。

.

又

謀

，叛

委

嘖

潰

は

鍵

が

牧

.
月
，
;揆
敗_

の»
本
源
因
沈
あ
つ
た
食
糧
の
‘缺
^
杖
鑑
'て
_
、

謀

叛

軍

の

典

土

を

し

て

食 

糧
不
足
へ
の
た
% 
ー
士
氣
阻
廣
せ
む
む

^
亦
加
さ
事
無
か
ら.p

む
き
E
I
B
を
似
て
--
;
'先
^
擧
典
ど
同
時
^
各
班
に
夫
々
三 

名
の
委
員
を
派
し
、：
.
必
翦
攻.
る.
食
糧
を
ぼ
企
私
般
藏
所
2
>
徼
發
し
て_

時
彼
等
^
澗
澤
^
支
給
し
、
1E
R
不
幸
な 

る
人
；々
^
*
給
す
る.
乙
*
せ

じ

た

。
.：

•:
-
:
.
.
謀
叛
委
員
會
は
又
謀
叛
に
»
し
，國
民
の
；同
情
^:
« .
得
^
且
つ
國
民
の
熱
誠
を
喚
起
す
る
&
的
を
以
で
、
.謀
叛
相
は

.第
二
.十

四

卷(

ニ 
八

七〕
X 

ブ

ゥ
.フ
の Conspiration povlr.&galit

f?*
. 

.济 
ニ
^

l
\
H
i



第
ニ 
十.
'四
卷
.(

11A.
A.
0.

バ.
ブ
ゥ.
ア.
の.■

. conspiration〕 pour.  I'Agal

系 

第
二.
號. 

一、or
貧
民
^
對
^
國
費
を
以
^
衣
服
を
給
む
同
時
は
彼
等
^
富
者
の
住
堪
を
開
放
し
セ
彼
等
^
住
居
せ
じ
む
ど
の
.一.一
固
の 

布
告
を
發
布
ず
る
事
紀
決
定
じ
た
⑶
。

.

:■
:

M .
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-
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.

.

.

十_
::::
バ

ケ

ウ:7
;
#
味

の

就

縛

一̂
謀
叛
計
晝
の
瓦
壞
：.：

^
ッ
ィ
，セ
火
の
內
通
以
來
>
^
等
謀
叛
ば
事
鸷
上
反
動
政
府
奴
藥
籠
中
の
も
の
ヾ」

歸
し
て
ぬ
た
。「

政
府
の
巨
大
な 

る
黑
手
ば
旣
に
完
全
に
是
を
蔽
8
、
_

、：：；手
^
1
す
除
期
ゆ
廊
題
负
あ
^
だ
。
斯
る
違
追
せ
る
事
態
を
全
く
了
知
せ 

ず
孜
々
S

で
只
管
、
謀
叛
計
畫
? :
;:
翁
め(

て
：ゐ
だ
^
ズ
ゥ
£
'

味
の
努
力
は
恰
も
沙
上
に
榄
閣
を
營
^
^
均
し
い
も 

の
兑
あ
つ
た
。
疋
墩
比
秒
刻
ゆ
問
題
£

づ.
た
。
栗
哉
、
豫
て
嬋
»

の
好
機
を
■
て
ゐ
た
政
府
は
花
月
ニ
十
一
日
、

(

ブ
ゼ
九
六
介
五
月
十.
日〕

W
知
謙
叛
者
聯
合
會
議
の
翌
^
^
以
で
、
ベ|

齊
R
謀
叛
者
の
檢
擧
k
着
平
し
た
。
同
日
早 

朝
警
務
大
K
附
副
監
察
官
§
5
5§-
§
ァ
'は
グ
リ.
ィ..
ゼ
水
;̂.
指
游
^
從
か
、.Brutus.「

區
警
察
官
の.
應
援
を
受
け
、
 

G
ran

d
e-Trg

n
d
erie:

街
’一

+•
1ー
號
住
宅
散
四
階
0.
;

>
室
な
を
バ
ダ_
.
ス
の
#
居
を
襲
ふ
v
v
'
_
及
汰
同
座
の
ブ
ォ 

ナ..
口-
ッ
チ.
、：、課
叛
委
員
會.
書
記.
.

p
l
fc

* -
捕.
^
想

。.彼
等
ば
當
日
玆
で
徹
宵
^
て.
V
.謀

P 
^
後
の
密
離
を
凝
ら
し
て
.ゐ
た
ゆ
で
fe
;
*o
.
.t2
o
>
.
.
陳
じ
く
ダ
ダ

-ス
、

•セ
々
マ
ン
、

d
a*
^*)
o
r
d
u
e
t

等
%

亦
、
擧
典 

の
日

を
決
定
す
べ
ぐ
會
合
し
で
ゐ
/2
. su

&
c
r

、§
_
でj

:

擧
ic
捕
轉
せ
ら

.れ
た
‘タ

,、ノ :

ブ

ダ

フ

、初
办
_
攀
ば
狹
n

i

、

テ
•ゾ

ゼV

マ

シ

姐

、,1

六
八
號
の
高
臺
に
：虼

立

す
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